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1方言録韻糊一ズー司

　　静岡市旧大罪村方言（1）

国立国語研究所編

　　　1972



　このテキストは、方言研究のための資料として

つくられたものであり、録音テープは国立国語研

究所に保管されている。

　この巻におさめた方言の録音とテキストの作成

とは、すべて国立国語研究所話しことば研究室の

もとめによって、この方言にとくに造詣のふかい

山口幸洋氏がおこなったものである。
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収録地点とその方言について

1．収録地点名 静岡市上湯島（旧大州村地内）

2．謡　し　手

（略号）　（氏　名）

　　　　オオ　モリ　ジツ　　オ
　A　　大　森　実　雄

　　　　（居住経歴）

B

c

D

Y

　上記のうち、　　Dの発言は極度に少ないQ又、

は圧到的に、Aの発言で占められる。　B、

Aの方言は正確には崩野方言というべきだが、当録音に現われた文法、アクセ

ント等の特徴は殆ど「上湯島」と異なるものではない。しかし、収録地点とそ

の方言名は「静岡市照大川村」方言とする方が良いだろう。

ユ　　モト　コウ　サク

湯　本　幸　作

（居住経歴）

湯　本　み　や

（居住経歴）

モリ　　タ　　ミツ　　シ

森　田　光　司

（居住経歴）

ヤマ　グチ　ユキ　ヒロ

山　口　幸　洋

（居住経歴）

　　c．

　　　（性別、生年）　　　　（職業）

　（男、明治45年生まれ）大工

　　　　　　　　　　クズレノ＿
0才～15才まで大州村崩野、16才より大川村

ユジマ

湯島（現静岡市）で大工の弟子入りをし、今に至

る。

　（男、明治45年生まれ）　　農　　業

0才より現在地（上湯島）。

幸作妻。

20才まで湯島、以後、上湯島。

　（男、明治55年生まれ）　　農　　業

。才より現在地（湯島）。

　（男、昭稲11年生まれ）　　商店経営
　　　　　　　　　　　アライ
0才より　静岡県浜名郡新居町（採録者自身）

　　　　　　　　　B、　Yもなく、全編を通じ．

　　　　　　C、D、　Yいずれも聞き役である。
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5．旧大川村概観

　安倍郡大川村は、井川村、梅ク島村などとともに、昭和44年4月静岡市

に併合された。これにより安倍郡は全部なくなったのであるが、それまでの

安倍郡は、安倍州上流の大河内村、梅ケ島械玉川村、藁科頬上流の大痴村、

清沢村と、更に大井獅上流の最奥部、井川村とからなり、それぞれ高山に境

　された辺境地帯である。旧大川村は、北は旧井川村、東は1日三副ll村、西は榛

原郡本川根町に接しているが、相互に自勤車道はなく、いわゆる閉塞谷の観

　　　　　　　　　　　　　　　ナカノカミ　　ヒナタ
を呈しているQ村内においては、坂ノ上、N向、湯島等は川に添っているが、
オオマ　　ナラオ

大間、槍尾、崩野は源流地帯の高地に位置して、地勢は異な：る。村中にかな

　りよく流布している伝説によると、大州村は大間より開けた、といい、大間
　　　　　　　　　イジゴミヤダユウ
の開穏は妖術使いの砂宮大夫であって（砂家は現存する）、井川村と縁があ

　つたという。

一般にこの地方の歴史的由諸は明らかでないが、大川村は駿河茶の発祥地と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トチザ　
　されていて、茶の栽培は早くから取入れていた。栃沢という部落は、駿河茶

　　　　シヨクイチ
　の元粗、聖一国師（t200～G271）の出身地であるという。

4．収録した方言（IH大Al村方言）の特色

（1＞当方言は、旧井州村方言や榛原郡本頬根町方言その他とともに、この地

　方で「ギラ」と呼ばれていて、分wa上一一型アクセント方言に属する。した

　がってこの方言最大の特色は、その「ギラ」と呼ばれる独特の文アクセン

　　トにある。そして更に、特有の「句読法」「語順」が感じられもするので

　ある。しかるに、ζれらについての記述の方法論、又、他の諸方言との比

　較の基準も未だ、ないので、今後の研究を待たなければならない。

②　当方言は村の人々の間での定評として「井Jliのことばと一緒」といわれ

　ている通り、それは殆ど事実である。しかし次のような異同が「音声j分

　野にあるのであり、これらは通時的に井川より古い面かと思われる。

　　イ）語頭がハ行音で始まる動詞の場合、バ行音で発音されることが極めて

　　　　　　　　　　　　　　　一2一



　　稀にあるようである。但し通常は（但し、ヒップル〈降る〉、イッパシ

　　ル〈走る。行く〉等、接頭語を伴なっていうことが多い。

　ロ）ai＞εe：、又は、　e：、’oi＞φ：のような、母音の連声化は、ない

　　に等しい（単語別に例外的なものを除く）Q

　ハ）ワ行四段活用動詞の仮定形、命令形に〔We〕があらわれる。

　　　（例。　〔utaWe〕歌え）Q

　　　しかし次の特徴は井川方言と共通である。

　二）ガ行音は、語中語尾でも破擦的な〔9〕である。（駿河、遠江では、

　　この野州、大川と清沢一部のみの孤立的特徴）。

　ホ）語頭の／e／はこje〕　と発音される場合があるQ（静岡県の山村地帯

　　に共通）。

　へ）／d、z、9、　b／音の前に促音が立ちうる（よくあらわれる。ギラ

　　方言に共通する）。〔bibbO：〕（貧乏）、〔k。dda〕（今度）のよう

　　に鍛音に対して交替するものと、〔amedde〕（雨で）、〔sO：dda：〕

　　（そうだ）のように、添加するものとある。

　ト）無声子音に挾まれた母音〔i〕、〔u〕の無声化は東京方言と同程度

　　（静岡地方にあっては、ギラ方言のみの特徴）。

（3｝文法面の特徴は、ギラ方言、特に井川方言と共通である。

　イ）待遇法の未発達（駿遠の山村と共通）。

　ロ）助動詞的なもので「推量」のう、ズラ、　「意思」のズ、「過去」のケ

　　などが目立つ（駿河一般と同じ）Q

　ハ）静岡市とその周辺に広まっている助詞ンテ（理由の「から」の意）は

　　この方言になくvデ、モンデがそれに代わる。

　二）「否定」のノー、　「禁止」のソがあるQ（ソは、実際に使われること

　　は今では稀）。
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5．地点選定の理由

　　「特色」の項で述べたように、当方言は、井川方言と同じか或いは一部に

古い面をもつ方言であるが、これまで殆ど無名であったので、これを紹介す

　る。．

　次に、井川が：ダム建設後の観光開発と急激な人口減に伴ない、　「良い話者」

の選定に困難が感じられるのに対し、大川はその点でも期待が持てた。

　次に、大女方言は、同じギラでも井川方言や本川根方言に比し、その文ア

クセントに変化があるとも考えられるので、その実態に接’する必要があった。

6，当録音採用の理由

　特にこの地方においては、話者の性質及び会話の場面によって、方言の自

然さが失なわれる度合いが大きく左右される。例えばr否定∫のゾ訟などは、

実際は年少者のあいだでもよく使われているのに、私ども他所者の前では、

村人どうしでも、ナィを使うほどである。この土地では、よくよく恵まれな

　いと、その実態に気づかないで終るおそれがある◎

　私は、村の庚申講に血汐してそこでの雑談を録音することにしたが、あら

かじめ、村の人にそのような会合に出席すべく承諾を得る、或いは相談をか

けた。この録音は、その相談をかけた際の録音である。ナショナルのカセッ

　ト式テープレコーダー「RQ一一　2　a〔）」を使用したが、録音していることは知ら

せてなく、話手達は気づかなかったもようである。又、このときの話手の中

心i大森実雄氏は、私が大川村へ車で向う途中、バスに乗り遅れて道ばたに

立っていたところを、のせてあげた人であるが、この入がたまたま、本人自

　らいう通り「方言を直して話すことができない」入であるとともに、たいへ

　んな話し好きであるため、方言の自然談話採取という目的のため幸いした。

大川村での私の経験から、これほどの話手は珍らしいように思うので、特に

　ヒの録音を文字化対象として採用した◎
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7．　内容のあらすじ

（1）　www
　　山口が録音のため、村の人がごく自然に話しあうような場所へ出会わぜ

　たいむねを伝え、協力を依頼する。そこで大森さんと湯本さんが、どうい

　う入が良いかなどと話しあいながら、結局、庚申講に出席するのが良いだ

　ろうということになる。その間、村の人何人かについて、その話しぶりや

　対人的な性質を語る。

（2）　pmfukoulkumunv

　　大森さんが、いびきを録音にとられた経験を話し、次いで録音をとるに

　はどうするかという話に戻る。そして再び、村一番の口達者だという、ド

　カーン辰のことなどが話題にのぼる。

（3）　twnvmumu
　　村内各所の庚申講のメンバーの批評を通じて、日向のA，達がおもしろい

　などという。庚申講の加入者は、創価学会員が抜けたりして最近少なくな

　つたことなどの近況に及ぶ。そのあと山口が方言のことを二、三聞くと、

　それにつれて方言の別の単語とその，用例などの話が出る。次いで再び庚申

　講へ出るための手順や、その家の入の気性を考え合わせて、八月八日、上

　湯島の八兵衛さんの家に頼めばよいというような話になる。

　　次に、私が「大森さんは弁もたっし声が通る」と弐ったら、大森さんは

　　「静岡市の大工建築業組合の組合長は良い人だが声が通らない」といった

　ような話をしはじめる。そしてここから話がどんどん進み、大森さん得意

　の長広舌がつづく。日く「俺はその組合長の家に泊めて貰ったのだが、そ

　こには操という弟子がいる。その操という若者は、健ちゃんという大工の

　子で、俺はその健ちゃんの兄弟子に当るのである。そもそも健ちゃんこと木

　村健一は、木村豊作という大工の子であるけど、豊作について大工を習い

　始めたのは俺の方がわずかに早かった。それで俺と健ちゃんとは年は同じ

　だし、腕前は健ちゃんの方が上だけれども格としては俺の方が兄弟子にな

　　　　　　　　　　　　　　　一5一一



　る。豊作の親は庄助大工で、庄助の親が木村辰蔵である。

　　辰蔵は正しくは木村辰蔵院部正保と名乗るその昔の大工の大親方で、静岡

　の浅聞神祉の普請をしたとき上からその苗字と号を賜わったほどの人であ

　る◎俺はかねてより自分もその流れを汲む者として辰蔵のことを知りたか

　つたのだが、昨年、さる事から、木村辰蔵が慶応2年に崩野の観音堂の普

　請をしたときの絵図面を手に入れたばかりだ。ところが過日、崩野の大損

　井清さんに”貸してくれ〃といわれて持っていかれてしまった。あとで考

　えてみると、あの絵図面は崩野で代々の壇徒総代である大規井さんに権利が

　あったのかもしれない。しかし俺は崩野の宝光寺の和尚に貰ったものであ

　り、決してだまして取ってきたものではなかったのだ。

　　およそあの絵図面については字なども俺が苦労して解読したものだった」

（4）　，de“fuimaswwtmua

　　「あの図面がどうしてお寺にあったのか知らないが、俺は二野の実家で、

　お爺さんの体がわるかったとき、お寺に頼んであった二二三日の祈藤のお

　ふだを貰って帰るときに、和筒から呼びとめられて、あれを貰った。和尚

　は老令でもうぼけ気味だが、日頃俺がことばをかけたりしたものだから和

　爾の方も俺を好いていたようだった」ざっとこんな調子で、余分なことを

　云いながら話は更に続く。木村豊作についての思い出話も面白いのだが、

　文字化は一応打ち切ることにする。
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表　記　に　つ　い　て

（1）指定の字母以外に使用した字母としては〔ee〕、〔φ〕がある。いずれも

　連母音が融合する場合にあらわれるもの（母音の連声という）である。

　例、ojadagas　ee：（i親だがさ）、　k±tagasee：（来たがさ）、」φ：（良い）

　　当方言には本来、ai＞εe：、　oi＞φ：のような母音の連声化はないが、

　このことは実は、当「静岡市在」の地方においては孤立した存在なのであり、

　この方言は目下、静岡市方言など「連声化のはげしい方言」の影響化にあっ

　て、連声発音が混じることが、すでに以前からの新しい傾向である。当録音

　にあらわれた〔ae：〕、〔φ：〕は、例としては少ない方で、用例も限定さ

　れている。文未助詞「さ」（〔sa：〕又は〔sai〕という）にあたる〔s鈴：〕

　と、　r良い」（〔joi〕という）にあたる〔」φ：〕の例璽夢ζなっている。

　　ほかに非共通語的音節としては

　tj犠　　．「～という」の場合にのみ

　we　　動詞「歌う」「会う」などの仮定形、命令形にのみ

　wo　　／o／の語中語尾の場合、格助詞「を」の場合を含む。

　je　　語頭の／e／、　r可能」の助動詞「エル」の場合にも。

　などがある◎

②　句読点。当録音の話手達の談話体は、句読法がや凝異色であるように感じ

　られるが、これは方言的なものと考えられるので、将来の研究の一助になれ

　ばと思い、あえて句読点を記した。　「句切り」は談話中の呼気の段落であり、

　観察に際しては、それを感じとった個所に、句読点「、」を付したのである

　が、それはあくまで私が感じた「句読」なのだから、おそらく私の主観が混

　じっているかとも思われ、今後、検討の余地がある。

③　アクセント。アクセントは、句読点から次の句読点までの一句切りを単位

　とし、その単位内において、声が．上がる所を「、下がる所を1であらわす。

　この上がり下がりの組み’合わせが意外に複雑であるとともに、この方言の特
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徴として今後の硬究資料として価値が高いと思うので、以下にその記載例の

読み方を解説しておく◎

　na　rosalnaiga　rna

　naから。にかけて上がり、　oからsaまではその高さをほぼ持続しつつ

saからnaへth9ナて下がる。そしてnaigaはほぼ同じ高さのまま、：末尾のnaで上ったも¢も

　juq　fcja　：　damelka

　この例におけるcja：とdameは、ほぼ同じ高さであるとする。

　rsoNnakol　bo：　juqrcjal：　damelqda

　この場合はsoが最初からやts高め（普通にso「N　naと発音する場合の

N・naの高さ）に発音され、その高さをほぼ持続したままのk。が、　toへ

かけて下降することを示すが、次はその低められたto：の高さと同じ高さ

でjuが始まり、。jaが再び高くなったあと、：にかけて下がる。しかし今

度は低くなったままdameのmeが再び次のqdaにかけて下降を起すので、

Gjaからは二段に下がったことになる。実際には、このような具合に、三段

四段と下がることがありうる。

　na　lruhgdo

　naからruへかけて下がるのだが、　naの始まりの高さが普通より低く

感じられるもの（普通にso触naと発音する場合のsoの高さ）。

［s　onolto］1〈lno

　nOからtoへ下がり、更に続けてkiへも下がる発音Qこのような発音

は、結合の強い連文節、或いは複合語、またtS　o「ku「meNnasida「delna1：’

のように、文未助詞na：のあらわれる場合によく起ることに注意したい。

一・，…一　korelqcju：　rto1　juijelnath　［：　jaqpari

　文節未のtoが高く発せられたあと、　juije　は低く続くが、そのあと更

に1が起きるQ次はi「：のような文節未上昇が起きるが、jaqpariはそ

の高さを持続したまま発音させられたものであるQ

・一一・・一
鰍普F　rga　，　kokov．o　・一　一・一・

　　　　　　　　　　　　　　　一8一



　このような場合は、gaが上昇したあと句読があるので、その高さはここ

で打ち切られvその次のk。konoは、改めて一毅低く発音されたものである

ことを示す。前記jaqpariの場合は、その前に句読点がないから、前の文

節と同じ高さなのであり、前が高ければ高く、低ければ低いということにな

り、このkokonoの場合のように、前に句読点があると、「がない限り、必

らず低く発音されたこととする。
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　　　　　　　　　大　工　の　親　方

　　　　　　　　　　　　　　　　　録音日時　1970年7月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場所　静岡市上湯島湯本幸作宅

話　し　手　（略号）

　　　　　　　A，大森実雄（明治45年崩野生れ，湯島在住）

　　　　　　　B湯本幸作（上湯島）

　　　　　　　C　　湯　本　み　や　　（湯島生れ，上湯島在住）

　　　　　　　D，森田幸司（湯島）

　　　　　　　Y　　山　口　幸　洋　　（採録者）

解説　録音のため村の寄合に出席したいという山口の申出について大森さん

　　　と湯本さんが話しあったところを録音したもの誌工の親方の思い出話

　　　など雑談が多い。
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（1）

　　　　r　　lA　　　a　ra　wa
　　　　あれは

　　r　　　　　　n

hi　nataa　tarino
　　　　　日向あたりの

sgu．ga
　衆が

　　r　　l
ju　zi　maa七ari簸。
　　　湯島あたりの

　ロ　　　　　　の　　　ロ　　　　　　　　　　ロ　　の

S3U．JOr■k：a
　　　衆より

keqkjoku　ko：
　　結局　　　こう

r　　　n

ki　ga
　気が

　　r　l
na　蕊　cju：Zししraka
　何というだろづか

ko：
こう

　　r
S1　むoni
　　入｝こ

　　　　　　　．1　．
osareno1　qeju：daka
　　挿されないというか

　　　r　　l
zoq　ka　inazuraka，
　　世聞ずれなのだろうか

　　n
so　’奄р≠р

それだから

mu張iaasiqde1七e，
　　むきだしでいて

，　　　7　　　・　　　●　　　電　　　，　　　・　　　・

　　　　　　’
（町明）

　　r

ju　zxmanrmo
　　直島にも

　　　　　　　　　1
SO：ju．：si七〇　エao

　　そういう入も

　r

i　ruzuraga
いるんだろうが

　　　　r　　　　r　nB　i　‘rusa　’e　’re

　　　　　　いるさ

D　Jrun」ai：
　　　　いるには

　　　r

lru　jo
いるよ

A
r

皿OrOk二〇Za：nQ
　　　諸子沢の

　　1
1〈±　joomi¢aina
　　清男みたいな

sthtoga
　　人が

r　　l

mo　rokoza：ni・mo
　　　　諸子沢にも

irudasi
いるんだし

r　　l
h’ e纏・忌響emQ

　　r
ma　ta
　また

　　　　　　　1
aratama　’ 早ftra　…　．・・’・，

　改たまって・…　■（不明）……（

，r－－　1

ha　’tena．，
　　　さて

一1　・1　一



B r　“　　　　1aNnana　　　　　　　：

あんなのは

　　　　　1　　　　　　－　1

i警鐸N　a謬辮a：

A rh　o　nr　ez　」　a　：　rs　a　，

　それではさ

r．　．

o；mano
　大間の

　　　　　　1
m誤響寒讃呂象讐。

　　1
mi　七e
みて

　　　1
mjo　：　，
みよ

do　rkono
　どこの

sitodaka
　人だか

　．1　．　．．．．．

sl　rano．Jo：　　　　　　　　　　na
　　知らないような

　　1
ko　’toba：
　ことばを

　　　　　r　　I　T
cukau　da　na　：
　　使うんだな

B f　　l
so　’Fka
　そうか

訓
ん

コ
う

㎞
ふ

Am。gu憩u亀。N
　　　　めぐむさん

B　na　ro　ite　ika　i：

　　　　　直してか

　　r　　　　　　　l
mu　kucizja　：
　　　無口では

　　　r
nai　ka
ない（の）か

A　rnaoite　；sa　，
　　　　　旗してさ

ar3a：
あれは

rnaoite　kirei：ni
　蕩して　　　きれバこ

　　　1
na，o　icづaq七ei七e
直しちゃっていた

anosito
　あの入

B　一一一・・一
　　　一　　一　　一　　s　　一　　一　　一　　一　　一　　一

qtara
ったら

r

七〇nikaku
　とにかく

　　　　．　．1．　1
　　　　　　　　　　　：omOslrO　lna
　　面白いな

孤azu．
まず

　　r　　，　．　1hi　　　　　　　　　　：　　　natazja
　　　　H向では

do：kaNtaeuga
　　ドーカソ辰が

　　　　　　　　　．r　　　　　　　　　　　　R
icibaNdaga’na　’：　，
　　いちばんだがな

naNe　juq　te　irrso

　何といっても

D　ja　rek　uc　，」　a

　　　　　冗談が

．．．　n．
］．．wa　ユ

うまいよ（いいよ）

A　o　rkunmeNnasida　rde　ina　i：

　　　　　　　臆面なしだからね

B rdo：kaiNtaea：
　　ドーカソ辰は

　　ロ　　　　　　コ

ar3a．
あれは

r　　　　　　　「　　　　　　ド　　■

　o：ka：mu’raqde’no
　　　　　　大川村での

　　　　　r
naNzu’ra　，
何だろう

jokozuinazura　rnai：
　　横綱だろう

　　ゆ　　　　　　コ

arコa．
あれは

一12一一



D。ﾁj霞：
　　　　r　．1．
七〇ra　nO　．
　とらない

Boｺ下： torana　iitoju：koto　ida
　　とらないということだ

D F

daga：
だが

．．　．．1　．

Jaqpa　rユ
　やっぱり

i　imaju：

今いう

　　　　　　1．
sonona　．　，
　そのな

　　［　　　　1
ko　kOwa　（義
　ここはっ

t

teju：tokoqzja：
　　　ていう所では

　　　　　　　　’1　．　．　．　．一　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kasjaberie　’naizja：naida
しゃべることができないのではないか

arJa．　，
あれは，

，　r　　．　．　1
　　rekucjea3a
　　　冗談は

ju：
いう（のだけれど）

B　ja　rrekucjcfi，　i：

　　　　　　冗談は
ju：a．daga
いうんだが

　　r
磁a　tO狙a（｝七akoto
　　　整まったことを

　　　　1　　．　．r　n
kore　’曹モ鰍普F　to
これだけっていうと

．　．．　「　　．1の
　　　　　n　al　LJuiJe
いうことができない

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

コa’qpam
やっぱり

A　soiz　ja　i：

　　　　それでは

i　rke　iNno　haqp」o：dannaNteju：to
　　意昆の　　　　　　発表だなんていうと

B rs　o：ju　a：kota：

そういうことは

　　r
da　’me
だめ

A 「dame張a：

　だめか

B　da　rme
　　　だめ

　　　　　r．　n
D　he　　　　　　de　Mo
　　　　それでも

sono
その

　　r
SO　N七〇ku漁i
　　　損得に

　　　　　n
kaka：　rしビじOka，
　　髄わるとか

　　r
se　kinlNzjo：
　　　責任上

sjaberanja　N：no：naNteju：
しゃべらなくてはならないなんていう

to　1〈oq　idup　」’a：

　　　所では

n　　　　　　　　　l

　　sjabe　rujo
　　　　しゃべるよ

　　　　　　　　1
anootoko　a　，
　　あの男は

　　　　　　　　　　　r
ija　soiqde　mo　，
いや　　　それでも

　　　r
koq　zjo：ga
　　　根性が

　　　　1

cmga　u，
ちがう

　　r　r　　　l
wa　reware　ta
　　　　我々とは

　　　　1

clga　wa．
　ちがうよ
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　　　r　．1A　　　Cコ．　wa
　　　　虚1は

　　　　　r．　i一　（1）
h±：teq’temo　ka：
　引いていってもか

D r．　n　F
cx　wa　sa
　　血はさ

「

a
は

の
て

　
、

．
伽
し

i
引

h 　　　1
架な1窄a『

B r　．1
cl　wa
　血は

　　　　　n
hi：eja　’：
引いては

　　　　1
inai　qda
　いないよ

D　e±　rwa　hi：cja：
　　　　血は　　　引いては

　　1
1no　：sa
　いないさ

C　do：kaNtacu　rtoika　i：
　　　　　　ドーカン辰とか

●
　
　
■

、　
at

は

　
Q
f
と

re
ｴ

「
。D 　　　　　n

hi：cja　’：
引いては

ino：　ka　r獅?ｉｃｉｒａ　i：

いない　　　カネイチ達は

　　　　1
hi：te　ru　，
　引いている

noda
ﾌ是おや「

み
一
お

「
憩O 　　r　r　　l　　neici　ra　’：k．a

　　カネイチ達は

　　　　　1
hi：te　ru
　引いている

　
，

一
a
2
W

一
：
は

哩
「
　
　
こ
、

　
　
＼

　
：
あ

　
a

B 　．r
cl　wa
血は

　　　　　　n
hi：eja　：
引いては

　　　　　r
inaida　jo
いないんだよ

A　a：　ciwa，
　　　　あbi血は

「

お
はC

て

9
　
9
　
、

「
　
し

・
工
弓

h 　　　　　　r　　l
ino：qda　na
　いないのだよ

　　　　　　　r
arja　sa　kutacu，
あれは　　　作辰，

「sa@k　u・篠ai懇男鍔ad・θ

B　o　rh　u　／〈　u　r　o　t　o

　　　　おふくろと

　　1
kO　IC．蟻七〇

　こいつと
””””@to　，
（不　明）と

r．　．　1

　　　　：daiqcju：kjo
　　　姉妹という

dakenomoNde
　だけのもので

A　iF狽盾汲盾曹р

　　　　いとこだよ

1　　　　　　　　　r　　l
　コare　　O　ra　。り”。‘’。
　　　　　　俺の（不　明）

　　　r　　：
B　’ke　1：．po：zja
　　　　　系統では

　　　　　ヒ

naidaN　sa
ないのだがね

D　rр潤F　lmo　，

　　　　　どうも

　　1
uma．　ls．3u：　ga
　具合の良い人が

　．■　　「　　　一竃

na　1　na：
　　ないな

orai　ix’ho　：　nja　F　：

　　　俺の方には
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B F　　　　　　　　　r

zju：saku　sa
　　重作さ

D コ
　
の、

》a
あ

。
。
、

、

a
あ

「 　　　r
zju　：saku
　　　璽作が

r　　l　：　l　　r　　l
ga　jo　karo　：　na　：
　　　　　　　　よかろうな

korja：　，
　これは，

r　　l
ho　1“niNdemo
　本字でも

　　　　　　　　1

tokudana　Nte　juqtara
得だ（肉金になる，の意）なんて去ったら

　　F　　　l
do　：de　：
　　とても

B r　．1SO〕罫］鼠ako　七〇：

そんなことを

　　　r　　　　l
juq　e，ja　：
　云っては

　　　　1
dame　qda
　　だめだ

　　　　　　r　　　，
1）　　jしとq　 cja：
　　　　云っては

　　　　”，

dame　’ka
　だめか

A　ko　rtoba：

　　　　ことばを

　　　　　　　r　　l　　　　　　　l

naosuka　ja　rju：　ni：wa
なおす（改める）かな　リュー兄C璽乍？，）は

　　　　　r　　　l
D　na　’盾唐＝@hai
　　　　改めない

　　　　　　　　　　　　　　　f一’　　　　　r　　　l
B　na　’osa　haiga　’ 獅＝C
　　　　改めないがね

　r
i　kuraka
　いくらか

　　：．　rke　’：kaisiruda　ze
　　　酒戒するんだよ

　　　ヒ　　　　　　リ　　　　ロ

SOrJO．JU．to
　　それをいうと

　　1　r　　lda　reqde　mo
　　　　誰でも

　　l　　　　r

ho　：da　ga
　そうだが

Y　iya　，
　　　いや

　　r
ro　kuoNo
　　録音を

　　n
tO　ru七〇　，

　取ると

r　　l

to　rutowa
　　取るとは

　　　r　1：
juq　te　mo
　　云っても

　1　　　　　　r　　l
e　：kedo　yxe　：　，
　　良いけどね

sono：，
その

　　r．　．　lt
　　　toba　’oko
　　ことばを

kiki：
聞きに

　　11

ki　eaqtejul一
　　きたっていう

，

鴇
と

　　　　　　　　　n　　　　F
mazuirasi　：da　ne　，
　　まずいらしいんだね

　　r　　　　l
ko　toba　zjanakute　，
　　　　ことばじゃなくて

r　　l

七a　dag
ただ

　　r　．1ha　nasi　b
　　　話を

kiki：
聞きに

　　1
ki　tato
来たと（云えば良い）

A　keqrk」oku　ho　l．daga　aNtawa　ano，
　　　　　結局　　　　　それだが　　あんたは　　あの

　　r
ko　tobao　，
　　ことばを

　　r
ro　kuoNo
　　録音を

　　1
Co　qte　，
　とって

　　r　　l　1ha　na　sutokoro　：
　　　話すところを

ano：　，

あの
arewo　，
あれを

　　　1
zu；　qto　，
ずうっう
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　　r　．　．　110’sawano：qte　’mo
　　　こさえなくても

　　　　　　　　　　r

joiwakeqzu　ra
　　良い訳だろう

r

nanユga’
　　何が

　　　　　　　　　1
soNna　ba　1〈a：
そんな　　ばかを

　　　　1　　　．　　r　　　　　　　　　　　　rr
　　　　　　　　　kasite　　　　　ruto
　　　してるとか

naN　idatokaqte　r 梶@u　i：

　　　何だとかっていう

　　　　　　　　1
SQ口OkOむQ　wa，
　　そのことは

r

wo　，
を

tada　，
ただ

　　r　　　　　　l
hi　roeja　：
　　拾えれば

　　　　　　　　　r
ilwakeqzu　ra　，
　良い訳だろう

hi　r狽潤@i汲盾狽潤@h±　to　｝o　t．o

　　ひと言　　　　　ひと書

hoiqzja：　，
それでは

　　r　．．　．．1
na　nijuqta
　　　何云った

　　　　　　　　1
ko：ni：ra　’：
　　幸兄達は

kono　，
　この

rt　e　kiwa

　あいつは

r　．　1nanjo　’：
　　何を

　　　　　　　　1
hakoqdei　rしし（1七e
　（不明）でいるって

r　　　　　1　F　　nko：ju　：wakeqda　na　：
　　　　　こういう訳だな

hoide
それで

rh　ama　imaeuno　h　o　i：　zja：

　　　　浜松の　　　　　方では

　　　　　　　　1
d．o：ko：ju　：koto：．iu：　，

　どうこうbうことをいう

r　　　　　l

o：ka　：一

　大川

r　．　1．
zJa　．
では

　　　　　　1＝一一．一　L　．tjakuta　　　　　　　lmonai
　　つまらない

soNnani
そんなに

　　　　　　　　　1

hataraite　qte
　　働らいたって

　　　　　1

naNda　q一
　　何だ

　　　　　　　　1

teja　na　Ncjuqte　，
　　　　　　　　　なんて

　r　　　　　　n

±　roiro
いろいろ

sono　，
その

r　l　　　n
sono　to　kino　，
　　　そのときの

koko　tino

　　ここの

　　r　　l　　l
’ko　to　ba　ga
　　ことばが

　　　　　1
arumo　Ndene　，
　　あるのでね

　　r
so　redakiwo　，
　　それだけを

　r　．　．1
i　clgoici’ №

　　　＿駈＿駈　　　　口口　　　β殿

　　　　　　　、　　　　　「

hiroqta　d．ake　de］鶉O
　　　　　
　　　拾っただけでも

1　　　　1　　　　　　　　r

　　30　iwakeqzu　ra
　　　　　良いわけだろう

B r．　1
do　’ko　，

どこ？

　　r　　　　　　l
弧aまsaka　q．te
　　　舞阪って

　　　　　r
ju：da　ka
いうのか（Yに向けて）

Y

D

r　　l　　　　　　　　l
ko　Ndowane　1　，
今度はね（Aに）

　　r
to　johasino
　　　豊橋の

r　l　1u　Nso　：　，

うんそう

　　　　　　　　　r　　l

cikakugda　ka　ja
　　　　近くかね

　　r　　　　　　　　　　l

ma　isakanoho　：
　舞阪の方（Bに）

亀
●

嶋
一

Y 　r　　　l
　so：　ni
そういうふうに

　　　　　　　1
kik二uzja　naklユ七θ　，

　　きくのではなくて

　　　r　　l

oaq　pa　rl
　　やっぱり

SO鍛O　，

その

　　r　　　　　　l

se　ke聾ba
　　世間話

naszo
　　を

　　　1
s±to　rutoko：　，
　　している所を

　r　・　ra　r］．no澱a狙a　O
　　ありのままを
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A　a　rr　ino　mamao　一求@a

　　　　　ありのままをか

　　　r
，　i’clgoicigo
　　　　＿箋乱＿舐
　　　　　目r聖　　μ億

xonruqdena　iku　，

　　　とるのではなく

　r　．　．　．
　　cigO重C工90d．emo1

　（又は）一語一語でも

　1．
e　：　．”・．一・
良い　　・・・・・…

Y　ko　rtobaio
　　　　　ことばを

sono：　，

そのう

　　ザ　　　　　　　1
ko　：tのba．○
　　ことばを

　　r．　．．．　．1
　　　k±：ktl〈i　　　　　　　　ta（注tθ
　　　聞きにきたって

一， 黶@一一1
　　　　　　　：．3U．Z3a
云うのでは

　　1．　．　1n包　k鷺tene　　　　　　　　　：

　　なくては
ano：　，

あのう

　　1
ma　’ F　，

まあ

　r　．　．　　r
＆　rinomama　no　，
　ありのままの

　　　1
sono・：　，

そのう

　　r　　　　l　．　　　r　　kaba’nasidemo’　naba
　　　　ばか話でも

Ndemo
何でも

　l　r
e　：　de
良いから

　r　　　　　　　l
ha．　nasjo　．’　：　，

　　　話を

　　　　　　　　り　　　　　　の

SO　．コU・
そういう

　　　　　　1
hanasjo　’：
　　議を

　　　．，　．1
．kikユもaユ　to，
　ききたいと

　　r
so　redake
　それだけ

A rson Gka
　そうか

Y　mo　rciro　一 b潤@，

　　　　もちろん

　ru’ 狽≠

歌を
utaqte：mo
　歌っても

ei Fsi　rnei：

　良いしね

A rkoi“ciwa　hte
　今臼はって

j　u：　ko　it　o　ro　，

　　いうことを

　
et

て

　
儀
つ

「
　
、i

し

「
o
お

．　n　　n
ju：to　　　　　ka
　いうとか

　　r
ko　聾ciwa一
　今呂はっ

q七e
　て

ju：ka：rini　koikorazja
　いう代りに　　　　ここらでは

r　l．　．　．F　1
0　zqcJu．　zo

　おいっていうそ
korja：
これは

サ
　
ロ

U
う

　
、
．
「
」
し

℃e

ﾄ
　
q
つ

・
ユ
、

「
　
レ

○
お

「 　　r　　　　　l
ko　Nc±wa　qte
　　今一はって

　　　　　1
ju：ko　towa　’，
　いうことは，

r　　3
0i　qte

　おいって

騨　。「．

ou．　ga　，
いうのが

1〈okono
　ここの

　　　　　　l　　　　r

kotoba　daq　te
　　ことばだって

　
，

・
。
唖

　
　
　
　
コ　

U
う

　
　
、

　
．
∂

　
　
し

　　　　1　　　　　1
hosi　・：wal〈e　一
　　ほしいわけ

　　　　　　　　　　r　　l
qzja　nalda　na　：
では　　　ないんだな

D r　　　　l
dore　：
どれ（子供に）

　　　　　r
A　so　reo
　　　　それを

　　　　l　　　　　　n

hosi　：z3ana　ida　ore
ほしいのではないのだ　　俺は

　　r
so　reo
それを

　　　　1
hosi　：da
　ほしいのだ
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　　　　1　±．　．tomo　　　　qvaqcJa
　　と思ったんだ

　　　r　　l　　　　　　　l
Y　so　’ Fzjana　’i　，

　　　　　そうじやない

r　　l
go　ku

　ごく

　　r

hu　eulni
　　ふつうに

　　　　　1　　　　1

miNna　gane　：
　　みんながね

A rh　ana　is　utoko　i：

　　　話す所を

一　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　一

　　　　　’
（不　萌）

　　1
ko　rewa，
　　これは

r　．　1
cja　karth

　　茶摘み

C　」aq　teru　r」　o　，

　　　　やってるよ

f

wakalsju：wa
　　　若い者は

tokoino：
　（不　明）

iqtaqcjo：
行ったそうだ

a
た

⑪
っi

行
Q
）

㌔
明

O
k
不
O
（

t
「A

D　iq　rte
　　　行って

　．1
ml　qza
　みよう

orJa．
俺は

　　　　　　1
hoqzja　：
それでは

A r．　n．　．一　r

　　．zu　ra
良いだろう

　．　1　．
micu　’nl：
　　光兄

　　　　1　．
beCU　nエ
ペっに（急いで行かなくても，の意）

D 亘、
τ
に

：
あa

な

「
n

konomero　i：　ga　o　一f　a

この（女の）子が　　おれは

　　r
1〈e　sa
今朝

　　11　．　1ki　’cadaqke　：ga
　来たんだけれど

t　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

　　　　　’
（不　明）

ra　lkikoga　mesinn±　k’Li　iruqda　natv－teju：de
　あき子が　　　　飯に　　　　来るよ　　　なんていうから

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　t

　　　　　　’

A　±wano：ga
　　　いわないが

B℃。宅iza「
　　　　　栃沢で

　　　　　　　　　　r
：de　；ju：qLda　i
　　　　いうんだよ

　　　i3｝1　r
gado：　daq　cja：
　　ガドーだって

　　　r　　　　1　r　　l
A　gado　’ P　dag　te　’ 汲

　　　　　ガドーだって？

　　　l　　　　　　　n

slto　neY．oto
　　入のことを

　　　　　荘　　　　「
C　abu’nai’ 嘯潤F

　　　あぶないそ（子供に）

●　　■　　●　　■　　■　　驚　　騨　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

A　soide　soNnani　to　kubecuna
　　　それで　　　そんなに　　　　　特別な

　　　　1
koto　ba．
　ことばを

　　　　　　　　　r

cukaqtaqte　mo
　　使っても

　　　　1
dame　daqtade　，
だめだって云ったから

　r
o　raga
おれの家の

　　1
mu　ka　：　ito

　　向いの

　r　　　l
o　Jae　ne．ga
　　おやえ姉が

　　　　　　r

naNdaq　ke
　何だっけ
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t．　ilu　一．　一

　　　簸e．　　　　　　nogae
　　やえ姉の

kotOわal：
ことばは

okasii：zjanalka，
　おかしいじゃないか

　
UD

嵐

r

q
一

・
工

ka：qteiruzjanainka
　　変ってるじゃないか

　r　　　　l
a　rewa
　あれは

ano：　，
あの

ro　n：　kawakot．Gba　iqz」a：

　　　大川ことばでは

naidarlinan：　，
　ないんだよな

r　：　　　　　　　　　　　　　1　一．　．．u，
o　’ Flgawakotoba　　　　　　　　　　　　　　qzJa：aruga
　　　　　大川ことばではあるが

　　　　　　1
anosito’ 翌＝@，

　　あの人は

　　r．　．　．n七〇　k：ubθcしtni
　　　　特別に

　　　　　　　　　　　　　コ

a．JU．
あΣいう

kucjo：
　口を

　　r．　I　u　．r　1
　　　ku　’qda：　naki　　　　　　　　　　　　　：

　　利くんだよな

f　．1
soi　damo一
　　それだ

Ndade　are
から　　あれ

　　1．　．．．　．

s，o　：　　　3u：
そういう

arenコa．
あれには

　　　　r　．1　．　．　．　：
naru　mai　’ 曹モ鰍浮曹狽≠曹汲鰍＝@：

　　　なるまいっていったわけ

arja：，
あれは

「　　　「．
　　サma．　zu
　　まず

「　　　一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

」0．　照Ona］all．

　　用事もなく

　　　　　　　1

anosito　Mo
　あの人も

　　　　　　　　1sjaberuga
　しゃべるが

noborikudari
登り下りに（私の家へ）

鶏a：z旦　　Okas1：，
まず　　　おかしい

　　　　　　らJoqc；〕a’．　，

　寄っては

　l

　r
a　 資GSi’むO　　nO

　　　あの入の

kotobawa　，
　ことばは

　r
u　ra
おれの

oNnasju：domoga　，
　　家の女どもが

　　　　．　r－

sugo；　Ku
　すごく

manega
　ま；ねが

sijoidaka
　しょいのか

　　1
do　’ Fdaka　，
どうなのか

siruqdai：ja：　，

　　するんだよ

　　　　　、
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

こ｝aene　．no
　やえ姉の

　　　　　1
kotoba”o
　ことばを

　　　　　r　1．　．　．　rB　hi　　　　　na　’takotobada　jo
　　　　　　　日向ことばだよ

jaeno　kotoba．wa
やえの　　　ことばは

A　hi　rnait．al〈oto　rbaika　，

　　　　　　　日向ことばカヨ

　　　r
l〈eq　kjoku
　　結局

　　　　　　　1
hSnatako　tobadaqtemo
　　　日向ことばだっても

．．n　．　．　fi：’zuyaga　hl
良いだろうが

natakotobawa　hinatal〈otobaqde，
環向ことばは　　　　　　　日向ことばで，

jUzi皿anokO七〇bawa
　　　湯鶴のことばは

　　　　　　　　　　　　　　r

juzimanokotobaq　de　，
　　　　湯臨のことばで

jamagucisaNwa
　　　山□さんは

r　　l　r　　l
　e：　qzu　ra
　良いんだろう

sorede，
それで

　r　　　　　　　　l　ro　：kawako　tobaqteju：　to　，
　　　大川ことばっていうと
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ひ　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　コ

JummanOma．s■RO　　　湯島あたりの
kotobaga　，
　　ことばが

　　　　　　　　　　　n．　1
0：kawakotoba　　　　　　　　　　　　　　　ka，　　　　　　　　　　　　da
　大州ことばなのか（どうか），

　　r　　　　　　　　l
sa　kanokami　gteju：
　　　　　坂ノ上っていう所が

r　　l　1nO@ga I雛雛）・
　　r　　l
sa　ka　nokaminoko一
　　　　坂ノ上のこ

　　　　1

toba　wa
　とばは

　・ド　　1　　　　　　　　　　1
　do　：julkotoba　dairfa　，
どういうことば〔ということになる）焼

　　r　　　　　　　l

ko　：siNsa　Nnidemo　kite
　　　　　庚串講にでも　　　　来て

　　　r
jaq　terkkja：
　やって行けば

、

謳
は

呂
で

’
壌

○
そ

S　
a

勾
よW

い

「
良

観
　　　　1
k±ml　：

r　　l
na　：
なあ

Y　ko
r
：s　tw’saNwa

　庚申講は

　　1
ma　：
まあ

　ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　の

ZコU・。■C■gaCU　7
　　　十一月

　r
i　eugoroN
　いつ頃に

　　1
na　ruda聾　，
　　なるの？

r　　1　．　r　　　　　　　　　　l
na　rししda　ne　：　，
　　　なるんだね

　　1
ko’ mdowa
　　今度は

　　　　　r　　lBni j離cu現
　　　1
iqpe　Ndade　，
　一度だから，

　　ft

ko　naida
　このあいだ

　　　　　　　　　1
jaqtabaqka　dade　，
　やったばかりだから

e：to，
えxと

　　「　喋
ra　i　gecししnQ　，
　　来月の

　　　　　r

zjana　i
じゃない？

A r　　l
ra　’ 奄№?ｃｕＮ

　　来月に

　　　　　　　r　1　rr．
naruqzu’ 窒＝f 獅＝f F

　　なるんだろうな

B「　i ﾚ・・ ikuNci　，
　幾臼

　　　　1　　．　　　．　r
saru　’ 獅盾?ｉｑｄａ　na　’ F

　　　　串の日だな

　　　　　rH　．．　1　．　1　rY　to　　　　　　baito’ruzjana’　i　，
　　　　　とばしてるんじゃない？

　　r“　r　　l－tQ　『ba．Site　】〔le　二　っ

　　　とばしてね

r　　l
ne　Nni

　年に

　　r．　1
ni　ka　’ 奄р≠汲

　　二回か

　　　1　　　　　　　　　　r
a．oko　ratokaqte　ne
　　そこらとかってね

B r　．．1　．　．r　　　　　　　　　　　　daso：　qzJanal
　そうじやないよ

A　cigau　r鰍潤@，

　　　　ちがうよ

r　　　　　　　　　l

keqkjoku　ja
　　　結局ね

r　　l
so　nohiwa

　　その嚴は

r　　　　l　n　ko：　si聾sa聾　℃Qjlユ：
　　　　　庚串毒薄という

hlwaja　om．ae　，
　日はね　　お前

　r　　　　n
i　　cゴーnθ　Nni
　　一・一・a”に

　　r　　　　l　nna　nako　：siN　a
　　七回

rutol〈M；o　，
あるときと
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　　　r．　　　1
roq　kaia’rutokito　，
　　　六回あるときと

　　ド　　　　　■
　　　　　　　　rudade　，ki　ma．qte
　　決ってるんだから

r　　　l
ko：　’siNsaNto

　　　庚肉講と

　　　ju：hiwa
　　　　いうHは

B　r汲盾秩vo：　min］r」a：　wakaira：，　karnoeisarrru

　　　　　これを　　　みれば　　　　わかるよ　　　　　かのえさる

A　F汲潤FsiNsaNto，」it：wa　ano：，　rkiimja：　waffkaiide

　　　　　　庚串講というのは　　　　あの　　　　　　君は　　　　若いから

　　　　　r　　　　l　r　　　　　　l　1　　　　　　　1　　　si　rano　lzuraga　ka　noesa　ruqteju：higa　a　rudade　ja，
　　　　　知らないだろうが　　　　　かのえさるっていう臼が　　　　あるんだからね

　　　　　r　　　　　1　．　　　　　　　r　n　r　　l　　　1〈a　rioesa　rugCejuja，　ro　kuzju：iciNci　meni　iq　pe　Nsika
　　　　　かのえさるって云えば　　　　　　　　　六十一日に　　　　　　　一度しか

　　　　　　　1　　　　　　　　　　r

　　　kono　：tol〈i’　ko　rega　Mu
　　　　　来ない時　　　　これが　　いぬ

B　，sor獅盾狽盾汲奄奄 ja：　maq　rtakui　sono　naNdarnai：　rkoNida
　　　その時には　　　　　　　まったく　　　　その　　　何だが　　　　　今度

　　　　r　　l　．1　　do　ko　ja　tol　ja
　　　　どこ？　　　卜一ヤ（頭歴）

u　「。ag。　uつcirk。，・j。：「b。：α。儀e加：k・「t・s。

　　おれの方の（卜一やの）家旭　　　　　　忠兵衛だってことさ

　cju：be：z」a　maizui
　　　忠兵衛じゃ　　　まずい

　darmeiqр
　　　だめだ

　soide　slrtaqka：d6　kurmYde，　iqrkeiNmo　aruga
　　　それで　　　　下の方で　　　　　組で　　　　　　　幾軒も　　　あるが

　hirciza
　七左衛門の家

　hi　rc　iza

　　　ヒチザ
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A　korega
　　　これが

　　r　．1
cu　ki　’noeno
　（不明…次の）

　　　　　　　r

to：jada　jo
　　トーヤだよ

　　　　　r　　l
B　hi　　　　　na　’tagdemo
　　　　　　日向でも

　　　　　　　1
jaruzura　ka
やるのだろうか

　　　　　r　　l
A　hi’na　’ 曹р?ｍ?

　　　　　日向でも

　　r　　l
3a　ru　sa，
　　やるさ

　「
　　　の　　　　　　じ

a　rJa，
あれは

　　　　　　　　1
dokoqdemo
　　どこでも

　　　n
jaru　a．da
　やるよ

B　koqrр＝@h±c±za6
　　　今度は　　　ヒチザへ

　　　　　　n
孤oq七eku．　k：a　，
　持っていくか

　　1

to　：jano
　　頭屋の

r　　　l
ho：　ka
　方か

A r　　　l
so　：一　4」．an4id．ajQ　，

　　　そうじやないよ

　　　l　　　　　　　r
ci1ユ　　：be：da，　こ｝○

　　　忠兵衛だよ

B　ija
　　　いや

r　　l　rcjモユ　：be：　七〇

　忠兵衛と
hici露a七a：
　ヒチザとは

　　　　1
elgau　ka　，
　ちがうか，

　「
　　　　　　　ロ　　　　　コSO　noC玖9：コa・
　　その次は

一　　一　　一　　一　　一　　一　　i　　一

（不　明）

A r　　l
ko　reqda　，
　　これだ

　　r

ko　re
　これ

　　3
jo　：kaqda　，
　　八Hだ

　　r　1　　1hi　cigacujo：　ka　gda　，
　　　　　七月八日だ

　r
a　re　，
あれ

　　r
hi　clgacujo：！〈adaga　korja
　　　　　七月八日だが　　　　　これは

　　r　　l　　r
na　ni　ja　：
　　　何？

r

幻。：wa
今日は

rOkvしgaCULzj1ユ：iqkazjanai　，
　　　　　六月十幾日じゃ　　　　　　　　　　　　　　ない

kjo：　，
今日（から）

　1　　　　　　　r　　l

i　kuNclq　da　i
今日　（から）幾日だ

　　　1

ata　：
あとは

　　　　　r

Yh’ eacu・ zju：hiciNci
　　十七Hでね

l　　　r　　　　　　　r

de　ne　so　rja：
　　　　　　　　それは

　　　1．

kjo　：damoN
　今日だもの

A　a，
　　　あ，

k・縺p・ soi：ka，
そうか

hi・rci ngacu．zju：hieiNelde
七月十七Hで

r一　．1　．　1
ko　rewa．ja　　　　　　　　　　：

　　　これは？

●
　
　
．aj

は

「
r
れ

Q
そ

　
S

Y k　」　ui　：　n　o　h　i　c　i　g　a　c　uin　i’　c　i　bi　c　i　i　d　e　r
q　e　，

　1目麟の　　　　　七月七日でね

　　r
ha　cigacu
　八月八臼

jo：kadai：
　　だよ

A r一　1
ka　’noesaru　，
　　かのえさる

r．　1　．．　rL　1　rko　’noh±q　da　’na　：
　　　　この日だね
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Y　ha　rc．zl　gacu」　o：　ka

　　　　　八月八日

A　zja
　　　じゃ

r一　：ba　　　kani　，
　　ばかに

konoaidaga
　このあいだが

　　1．　r一　1　r
　　　　　　　　　　　：s箆a　ユ（l　ke　na
　　　なかったな

　　　　　r．　1
arasu　ka　’一
　あるものか

　　n
na　’ F rarijo　n：　wana　ii　wa

　　ありようはないよ

B　ejuF：be：zjai　mazuinai：　，
　　　　　忠兵衛では　　　　まずいな

　　r
ho’ 汲≠獅

　　ほかに

七♂：ja：

卜一ヤは

rL　1do　’1〈oqzura
　　どこだろう

　ri’ P〈ul〈um±ka
幾組か（あるはずだから，の意）

A　cjur：be：qkairana　F：　，

　　　　　　忠兵衛からな

　r．　1
0　：’o，

　おs

　　r　　　　l
ho　1〈ano
　　他の

　　　　　r“　1
七〇：jaka　　　　　　　　：

　　卜一ヤか

　　r　・

so　rJa．
　それは

　．．．．1　．．

mlcu　zz：raga
　　　光爺達の

kunlimo
　組も

arJa．
あれは

klmu　，
　キム

ki驚ULra「し0
　　木村と

　　　　1

micu　zito
　　　光爺と

iqs」o　rda　1〈aja：

　　　一緒なのか

B　」orku］　iqkunai
　　　　よく　　　　一区内

　　　　　＃　　1
A　ka－ 高堰f 鰍浮嘯撃高

　　　　　　上湯脇は

　　　　l　　　r
doka　ja　：
　どこだ

C　ha　rciibe：dajo
　　　　　八兵衛だよ

　　1　　　1
ko　qda　：
　今脚d：

B　koNda：
　　　今度は

　　　　1

haci　beldajo
　八兵衛だよ

　　　　　r　　l
A　ha’ci　’be：taramo
　　　　　八兵衛：絃ども

　　ロ　　　　　　　

a，rJa・
あれは

　　　　1
kO七〇　bamo
　　ことば屯

　　r　l
na　o　」．cja：
　　直しては

sjaberieino：rnai：
しゃべることができないな

B　na　ro　iicja：

　　　　薩しては

sjaberienoi：ga　anosita：　，
しゃべることができないが　　　あの入は

ha　rz　Vmekuliga
　　　　一一Xtが
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　　r

wa　nalわりあい

kotobai№＝@kirgi：rn．al：

　　ことばが　　　　きれいだな

C　hareiibe：saNrwai
　　　　　　八兵衛さんは

　　　　1
koto　’ba
　ことばが

kirei：na
　　きれいだ

A　ano：
　　　あのう

　　「　　職．hu　　　　　　．葺。　　　eu
　　ふつうの

sju：te
　入と

　　　　　　　3
sjabeqZe’mo
　しゃべっても

C　u．：N
　　　うん

　　　　　1　　　，　　　rsjabe　　　　　ruqtemo　’　．na
　しゃべるといってもね

A rdoi：sitezura
　どうしてだろう

c r　　”　　．　1naNsjo
　とにかく

　　1　．．．．r　．ki　　　　　：na　na．　　　re
　　きれいだな

　　　　　　　n
anosiXa　’：　，
　あの人は

．　1　．
Jaqpa　m　やっぱり

　　r　　l
ju　we　no
　　上の

sju：to
　入と

na．n；slruga　，
　何するのが

ギ『　一｝　　．　．　　　　「
コO　es∂u．ga　　（ユe　，
良い階麟め入が

rden　iriga
　　出入りが

hagesiコ：辺。Madθ
　　　はげしいので

　　　f　　l
naN　’zu　’ra　，
　　．何だろう

A rho：dai№＝@kol：ni：
　　だけど　　　　幸兄

。　rka　sii：qda　fnai：　，

　　　　おかしいな

　r　　l
u　ra　ga
俺などが

cil七〇
　少し

　　　　n
ko　to　’bad　emo
　　ことばでも

kaete
変えて

cukauCo　，
　使うと

　r．　．1．　n・o　kasi’：qdana’：　ano：
　　おかしいんだな　　　　あのう

ki　rkusilto　r高潤@1 F

　　　　聞く人も

。　uN　hol：da　r鰍
　　　うん　　そうだよ

A　arNnana
　　　　あんな

a簸。　，

あのう

r一　rrda　　　±kuga
　　大工が

　r
a　Nna，
あんな

so難○
その

「　　需量

　辺θ　　：k：〇七〇　，

　上品なこと，

mei Fk．o－r 垂盾b≠高≠早Deqde！Rqinaiidaga　ko：，
　　　　上品　　　　　　　なことばと蓮いかなくても　　　　　　こう

O
m
も

α
つ

C
、

、
レ

・
工

「

・… 尞囈ﾀ・讐
　　　　　　1　　1
cukauto’na　　　　　　　　　　　：

　　使うとな：
omow－a　，

　思わ

、「

Uk
く

一
し

S
》

鴇O
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Omowalreruqdarna　，
　　　思われるんだな

O皿
も

「
　

、

　
　
し

m。
v

「
。

　　　　r
slru　ra
するだるう

taisikani　，
　　たしかに

mata
また

　r　．．　．．．3
　　　　　　　　　　：na　mowaresoo
　　患われそうな

kigaisirumoNde
　　気がするので

ドSゼe鍛♂：qda，
使うことができないのだ；

r　　　等．

omO　工mo
　　思いも

fs　ir　uda　ii　rnai　mata　i：

　するんだよな　　　　また

namaiki　fni　，

　　なまいきに

　　　　　　　　　　1
cukaqtakoto　’mo
　　使ったことも

　　1．．．．
na　iJo：na
　　ないような

　　　　　1
koVoba’：
　ことばを

eukauVo
　使うと

C　wa　rs　m
　　　　私が

　　　　　　1
cukaqte　’mo
　　使っても

korega
　これが

r一　1
　　　qcjabecjaju：be
　　　　　　けなす

A　ortakuno　moeio
　　　　　お宅の　　　町を

　　　　　　　　　1
”“”“　to　’ 曹狽＝@，

（不　明）

　　r
da　itai
　　大体

n±tajo：na
　似たような

　　　　　　1
ko　toba　’zura
　　ことばだろう

　　　　1
koko　’mo
ここも（山口に向げて）

y　do　rko　rno　，

　　　　どこの？

　　r
do　koga
　　どこが？

A　ko　rkono　，

　　　　　ここの

　r
u　ra　，
俺達

　r
u　ra　，

　r　　l
o　re　no
　　俺の

　　　　　　r
kotoba　sa
　ことばさ

Y r　．1．　．n
　　　　　　　：so　：　　　　so
そうそう

A　ni　rte　iru　ra

　　　似てるだろう

Y　ko　rnoheNno
　　　　　この辺の

　　　　　陸　　f一’

kotoba　da　ne
　　ことばがね

A　or香@oi：　dagasa　ano：　，

　　　　思うんだがさ　　あのう，

r　l

araユno
新居の

ho：to　，
方と

　r　　　　l
lqsJoguraxzura
　一一ZZぐらいだろう

Y　nirtoraiNrne
　　　　　似てないね

A　ci　r〟@aul

　　　　違うか
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B ［　．．　1
so±da　’ 曹狽?　，

　　だけど

r　．　1soida　’ 曹狽

　　　だけど
omae　，
おまえ

r　　l
ki　mino
　　君の

　　　1
コab』§昭誌sa胸

Nno 　　　　　　n
ju：koto　’mo
いうことも

hONnarユi
　そんなに

c rko：jun：sju：wa
　　　　こういう人は

ja：

Yn。辰七。」嘩e㌔。
　　　　　　何といっても

　　　　1

Jaqpa　n
　やっぱり

　　r　　　　　l　1
si　zo：ka　keNdamo　Nde
　　　　　静悶県だから

　　　r．．　1．　．A　　　　kire’：nja：
　　　　　きれいじゃ

　1　　　　　　　　r
na　izjanai　ka　，
　　ないじゃないか

omaθno　kOtoba、daq「te（笑い）
　　お前（山日）のことばだって

（2）

A　rai：
　　　あx

r．一．一．．．，．　．1
so：　　　　　　　　　　no　　　3U；IMI

　そういう意味の

　　　　1
koto　’ F

ことを

ロ　　　　　　ぼ

3u．　，

いう

　　　　　　　　1
qteju：nja　：
っていうには

「

、

a
り
P
ぱ
q
つ

知
や

ri
r　　　　n　　　　　．
saka　一’nacurlno
　　　k釣りの

h．anasjo二
　　’話を

sユ．コぐuとユaレra

　するなら

　　r　　l
sa　ka　nacuri　no
　　　　魚釣りの

ano　，
あの

y　esoi：soi：soi：

　　　　　そうそう

　　　　　Ft．．

A　hu　　　　　　z．e　；　ga

　　　　風情が

　1　一　　一　r　　　　　　　　　　　　　l
a’ 窒浮翌≠汲?ｄａ　na：

　　　あるわけだな

　　　　　　　1
hanasjo　’：
　　話を

　　　　　　　1　　　　1
sirusito　nja　：　，
　　する人には，
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「’『i
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　　　　コ

ユ．n◎8■s＝L●

　いのししを

　　　　1
bueu　nja：
　打つには

　1
i　捻OSiSiO
　いのししを

　　n
bu　’cutokino　，
　　打’つときの

ano
あの

ko：s±tai曹汲?　a：sitan 曹奄モ?ｑｃｊｕ：

　こうしたっけ　　あSしたっけっていう
3acuno　，
　やつの

r

sorjo：，
　それを

ano
あの

r
h

　　　　　．1
　anas1’wo　，
　　諾を，

no　，
の，

kaqko：o
　　恰好を

r
　　　　　　の

】工1ユ。nagara
　　晃ながら

ki：teiiruto，
　　聞いていると

rtei：pudake
　　テープだけ

　　　　　1・　．　．
　　　　　q七azja：kilta
　　　聞いたのでは

r　一1
uN　‘to

　うんと

cigaude　rna　i：

　ちがうからな

tasikanl，
　たしかに

r．　．　．1
0rJa：
　俺は

naNdagke　rvo　kona：da　，
　侮だっけよ　　　　このあいだ

r
sigotoni
　　仕事に

iqtai
曹汲?ｇａ　ore　neruto

　行ったけど　　　おれ　　寝ると

　rL　．一　．　1
　　bik±　’01

　いびきを

kakuqdai 鰍潤@，

　かくんだよ，

so：sitatokoroga　a　rsitanonaisa
　　そうしたところが　　　　あしたの朝

C　do：mO
　　　どうも

ib±kjo：rwa　kakuq－dap－ai：

　　いびきを　　　　かくんだな

A rd　ai　rega

　　誰が

。　rz　icu　rni：

　　　実兄（実雄さん一の意）

A r．1
1’　CU

いつ

kaktaqke
かいたっけ

C　anorjar：
　　　　あのね

teNri’k　jo：　e

　　天理教へ
工（1七a℃Okrkni

行ったときに
ibikjo：
いびきを

　　n
ka　±tamoqdaq一
　　　　かいたの

曲
で

　　　　　　　1．otaniba　　　　　　　Lga，
　おたに婆が

r　．n
a．

あy

　　　　　　　1
jaka工nasi　：
　やかましい

　　　　　　　　1
konoziNzi’：
　　　この窮

ib±k±ibaqka　kak」ati：garuinaNte　korede
　　いびきばかり　　　　かきやがるなんて　　　　これで

　　　r
hiq　’ 垂≠唐≠曹р

　　　　鋏んで

kurerai：naNte　，
　　やろうなんて

rseNdakubai　samiga
　　洗漣ばさみカS

arudaqkei：de　，

　　あったので
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sorede　ha　rsaimuqte　iwasitadaqkega，
それで　　　　鋏むって　　　　　云った（不鮮明）

so：・sttaira
　　そうしたら

u：Nite　，

ううんって

　　　　1
sor．e　ga
　それが

wa　rkaq，ta」on　：　ni

　　わかったように

．　　　．　　　1
jcq．metamo　’Ndade　，
　　　　やめたので

f
z
爺

聾・
工

　
Z

：　wa　rkaqtakasubii：
　　　わかったのか（不鮮明）

．　r　，　．1
ja’meta：　’naNte
　　やめた：なんて

juqteite
　　云ってusて

A rso“daqkega
　　　だけど

r　　l
so　rega

　　それが
okasii：dajo
おかしいんだよ

r．　1　．fi　1ko　’naidana’：　，
　　このあいだな

r　．．1　　　　　：皿ac■
　町へ

sigoton工
　　仕事に

iqtenai：　，

行ってな
ho：si七e
　そして

［1　　　　　　　．　1
a’　samesjo　’：　，

　　　朝飯を

rda±kusaN　m6sjoi：
　　大工さん　　めしを

kuqte　kurjo：jai：qte
食：って　　　　くれ6て

，”　．…　一1

　　　　　NdeJU．皿○

　いうので

の

mesjoi：site　，
　　飯をくって

rso：isitatokoroga　，
　　　そうしたところが

rnaNidaka　kono
　　何だか　　　この

cirkuoiNkiomitainamonoga　curui．te　ko：
　　　　蓄音機みたいなものが　　　　　　　吊して　　　こう

a　iru　d　a　rz　e　n

　あるんだぜ，

so：site　，
　そうして

so：s工七a七Qkoroga，
　　　そうしたところが

a　rre　：

あれ

：一．．　1一．
：L】丑a　　　nl
　今に

haziコ瞭aq七e
　　始まって

kuruzonyqte　，
　くるそって

rko：ju：da　ijo　，

　こういうんだよ
so：sitatokoroga　，
　　そうしたところが

　　　　　　r，．1
u：Nu：N　　　　　　te
ううんううん。て

ibik“o　，

いびきを

kakidaitaqdaija．　，
　　かきだしたんだ

na　rNi　de

　何だ

　　　　　　　　　　1
tomoqtarana　’：　，
　　と想、ったらな

asekono　warkaks」u：ganna：　，
あそこの　　　　　若い　がな

　r．．　J
a　蟹mari
　あんまり

　　　　1
ibiki　O
いびきを

　　　　　　　　　11〈　a　k　umo　b’1　d　e：　’n　a：

　　　かくのでな

　　r
si　tono
　入の

　　　　1
are：　na：
あれへな

rt　e　i：　punona：

　　テープのな

naNdaka
何だか

r．　．1
　　　　dakas±rutodo
　　　どうかすると

rhan　iru．daq　rteinai：　，

　　　　入るんだってな

r　　　　　l
soreo

　　それを

　　1
ho　re
　それ

oreno
俺の

　　　　　1
ma；d二U，ra　皿O℃Oi

　　　枕もとへ

r　．1　　　　　　　　　　　　　1
woi’taras±：da’i　，

　　置いたらしいんだ

r

　＄oree
　それを
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　　　　　　　　　1
0re　mesjo　：
おれ　　飯を

　　　　　　　　　　　1
kUq七eiru七〇ki　ni　，
　　食：っているときに

　r
o　reno
　　俺の

　1　1　　1i　bikio　na　：
　　いびきをな

　　r
sO　redeiZe　，
　　それでいて

naNdaka　，
　侮だか

　　r
ne　goto：mo
　　　寝雷も

　　　　　　　　　（4）

juqtar±sitao
云ったりしたのを

r
zeNbu
ぜんぶ

　　1．te　　　：pue
テープへ

　　　　　　ド　　■

iretaq　te　sa，
　　入れたってさ

r一　一　－t　．．　一1一　1
ho：　　　sitei　　　　　　　　　tena　　　　　　　　　　　　　　：

　　そうしていてな

　　り　　　　　　

orJa．，
おれは

　　r　　l　rwa　ra　waretaqkega　na，
　　　　笑われたけどな

F　．n
ho±　daqkega
　　それだけれど

　　　　　1
soida　’de
それでいて

ano：　，

あのう

r　．1　：．”
sz　rano：30：

　　　タ讃らぬように

r　．1　一　r　　l
nt　hore　na　：　，

　　　　　　　それね
ano
あの

r．　1de　　　kirudamoNdade
　　　　できるのだから

so：jui：hu：na　rReNdemo
そういうふうな　　　　方法でも

」Oidagarnan：
　良いんだがな

tomoqte
　と思って

±ma
今

jama’iguqcaNni
　　　山口さんに

so：iqtaqkega
そういったんだけど

，　．．．　．1
gaqpa「ユ
やっぱり

iima　， ．．．．1
　　　　gu（ヒJama
　　山□

ca｝lni　k±keiba
さんに　　　聞けば

1　rL－i　1．．　．t

3aq　pa　　　　　　Sl
　やっぱり

sore血O
それも

r“　maju：to：nri，　1〈ao：

　　　今いう通り　　　　　顔を

　．つ
皿工　　　nagara
　みながら

hanasjo：
　話を

kikゴk七ejuコニ，
　聞くっていう

juwanja　rin　miga　一
いわなければ　　意味が

　
ρ

エ
．

㎜
ね

「

wakaranoi：demo
　　分らないのでも

aredade
あれだから

B「h1㌔a七a滋。
　　　　　　日向の

　　　1
saku　’taqcano
　　　　作辰の

hanasiiwa　，
　　　言舌は

zeNzeNi　ko　rtobai一

ぜんぜん　　　ことば

　．　r　　．　1
nJa　naq　eJa
には　　　なって

まnaiqde　，
いないから，

ka　r窒≠獅≠奄奄汲≠高

　　ならないカ》も

　．　　　　．r

slrenal　na
知れないな

A　ko　rto　］baNna　iq　te

　　　　　　ことばになって

　　　　　f
ino：q　te　，
いないっ、て

　　r，　1
　　　to　　　　　baN滋a（美teko
　　ことばになりて

．　　r

lru　sa
いるさ

．　n　　．Ja（≧P哉　r：L　　a灘。：

やっぱり　　　あの

B　sono：　，

　　　その

　　r

cu　mayanax
　　つまらない

　　　　　　　　　　1一．　r
so籍。　　arena　醤da　ze　，

その　　　あれなんだぜ

si　i‘煤@o　inokoto　：

　人のことを
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　r．　i　．　（5）

　　　　zikadano　　koi

　　イコジカだの

A　irkoizika
　　　　イコジカ

B　・…一一
　　　（不　明）

　　　　　　　1
danoqte　sa　，
　だのってさ

　　　r　　l

saq　pa　n
　さっぱり

　　　　　　　r　　l
sono　hu　cu　：no
その　　　ふつうの

arede　，
あれで

　　　　　r　　l　1
．inユiSi　na　 iko七〇　　：

　　意味しないことを

　　　　　r　　l
ju：da　zQ
いうんだぞ

　　　　　　　r

anosito　wa，
　　あの人は

　　　r
zeN　zeN
　ぜんぜん

A r　1．．　．．　r　1
so　：　　　　ju：koto　ba
　そういうことばが

　　　　　l　　　　r　　　　　　　　　　　　l　　　l
hasama’ruq　da’na　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　鋏まるんだな

B　saku．itacuqteju’：
　　　　　　作辰っていう

　　　　　　．　．r
si七〇蔦oju．　wa，
入のいうことは

lxo　toNdo
ほとんど

　　x　．　．一　r　　　　　　　　　　　l
so　 ：jvし：k：〇　七〇　 ：

　そういうことを

ju二1dade　，
いうんだから，

筑an■Sユ．ro　ρ

　なにしろ

wa　rkarai　naiko　rtoi：

　　わからないことを

．．．．．r

Ju；wa　na
　いうよな

C　sernakano
　　　　背中の

　　　　　　　　　　1
mag．aqtasito　i：
曲った人を

　r一　1
　ko　’zikaqte±

　　イコジカって
ju：da
いうのだ

B 「s。rja二

それは

　　　　　r
ju：qda’　na
　　いうね

A　irkozikaqte
　　　　　イコジカって

．　．　1
∂U：孤。　no＝

いうものを

　．　，1

siqCe　ru
知ってるか

　　　　　1
kimja’：．
　　君は

Y　s±raiN
　　　知らない

A サ
　
　
　

a
は

5
で

「
2

hanasini　naranoi Fwa　rnai：

　　話に　　　　　ならないな

．　　　　1　．

Jaqpa　n
やっぱり

B r　．　．．．

sorJa：
それは

　　　　　　　r
so：daga’sa，
　そうだけど

　　r
ma　gagte
　　　曲って

．　　1
m箆O　：（義tθ］笈O

　いなくても

　　　　1

sito　nokoto：
　入のことを

meta　，
むやみに

irkonzikadano　，
　　イコジカだの

r　．n
sjo’　Ngaridano
　　ションガリだの

ユrO■ro
いろいろ

　　ロ　　　じ　　　　　　　

SO．ju．一
そういう

　　1
ko　’to：

ことを

r．　1
ju　’：qdajo　，

　　いうんだよ
sono
その

r　　　　　　　　　l
　sa，kULtacしし　qte
　　　作辰って
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A　ro：
　　　お～

　　n．
　　　：daho
　そうだ

s　，」　o　i　iifgainenaNt　e

　　ションガメなんて

　　　r　　l
ju：　na　：
　いうな

　　　　　r　　l
sito：　na　二　r
　　入をな

「s」・’Ng・m・d・ゴ翼t・

　　ションガメなんて

B　so　rno　，

　　　　その

　　r　　l
　　　sa　’jaro：dano　，ku
　　　クサヤローだの

　r　，　1　　．　．
a　ota’ №奄曹モ鰍浮曹狽≠窒

　　アオタギって云ったり

C　arotagiqzuraqdanoq　rc」a：i
　　　　　　　アオタギッズラだのって

ju：de
いうから

　　r－－　1　．r
wa　kara　’no：　　　　　　　　　　　da

　　　わからないよ

　　　，1－

huN　七〇：

　本当に

B　SO醤rla
　　　そんな

r．　一u　一　．　：
he．Nnakoto
　へんなことを

　　　　　　ド．
3’　u：qda　’ 鰍潤@，

　いうんだよ

　　　　　　　1
sal〈utacu　’ 曹狽

　　　作辰って
ju：sito一一
　　いう入

r
wa　，
は

ko：
こう

　　r
hu　cu：rvi　，

　ふつうに

r　．1
to：’rujo：nakotowa　，

　　　通るようなことは

r．　一T　r．　1

taN　to
　　沢山

．　　　　　Ir
Juwana　i　zo
　　いわないそ

Y　sono
　　　その

　　r．．　n
sa　’ @’

汲普@’tacuqte
　　　作辰って

コ　　　　　　ロ

JU・na
いうのは

r
do：ju：　，

どういう

r　．n
　zl　wa
　　字は

F
do：jv．：一

どういう

　．1
ZL　O
字を

kankudai　rne
書くんだろう

A　sarkutaeuiqtesa　，
　　　　　　作辰ってさ

r．　　　　一　　1
ju：sito’mo

　　』いう人も
ユq七aエ　　macigaq七e：L：　uda，一

いったい　　まちがっているんだ

r．．　．．

na：　，
な

　r　．　　．　1
sa　kutacu　’na｝ke
　　　　作辰なんて

　　　　　　　　　　f　　雪
　　　　　　　　　　　na　’idagaju：sitogzja
　　　いう入ではないのだが

Daqparl　，
　やっぱり

sa「汲楓ﾚ皿onQ

作右衛門の

rtaoui
曹狽?ｊ?

辰っていう

　　　n　　　　　　　　　l
sito　datnoNdaina　：
　　　　入だからな

　r　　l　　　　　moNsa　1〈ue

　作右衛門

Y　urciga
　　　　家が

　　　　1　一一　1
sakue’moNde　’：　，
　　　作右衛門で

　　r　　　　r

na　mae　ga
　　名前が？

Q
、

U
男

㏄
辰

tA
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B　tareuoi：
　　　　辰男

　　　　　r　　　l
A　ta，　　　　　　cuo　’：qd　aja：

　　　　　タソrt　一一だよ

B　soregds，
　　　　それで

sorja：，
それは

　　r　　　　　　　n　1sa　to：taeu　oqteju：da　jo
　　　　佐藤辰男っていうんだよ

Y　hoNto：wa
　　　　本当は

B　hoNto：rwa
　　　　本当は

B　sorekara
　　　　それから

　　r
so　reo　，
　それを

sa　r狽潤Ftacuoi：naNte
　　　　佐藤辰男なんて

ju：sita
　いう入は

　
聯「

　
、a

レ
n
な

「

idajo　，
のだよ

　　r
sa　ku七aCU
　　作辰

　　　　　　　1
sakutacu　’ 曹狽

　　作辰って

　　　　　　　　　r
ju：damoNda’de
　　いうんだから

A rhoidaga　ar」a　，
　　だけど　　　あれは

rdo：i　kaNracuto　imo

　　　ドーカン辰とも

．　　　1
juwa　’：

いうよ

Bu葺　「dO：ikaNtaeu七Q皿。
　　うん　　　　　ドーーカン辰とも

ju：qdarna：：

　いうんだな

Y　do：kaNtacu
　　　　ド　一一カン辰

C　ano：
　　　あの

r．一．1
　　．　捻O　　anoLe
　　家の　　　あの

wakatai №＝@，

　　　傍が

rdo：kaNbucii 曹狽

　　h’　・一カン淵って

」　u：　ct’　a　q　k　ed　e　rn　a　i：

　　いったからね

A　a：
　　　あN

rdo：kaNbucii　qceju：　，

　　　ドーカン淵っていう
ano　，
あの

kawano
　illの

　　r．　．．　1hu　　　cx　　　　　ga
　　灘が

arumo　iNdade　，

　　　あるので

kawarani
　　川原に

　　r．．hu　　　C：しga

　　淵が

arumoiNdade　，
　　あるので

rsokoni
　そこに

soibani
　そばに

ゴ．rumONde：

　いるので

rdo：ikaNtacuqte　ju：da
　　　ドーカソ辰って　　　いうんだ

一52一



Y　sornositai：　，
　　　　　その入は

　r
i’kucuguraino
　　いくつぐらいの

　　　　1　　　　　1
sito　daine　：
　　人だろう

A rko：ni：ra］to
　　　幸兄達と

　　　　　　　r
lqsjoqda’　na
　　一緒だな

B　do　r：k」u：no・…．・．・7daql〈ernan：

　　　　　　同級の　　（不　明）　だったな

Y　so　Frja：　，

　　　　　それは

so　rrekoso　kono一　ozisaNga　iqte　hanas」oi；
　それこそ　　　この　　おじさんが　　行って　　　話を

’sitekureruCo
　　　してくれると

ei：　daN　rn　e　i：

良いんですがね

B　so　rrja
　　　それは

　　　　．　一1
　　　　　　　ikaomOSユro
　おもしろいか

sonos±toi №

　　その入が

Y　o　rmosirosoi：zja：
　　　　　　おもしろそうでは

na　iika　rnei：

　　ないか

B　omosiroirnja：
　　　　おもしろいには

omosiroiida　，
　おもしろいよ

tonikaku
　とにかく

ro　：ka1：ic“　b－c　Nqte

　　　大jll一番と

ju：si七〇コqda：

　　いう人だ

Y　sornoBitonga　aratamairuqte
　　　　　　その人が　　　　　改たまるって

ju：sito　ik－a　rne

　　いう人かね

B　a　rratamaranai　idajo
　　　　　　　改たまらないよ

Y　nairuhodo
　　　　　なるほど

B　kortoibanaNtejuja
　　　　　ことばなどといったら

r
zeNzeN
ぜんぜん

r－　　　　　　1kaeena　　　　　　　ida
かえることができないのだ

Y　sornositoiga，
　　　　　　その人が

sornositoino　tokoroenen：　，
　　　その人の　　　　　ところへ

　　r
iq’　peN
　一度

　　　　　．1h　anasl　o
　　謡を

sitekureru　rtoi　ar±gatairdakedo　rne
　　　してくれると　　　　ありがたいんですけどね
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B　sjabeiruno　，　．，・…　‘・　so：ro：nozjarnaiida

　　　　　しゃべるの　（中途不明）そうろう　　ではないのだ
sor．egamata
　それがまた

A　ayede
　　　あれで

　．「　　　．1嘲
孤ユ　CUZ■　，ra狙O
　　　　光爺らも

kotoiba：
ことばを

kaerurk　ai　」　ai　：

　　かえるかしら

B　kaeena±
　　かえることができない

C　kaenair 獅

　　　かえないな

A
「

nO鴇
・
ユ

r 　　　　　　　1　　　　　　1
konozi：．　saNna　：　，
　　　この鋸さんな

r一　”　　1
konosito　’no
　　　この人の

・」・ ﾃ欝a「・

B　kaenaif」o
　　　かえないよ

A r
are狙。　，

　あれも
「・躍晶響慈多・ 　　　　　　　1

konosito　’np　，
　　　この入の（以下，

　　r
　p”　：　，

子供に）

r　　l
bi　：ruo

肉ピー・一ルを

　　1
n薮蕊a・ P

　畑
「
彊

、

鴛p。
w

「
　
よ

　
q

　
O

．
「
り

r．　1　．r　n
ko’wai　zo

　　　恐いそ

O皿〇七e1：

　表へ

　　1
de　’ruto
　出ると

e穿r
か

確rQ?
♂

B 「b壱漉・齪認脇・ r　　　l　1b含上疲墨Q　a嵩艀まつ鰭e・
r
ju．　J．　Pemo

　　昨夜も

，

　
a呈d

ん

聾
飲

「
　
O

　r
i’kurademo　　いくらでも

「

Um
む

。
飲

n

c林・・動「n♂薮概甦：∫」a・（温嗅艮醤じ） rcu　ldda．ra　rci，i’：qto　culidade

　　　　　　　　　　少し　　ついだから　ついだら

waru「 炎A
いけないって

　　r　　．　．1
　　　　　　　　reteru　，cu　nekozi・
　　　　すねてる

．　r　．1
xq　pal
いっぱい

　　　　　．　1　．

cuga竣Ja　　・
つがねば

B　iq　r垂≠

　　　いっぱい

　　　　　．1
　　　　　　　qteeug．ano．
　つながって

okoatejagairu
　　怒ってやがる

子供碧』三三「： 　　r
do　koni
　どこに

aru：
ある
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B t　一　　一　 1　　一　一　　一　一　　一　　一

（不　明）

一　r．．i．　一11
iq　pamo　：
　いっぱいなのだ

do　rkonrk

　どこに

　　　1．　．．　1．

aru　iJa　：
　　あるの

A 　　n．　．　　一　1r

　　　：sirukanadO　　　　　　　　　　　　　：

　　　どうするかな
hoizja：
それでは

　　1
ko’Nja
　今夜

ano：　kimja：
あのう’　　君は

SOno二，
その

　　r．　：
sa’ 汲＝@’nokami：
　　　坂ノ上へ

drqVe
行って

．　1．

JO　．O
　用を

　　　　　　　　　　　r
sirunara　sa　kanokamide
　するなら　　　　　坂ノ上で

　　　　　1一　．　Tl
jaqte　’keja　　　　　　　　　　：

　　やって行けよ

Y r　．　1，．　．1
　　　　　　　：so　：　　　　ne
そうですね

　　r．　1
sa　ka　’nokamlde
　　　　坂ノ上で

A r．　．　1　．　r　1jaqte　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　儀te　sa
　　やって行ってさ

　　　r
keq　kjoku　，
　　結局

r
so：si七e　，

　そうして

r
mata　，

　また

　　　　l　　r
arata　’me　　　　　　　　te
　　　改めて

　　　　　　　r　．1
kux’v．jo：　ni
　　くるように

　tLtn．．．　一SjOL　　　　ja；
　しなさい

Y rdan1〈edo　harcigacujo：karga
　　だけど　　　　　　八月八日が

、
んU

う

A jQ二kaga　　bQ　，
　八日が　　　ボ，

anol　，
あのう，

r．　．．　1
ho：da’ №

　だけど

　　r
so　rewa
　それは

naNdanai：
何だなあ

ano：
あのう

c r
boNga
　盆が

　　　　1
k二asa　narude
　　重なるから

　　　　　　1
he：qzja　：　，
　それでは

r　　　　　　：

ma：je　：torukamo
　前に日取りをするかも

　　　　r
sire　no：
　知れない

　　　　　　　　　　　　r
hacigaeuboNna　ra　，
　　　八月盆なら

tana：　，
　棚を

ko：siNsaNni
　　庚串講に

areqzJanal
　あれじゃ．ない

tana：
棚を

huta：cu　kosirae・anutol〈aqcja：
　ふた　　　　　　作るとかって

　　　　　　　1．　．．r．　n　．　，　．　．
hacigacu　boN　ma

八月盆前に
　e：　toqcja：
（a取りを）とって

　　　　　卜　　n

sxrug　zJa　nal
するんじゃない？
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　　　r．　．　1A　　　　ko：siruna　ra
　　　　　こうするなら

taihe葺de辺O　，
たいへんで屯

　　r
do’：nisizuga
どういう風にするのが

　　ユ　　　　　　　ヨ

jo　 ikaiユa’：

　　良いかな

keqkjoku　，
　　結局

　ダ　　　　　　　　コ

貯羅蕩ぽwa
　　　r　　　　l
cju　：be　：dade
　　忠兵衛だから

　ド　　　コ

da　丑1e　dade　，
　だめだから

　　r　　　　　n　　　　　　　　　l

ha　cゴbe　：tadttni　qde皿O　，
　　　八兵衛忠（タダ）にでも，

dame
だめ

ド　　　　　つ

tano　Ndeqcju：nomo
　　　頼んでっていうのも

　　　コ
mazu　ide
まずいから

　　r　　l　r　　l
da　me　da　na　：
　　だめだな

C　mo　rrokoza：
　　　　　　諸子沢

一　　一　　一　　t　　t　　一　　一　　　一 hicigacuno　ku　Teni
　　　七月の　　　　　末に

　　　　　　　ド

S■ruq乞U　ra
するんだろう

　　　r
sore　wa
　それは

　　　　　ダ　　　　　　　　　コ

Ata　nomiqkO：c加．：
　　　　　頼まないでという

　　ド

kO　七a：
　ことは

　　　　　　　　　ド

dekino：da　de　，
できないのだから，

　　r　n　r　　　l
jo　i　qda　na　：
　　　良いんだな

ano：
あのう

　　　　、
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Jaqpa　rエ
　やっぱり

ima二
今

konosi　　七〇
　　この入

　　ド　　　コ

ja　I豆a　gU，cisa翼ga
　　　山［コさんが

　　　　コ　　　
ju．：to　　：　鷺i

　　いう通り

　ド　　　　　コ

a　rU．te　‘：dO

　　あるていど

　　　　1　　　　　　　　　　　　r

hana　±te　｝〈uru　一i　o　ko：
　　諸して　　　　くると　　　こう

ano：　，

あのう

naNda　：
なんだ

　　r　　　l

ne　．pu　ga
　　熱が

　　　　　　1　　　　　　　　　　　r　　　　　　l

deteku　ruto　be　cuni
　　出てくると　　　　　別に

ano・：　，

あの

　　r　　　l

ja　ma．　gueisaNga
　　　　山ロさんが

　　　　　つ

iruqde　toka　，
　　いるからとか

　　’r　1

ma　ei　nositoga
　　　　町の入が

iruQde　一
いるか．ら

七〇kaq七eju：（le
とかっていうので

　　r　　　n　r
na　ku　naq　te
　　なくなって

　　1　r　　l
ku　rししde　na　：
　　くるからな

ano：
あのう

ha　：
もう

　　　　　　　　　　　　つ

hanasikoNdeku　ruto
　　　話しこんでくると

soidade　，
それだから

　r　l　r　　l
e　：．　qda　na　：

　　艮いんだな

一56・一一



（3）

A　naNdanai　：　，

　　　　　何だな

　　　　　　1　r　　　n
so：siru　da　na　：
　　　そうするんだ

　　ド　　　　コ　　　　　　　コ

wa　rui　（1kena　：
　　　悪かったな

korja
こりや

　　　　コ
ko：ni　：，
　幸兄

sewa　：
世話を

kake　te
　かけて

　　　　じ　　　　　

Bmicuog；a
　　　　　光雄が

naNsjo
とにかく

　　　　　　n　r　　l
Q皿OSゴ．rQ　 iga　na　 ：　，

　　おもしろいがな
jaqpa　mlcuowa
やっぱり　　光雄は

　　　　　r　　　l
da工且eda　］na　　：

　だめだな

　　　r　　　l　　　　　　　　　l

A　ke：　kaisiru　ka
　　　　　　警戒するか

　　　　r

B　u　cik±na
　　　　　内気な

　　　コ

jacu　dade　　arga
やつだから　　あれは

烈
は

「
認

　
a

A so　：iqte，
そういって，

jaro：daCLe　，
　野郎だから

r

　　　r

ba：　kani
　　ばかに

da　me　qda
　　だめだ

r

　1
ke　：kaino
　　憲戒の

aNna通。エユa　，

あんな者は

　　　「
　　ロ　　　　　　　　　　じ　　　の　　　　　　　

CU∂0　　■JO。na
　　強いような

　　　　　　　r　　　　rr

kino　ko　cu：　±’
気の　　　小さい

　　　　　　r

jaro：de　na：
　　野郎でな

　
，

N
ん

讐
u
う

「

B

　　　　　つ　　ド　　　コ

A　do　：mo
　　　　どうも

　　　　r　　　l

B　ma　zu
　　　まず

r　　：

ki　wa
　　気は

arewa
あれは

　　r　　　　r

i｛o　cui　jo
　小さいよ

r

kju　：kucuqde
　　　窮屈で

r

ki　wa　kocui　jo
　気は　　　　小さいよ

　　　　　r

MICUO
　　光雄は，

　　「　　　”肇

da　me　na
　　だめな

wa ’

joro：da
　野郎だ

kocu　inja：
小さいことは

一57一



Y rdol：mo　oz±saN
　どうも　　おじさん

　　r　　　　　1　r　　l
su　imase　Ndesita　ne
　　　すみませんでしたね

hoN七〇ni
　本当に

B　ko　r：n　si　N一　saNno

　　　　　　庚珀講の

　　　　　　　　　r

tokMi　do　koga
　時に　　　　どこが

　　1　r　　lto’ Fjadaka　na　：
　　卜一ヤだろうかな

A　simogrdei　ka：　，

　　　　　　シモでか

　　　　　　　　r　n　r　　l
．mazu　ha　cibe　：na　ra
まず　　　　　八兵衛なら

　　　　　　　1
tanomare　ruga　，
　　　頼めるが

oreno　t．anomuNnja：　，
おれの　　　　頼むのには

r　．　1　　　　　　　　　　　　　r
cj娩：be　：daq七e　】］ユ0　，

　　　　忠兵衛だって

　　r
七a　RO］筑areno：一
　　　頼めない

kota：naiga　，
　ことはないが，

　　r　　l　　　　　　　l
h±　ci　z4dgeoho　：ga
　　七左右衛門の方が

tanpmi　，」　oiga　，

　　頼みよいが

r　　l

Z工　yo狐a藺
　次郎正

saJa，
　や

f　　．　1
　cju’：be：dano
　　　忠兵衛だの

　　　　1
gorq’：naNte
　　五郎などと

　　　r　　n　　r
ju：　jo　ri　ka　，
　　　いうより

hi　rciizaka
七左右衛門かな

B　r汲≠獅?ｉ? cirai：
　　　　カネイチ達は

　　　　　　　　　　　　　　　r

okono　kumiqzura　i
どこの　　　　組だろう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　dokono　kumiqdaka’s ＝@arega　　　どこの　　　　組かな　　　　　　あれが，

・
ユ

n
じ
　
の

に爺
光憩 1

　ma
今

i：te一
　きいて

．1
■　ru七〇
みると

　¢：　daqkega

　よかったが

na「ni　ki：t甑㌔u七。
　なに（それを一の意）きいてみると

r．　r　1　　　　　　　　1
　：q　ke　’rsa’：

　よかったな

れあ
　　1：ze　：zura
多勢だろう

　　　　1
oiqda　ga　，
　だけど，

r　　　l
　rJa
あれは

　r　　一　．h　1
o　rokuniNmo
　五，六人も

　r　　　　　　　　l
i　Clhacini　聾皿C　，
　　　七，八人も

　　r　　　　　　l
ju　：n±Nmo
　　十入も

1
　rura
るだろう

　e：kaN
　　だいぶ

　　l　　u　　r
：ze’：曹р＝fz ?　arja
　多勢だぜ　　　　あれは

o　：．ni　：．　rano　kumja　：

　幸兄達の　　　　組は

　n　　　　　　　　　r

i　s亀NMNZU　ra
　二ち三入だろう

ろ8一



B　ri”　ma
　　　　今

0●O●O●●●

）弓
日
！不（

　　　　　　　l　　　　　　　r

wa　hici　niNda　jo
は　　　　　七人だよ

A 「
　　ヨ　　　　　　　ヒ　　　　　　　ロ

懇器’
　　　　　　　　　　コ
加aむa　　hue七a　qdaaa：　，
　　　　　　　増えたんだなまた

ma　V．　a　qt　e

　又って

　　　　　　　　r

iqpeN　ja　meta一
一ぺん　　　やめた

siむ。　ga，

　入が

　　　　　　　ド　　　コ

aq券ﾉ£け饗：・ soNnakota：
そんなことは

　　r　l
na　±　ka
　ないか

B　jam　e．taqk．　e」　ga

　　　やめたっけが

　　　　　　ド　　　　　　　　　　　コ

Ahuqk：acusitak：a　m．　ata
　　　　　復活したか　　　　　　また

　　　　　ド　　　　　つ

B　so　rja：
　　　　　それは

ano：　，
あの

　　　　　　　　　　　　r　　　　：　　　　　　　　　　r

as ｨ砦塞a　kon蕪鰹翻a」o

　
　

　
名

。
■
入

　
S
（

サ
　
　
ロ

「
　
シ

　
e
｝

　
s
セ

「

A

B
「　　　　　　　　「
　　ロ　　　　　　　コ

se．s：Lwa
　セーシは

　　　　　　ド　　　コ

hajaida．　ga　na：　，
　　早かったな

　　じ

hO　kano
　　億の

　　「　　　　　　　　　　「
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

SコU　・wa　　m■　na
　　衆は　　　みな

　　　コ

roku　buqda
ロクブ（不：明）だ

A
r

dokoqkara　hacibe：
　　　どこから　　　八兵衛へ

　　　ド

ikU　ja，
行くの，

r

maenja：
　　前には

　　　1
doko　daqX’e
どこだった？

UL　
n
兄

・
：
一

　
e
セ

　
S

r
B

A
r

a：　se：ni：kara　aqci　o　klta
あΣ　　　セー兄から　　あっちを（まわって）きた

B　sosite　koqci：
　　　　そして　　こっちへ

A

SOユαθ　恥O
　それでも

”’’’’”@to　，
（不　明）と，

　　　　　1
ku：q七〇
ぐるつと

　r　　　　　　　　　r　　　l

o　mosrrol　wa
　　おもしろいのは

ド　　　て

ho　：（lda，
　　そうだ，

ma：q七e
まわって

　n　　　　　　　　　l

ku　yuwake　qda：　，
　　　くるわけだ

　1　　　　　　　　　　r

hi　nataqda　na
　　　B向だな

　　　　1

hoide　mo
　それでも

　ド　　　コ　　　　　　　　　　コ

u蹴諺k職mo麟
一一 T9一一



　　　　　r　　　n
　　　SU　kl　na　　re翼Cju：ga
　　　　　すきな　　　　連中が

　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

C　ici　ni：wa　omosirO　ira
　　　　　市兄は　　　おもしろいだろう

　　　　r　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

AOkumeNnasini　sjabe（lte　kureru
　　　　　　　臆颪なしで　　　　しゃべって　　　くれる

B。。iqd。g。。i「 氏B，。n。。、。、q。£、（6｝。磁、。♂，職∴e

　　　　　だけど　　　　　日向の　　　キリックイ　　　組を　　　あつめて

　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1
　　　　ロ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ワ

　　　通」○　　．　　辺aZU　　 omoS］一rO　工n＝L

　　　　みよ　　まず　　おもしろいから

Carj。：。「mQsi。。k。N「。。，「sig♂。i。a退。。m、・i。♂id・g。

　　　　あれは　　　おもしろいだろう　　　　　シゲジなども　　　おもしろいのだが

　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　「

BdO：，　dO：kaNGacudano　sige　zidano　cju：めθ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　da　no

　　　　　　　　　　　　　ドーカソ辰だの　　　　　シゲジだの　　　　　忠兵衛だの

Amurrazi－no　ho「：ka．
　　　　　村治も　　　そうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　つ

B潤ししrazidano，　ma　zu　do：kaN七aCU， maq七akU　O！nosirO一
　　　　　村治だの　　　　　まず　　　　ドーカン辰　　　　　全く　　　おもしろいん

　　　ini皿♂zu　a「Nnana　ku血「wa　nai「na
　　だから　　まず　　　あんな　　　組は　　　ないね

A「h・qdaga・。・w。，♂聾・j。：ta・im。　h・iq七。。£蹴。。。。，’：

　　　　　だけど　　あれは　　　　村長達も　　　　　入ってるだろう　　それへ

B・・「N・j・：w・’d・「：d・kan・n：，「hal　iqteruk・’　m。。エ。・n。：ga

　　　　　　村長は　　　　　どうだろう　　　　　　入ってるかも　　　　しれないが

A「・恥ぬ・hit。9。「hぬ儀七。。・t。　w・。i。i。i「zukan±
　　　　　あんな　　　　人が　　　　入ってると　　　わりあい　　　　静かに

　　　　　　　　　r　　　■
　　　　　　　　　　na　：　　　naru．qda
　　　　　なるんだな

　　　　　　　　　「　　一垂　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　、

Bdaga　sONcjo：wa　cju：kide　icu．ni　neterudade
　　　　だが　　　　村長は　　　　　中風で　　　ずっと　．寝てるから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿40　一一



jo”　idaga
　　良いが

r　　l　rso　no工aa　七a　，
　　　そのまた

　　　　ド　　　　　コ
エnUSU」　kOga
　　息子が

omosiro　iqda：ja
　　　おもしろいのだ

　　　r．n　．A　ie’：，
　　　　工一

「　一1　．

e　．ga
　エーが

B　er：kicrkga
　　　　エーキチが

C r　l
e　：kiciwa

　エーキチは

　　　　．　．1　．　．　．r

omoslro　lqcju：　　　　　　　　　　　　　　zo

おもしろいっていうそ

短
ん

「

U
う

「B 　　　ザ

maq　七aku
　まったく

omosiro　iq．da
　おもしろいよ

A r

daNna：
だんなを

　　　　　　　コ
kido（ICja　：　　lno：qda
気取っては　　　いないのだな

　
、

の
　
コ

鼠
あ

B r

daNna：
だんなを

kidoru　，
気取るなど，

r
zeNzeN
ぜんぜん

　n　．
捻a　■wa　，

　ないよ

　　r　　　　　n

ko　toba　o
　ζとばを

　　コ
na，　Q　i七e

　直して

　　　　　　　コ　　　　　ド　　つ

cukaiel〕La　isi　na
使うことができないしね

鐵eNzeN
ぜんぜん

A　arrja：
　　　　あれは

doko　i
　どこへ

　　　　ド
iq’t；aq　ke

行った？
gaqko：wa
　　学校は

B　gaqrl〈o：wa
　　　　　学校は

　　　　　コ
sjo：ga　（lk二〇：　，

　ショー学校

　．　1

sjo　：gjo：q　da　arja：
　　　　商業だ　　　　あれは

A　rs」on：g」o：

　　　　商業（高校）

B　daga，
　　　だが

　　r　　l
ko　to　ba：
　　ことばを

nao　i七e
　薩して

cukausito　zja：naisi
　　　　使う人ではないし

　1
ma　zu
　まず

korja：　，
　これは

zu：qrto”
ずうっと

　　　　つ　　　　　　　ド
sjabe　（蔓七eru　na　，
　　しゃべってるな

　　ド
dO　　：kaN七acuratO
　　　ドーカン辰達．と

　　　コ　　　　　　　　　　コ

joia　itedamo　no，
　　良い相手だもの

sosi七e
　そして

　　r　　l　r　　lzi　te　Nsjase：qdano　na　’：　，
　　　昌転車セー（人名）だのな

　r　　　　　　　　一肇　　　　「

o　mos±ro　ida　zo
　　おもしろいよ

sorJa
それは

　　　　　ド
憩a（主ta　k：u　，

まったく

　じ

a　nOku磁i　ga
　　あの組が

一41”r



　コ℃O　　nika，kUL
　　とにかく

　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　r　　nic q駐。。jaka親房盤a：na：
　コ　　　　　　ド　　　　コ

hi　na，ta　zja　：
　　　日向では

　　r　　．　　．

wa　nai　わりあい

　　　　．1
　　　　　　：koqci
こっちむ

ku　．ruqteju：to　，
　　釆るというと

．ano：　，

あのう

　　　つ　　　　コ

kOto　ba　ga
　　ことばが

　コ　　　　ド
jo　i（｝a　ZO　，

　良いんだよ

　ド　　　コ

。　bO　：noho：e
　　オボーの方へ

kuruto
　くると

A　ko　”tob　a”　：

　　　　ことばを
kaeruka
かえるか

　コ
si　Npe：，
　新平

kjo－KUCjO：　，
　　局長

　　　ド

kjo　kUCjo：wa，
　　　　筍長は

juita±ko　to：
云いたいことを

　
a
う

r
ろ

「
：
だ

　
U
う

」
云

　　　コ
arja　：，
あれは

　　　コ　　　コ

kOも。　ba　de狙○
　　ことばでも

　　　　コ
kae】〔工。　：ra

変え晩いだろう

aria：
あれは

arja　：
あれは

　　　ド　　　　つ　　　コ

BkaeP一■ci，
　　　　変えない

ド　　コ

ki　Npe：dano，
　　　金平だの

　ド　　　　　　　　コ

a　sokora　nQsju：wa
　　　あそこらの衆は

　　r

hi　kaku一
　　比較的

　ff　　－
tG　ki

　　　　コ
hOida　ga　　ano二
　　だけど　　　あのう

aNnana
　あんな

　　r　　　　　　　　　　　　　　r

do　：kaNnomitai　na
　　ドーカン辰みたいな

koto：ju：
ことをいう

　　　コ
sito　wa
　入は

　　　r　　　l
nai　na　：
　ないな

。　darNnabun　qteruda”：ja
　　　　　だんなぶってるんだ

B　hlrnata”　wa　naNsjo
　　　　　臼向は　　　　なにしろ

A　r №処黶@he：tai　ka

　　　ゴへ一タ（家号）か

，

N
ん

か
う

B ド　　　　　コ

k：iri　（1kui

　キリックそ

　　　　　　ド

kumlda　jQ　　arコa
　　組だよ　　　あれは

r　　　　　l

kumi
　　組で

qde jarude一
やるから

a
な

r ：　ho”　rja：・　aseka　：

　　　　それは　　　あそこは

A　a　ho　：i　’ka　，

　　　あ　　そうか

、N
U
ち
♂

r r．j¢：”　wa

　良いよ

　ド　　　コ

1ユ　ra　聾hQ：江Li一じaini　，

　　　俺の方みたいに

　　ド

kaエniju一
　上湯
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　．　　　　　　　1
Z■〕皿a　　o ：kum±dag’a　，

大きい組だが

ur 窒＝h mho：wa　tobi”　tobidade
　　俺の方は　　　　　とびとびだから

　　ド　　　　　コ

七〇qtemo
　　とても

　　　　　　　　「　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　嫡1kanaNze　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hici　za　，　　　　　　　　　cju’：be：ni
敵わんよ　　　　　忠兵衛に　　　七左右衛門

Zユro辺asa　，
　　次郎正

soide　rSii　ratakaminoru，
それで　　　　シラタカミノル

　　　　　　　　つ

daqkegana：
　だったがな

C　war　riain±
　　　　わりあいに

　　　　　　　　　　　ド　　　コ
tQ　bitobi（1（la　na　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　とびとびだな

A　soide
　　　それで

　　コ
ura　ga七〇ko
　　　俺の所

。　huN　rton　：

　　　　本当

　　　　r　　　　　lA　　　a　rewa　箆a
　　　　あれはな

r　n　（7）　n
ko　do二cuqtena　：　，
　　古堂っていって

　　ド　　　　つ

kQ　do：　（lt；e　　 orja，：

　コドーって　　　俺は

r
　の　　　　

C■。一
小さ

　：sa
　い

id♂二daka七。鵬q胎ra
　　　　　堂かと思ったら

　　ヨ　　　　　　　　　　　　コ「

ho　：zjanaida　jo　，
　　そうじやないのだ

　　r　　　l

hu　ru　i
　古い

do：Fsa，
　堂さ

｛nisienoi
　　いにしえの

ko’　sa
「古」さ

。　ra：so　：n　ka

　　　あ　　そうか

　　　r　　　　　　蔑A　　　　ho±da　moNda±
　　　　　それだから

　　r　　　n　1ni　za　datokasa　：　，
　　　仁左だとかさ

　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

u　ra　N　　hore　　koNna　一
　俺が　　　それ　　　こん

na　ano：
な　あのう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　l　r　　　l
1〈ataclN　naqtaga　ni　za　mo　hu　ru　idaqkeqcura一
　　形に　　　なったが　　　　仁左も　　　　　古かったのだろう

　　　　　ド　　　　　　　コ

dθ　　i　cirju：　daqkeqcurade
から　　一流（の財産家）だったろうから

　　nura
俺の

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ユ

kaqka　：no　　arja　二　，
　　女房の　　　あれは

r　　．　1

niza　datoka
　　仁左だとか

hircSzadatoka　rcjui：be：datokasa
　　　　七左だとか　　　　　　忠兵衛だとかさ

rsi”　make：＄a　，

　　シ’マケーさ

ド　　コ

to　　：七asan　，

　　藤太さん
SOSユte
そして

ド　　　　　つ

ziro　l，
　次郎

r　　　　　　l

moue
　　井上
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urm　p．　ki　ci　，

　　梅吉

hagjo”　1tora　，
　　ハギョートラ

soslte
そして

rhagjo：moi
　ハギョーも

huruirr認
　吉いだろう

korja　，
　こりや

rmo：ai　to　da’rezura　rmaf　daato
　　もうあと　　誰だろう　　　　まだあと

itaha．zur鰍
いたはずだが？

BkaNbe二「w♂
　　　勘兵衛は？

A「kaNb♂：wa　h．o：qzjana、　i一，「hat　eina「kodo：kOdo：、qteju：一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古堂古堂っていう　　　　　勘兵衛は　　　　そうじやない　　　　　　はてな

　　　d。　「ci：sa”　id。：n。　k。d・：d・七。rn♂a．ta「ra，　a「n。　niN・U：魚δ

　　から　　　　小さい裳の　　　　　　コド　一一だと愚ったら　　　　　　あの　　　人i数も

　　　sukunぬ・i，　h・：’　q・jan・i「・G・ega，　「・im♂9・nuk・rU，
　　　　　少ないし　　　　　そうじやない　　　　　それが　　　　　シマが　　　　ぬける

　　　h。g」♂：9・融・ru，　「in♂’U。鵬・ki・ig・nuk・ru・Q：ka「ga「一
　　　　ハギョー・が　　　ぬける　　　　　　井上梅吉が　　　　　ぬける　　　劇価学

　　　（lkaija，　　naNkaNO　　 kaNke：（1．e「nan @：　　　SOsite　　 hagj（∫■ @：「コユO「

　　　　会や　　　　何かの　　　　　関係でな　　　　　　そして　　　ハギョーも

　　　・・：ka「9・’qk・i・・k・N’k・：d・nu．k・te「sa，「…it・nuk・七δ

　　　　　　　創価学会の　　　　　関係で　　　　ぬけてさ　　　　　　そして　　　ぬけて

　　　nUke「t・，　t・qd・，　g・・i「臨。i。i脚・迦「t・，「Q。・t。
　　　　　ぬけて　　　　　たった　　　　　　五入きりに　　　なつちゃった　　　　　　俺と

　　　c祠：be：七〇　「hici

　　　　　　忠兵衛と　　　　七

C　　「hagj♂：1nQ　　so：kagaqkai　　siもeirU「k♂・…

　　　　　ハギョーも　　　　創価学会を　　　　　しているか

A「・♂・・。・♂・d。，△。」。・「」ぼ。6・k。、。「q。。、。ぬ儀，。r。。。

　　　　　そうだそうだ　　　　　あれはね　．　　創描学会　　　　　入ってるよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　■　　　　　　　　　r　　　　　　　　■

　　　korja：ja　，　　arja二　　　i．to：　　oyemO　，　　　i　sjao　　　kaetemi　一
　　　　これはね　　　　あれは　　イトー　　　俺も　　　　　医者を　　　　代えてみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　　ド　　コ
　　　ru七〇　　joi（1teju．：kotOmo　　aru（ldθ，　　　i　to：　　ka　misaNo
　　　　ると　　良いっていうこと徳　　あるから　　　　イトー　　　神さまを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一44一



　　　　　ド　コ
hi（菱ka’e　　　　　　　℃e
　　　代えて

　rn　．L．　h　一　一．一　n．　r

　　　　　　　　　te，　　　しa・CU（｝mi
　みたといって

a9。
・
が

「
θ
ん

捻
さ

N
姉

　
お

0 レa
W
，

．
。
だ

♂
うj

そ
。
だ

d
う
ド

ロ
　
　
　
へ

U
し

。
8

「teA翻£瀦繁・da 　　ロ　　　　　ゆ

arJ3・
あれは

。　”・一・一　rte aS「
e

し
α齢

ら郷賎藷恥
天

O　
as

を
i
様

孤
神

「
a

k
rA 　　　　　コ　　　　　　つ

hiqkae　七em　．t　ta＝
　　代えてみた

　コ　　　　　ド　　　　つ

」oi獅｢簸：。2cuqte　c鷹k建窪：

giN．rp．　p，．．Iga　，

　　銀姉が
soide
それで

so _鐸会警a’n’k織％建a：・ SOI一
だけ

d『葦a
r　　n

so　rekara
　　それから

ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ

jo　iwa：qLCUしqkja　：

　良いよって云った

　　　　つ
giNn．e　：wa
　銀婦は

　　　　　ド　　　コ
C　ho　：ka　：
　　　そうか

A　hiqrk　ai　et　em　ii　ta　qt　e　，

　　　　　　代えてみたって

　r　　，　．　　1
i翌毅Q　k㌔身号まo a七

と
○
こ

k
う

．
．
、

媒
し

」
てC

つ

減
い藁．

O

aruqderna　，
　あるからな

aNmar　r“
あんまり

hikiCUZ1ユ　ki
　ひきつづき

　
a

　
9
Σ

醤
力

　
運

「
U

　　　コ
waru　ide，
　悪いから

r．　n
　　　misaNka
　　　神様

　　　じ　　　コ　　　　　　　コ

hiq　ka　e七emi　taq’じe，
　　　代えてみたって

sosltara
　そしたら

r　　l
jQ　　　■コ。・途aq精

　良いようだっ

cuqk：ja，二　，

て云った

ド　　　　コ

rjo　：he：mO
　　　良平も

kaqも：mo
　　　　　　s
morausl　na　，
　　貰うしな，

r

9色腿d一
　：兀気

　．1

nl　mo
にも

naqtasi　，
なったし

r：　　　　　r

u　Nto　na
　　うんとな

aremo
あれも

コ

u　Nga
　運が

　　　　　　　　ド　コ
waru．i．qkeq（ia1，
　悪かったのだ

　　　ザ　　コ

hi（1　ka　ete
　　　代えて

mi’t；aqcjo　二
　みたそうだ

　コ
ka　misaNo　，
　　神様を

sositara
　そしたら

蝋

「

●
　
覇○

う
j
よ

・
■

　
い

。
良

，
」

「

na　（差te，
　　だって

　　r　　．

so　rJa
　そりゃ

1
1ズN七〇
　うんと

　r　　　　l
a　sol〈o
あそこへ

　　　　　　　　　　　　ド
i　　ik：uqcju：dθ　鷺a
　　　行くっていうからな

oNna　q．　一

　女達

　　　　　　　「ロ　　　　　　つ

コu・ga　　o
　が

　　　ゆ　　　　　　　

「enJa・
俺には

iwano　：qke　，
　いわなかった，

　F　　　　　　　　　l

da　re　so
　　誰

：　ka　ga　．qka±ga

創・衝学会が

一45一一



asokoNtokoni　，
　　あそこの所に

irno　：　ga　・’・’’’”　，

いないが　（不　明），

r　　　・　一塾
　　　　　：　arJa
あれは

mata　hiqkai　e一
　また　　　代え

℃e血ta　a「rj♂：
てみた　　　あれは

c r“．．　．1
na：nl

　　なに
jaqtazura　ko“Nda
やったんだろう　　今度は

B　sirgotono　areqda
　　　　　　仕事の　　　あれだ

A　rmoi　tonorsa　，
　　　　　　もとのさ

　　r
mu’　kas±no
　　　昔の

ho’tokesaNda
　　　仏さまだ

　　　r　　1．　．　rB　　　ho’tbkesaNdaqta　da
　　　　　　仏さまだったのだ

　　　　　　　コ　　　　　　　　ド

AsO：to：sju．：no
　　　　　　曹洞宗の

C　so：rkai：
　　　そうか

A「aナ7．：rewa「sa二，
　　　　　’あれはさ

rumen　i”　：g　a　Fn　an　：　，

　　　　梅兄がな
rkai　radaga　waruitokive
　　　体；が　　　　　悪いとき

「nii二，
　に

・♂ 囈ﾋ嬰又k・’ lretadarde”：　，
入れたんだから，

sige．orar№≠氏@：　，

　　茂男らカ～

rsol　．sitatokoroga　，
　　　そう．したところが

　
U郵

く

、
礁
す

　
S

r rsi一　qdadaqke
　　　死んだんだ

　　　　コ　　コしし孤θnl．wa
　　梅兄は

　　　　　　　　　　　　　　　　コ80y灘as。：慧幡報唐a’no皿影霧’ak￥盛e臓e

soﾔ毒iQ
　
a

「n

ﾈe
て

七
し

・
工

　
S

c　rui　N
　　　うん

「s♂二daqke「na
　　そうだったな

A　so：site　kumi”　aisju：B±mo　，
　　　　そうして　　　　組の衆に．も

do：tokako：tokas±Tuto
　　　　　どうこうす．ると

一46一



mata　kono
また　　　この

　　，1
0Zl
おじい

：saNmita±ni
　さんみたいに

obacio
　罰を

　　コ
uke　ru儀toka像七e
愛．け　　るとかつて

ju　：dak　edo
いうんだけど

　　ダ　　　ヨ

Q（l　ka’　：nainaNte　，
恐いなんて

ダ　　　　　　　　　コ

　SO：kaga　qkai
　　　創価学会

　r　　　l

oq　ka
恐い

：　n．ai一

naNte　cuqkega，
なんて　　云ったが，

r

　siqda，
　死んだ

ド　　　　　　コ

　si（lda　q七θ　　sOre
　　死んだつて　　　それ

iNpeNga
因縁が

コ

a　rude
　あるから

　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　コ
siqdaqcju：2；urade　na　：　，
　死んだつていうんだろうな

　　ド

kO　kOno
　ここの

O乞i　　：SaNmi七a±nt
澄じいさんみたいに

　　　　　r　　　1　　　：

nl　　O　わa　C1
　　　　　罰を

　　　　　l　　　　　　　r

o　uke　ruqte　sa：　，
　　　　受けるつてさ

　　　　コ
ju：k：o　to　：

　いう事を
kikano：to　，
　聞かないと　，

r
so：sitelte　，

　　そうしていて

ザ　　コ

」Oku
良く

r　　n
ku　miaisju：ga　ano　，
　　組合の衆が　　　　あの

r　　　－

ko　：de1　o
　　香典を

斑O織tei（注℃e　，

持っていって

「k♂二k・saNg・
　　ケーコさんが

so　qc　i”　no　ho：

　そっちの方へ
±kuto　，
行くと

　　　　1
SO（ICユ　一
そっち

noho：
の方へ

．　r　．．　．
lq　cJ　a：　，

行っては

じ　　　コ

ke　：kQsaNni
　　ケーコさんに

jarusi七Q　エnO
　　やる人も

　　コ　　　　　　ゆ

arコa・　，

雛
　　r　　l
so　ko
そこで

　　　　　　　　　　コ
de　　SO：kaga　（1kaino
　　　　　fil緬学会の

　ザ　　　　　　　　コ

u　keouke　ga
受付が

soko　±　kite
そこへ　　　来て

　　　　　　　　ド　　　コ
haiq℃eirしし　ra
入っているだろう

hore　，
それ

　　ド
hl　nat；asjtし：ja　，
日向衆や

ド　　　コ

mi　tOcjaNciga
　ミトちゃんの家の人が

kitei七e，
きていて

de，
で

r　　　　　　　．　1

　sonosju　：n±
　その衆に：

jaqtaqte　mo　，
やったつても

r　　　n
　ke　　：kosa岬
　　ケイコさん

Nni　　 ko：■ @deN　　 jaqta，k二Qt；onja
に　　香典　　　　　やったことには

　　ド　　　　　　コ

na　rano：qdakamo
ならなしへのカ・も

sireno：一
しれない

　　ダ
cuq　七e，
といって

　　r　．1
器践蝦）窮。緊

ロ　　　　ム

：Lqしe
行って

orJa
俺は

ド　　　コ

ke　　：koSaNni
　ケーコさんに

jaqte
やつて

　　F’　．　．1ki　　　　　　naNteju：sju：mo　　　ta：
　きたなんていう人も

eraku
’沢山

　　ド　　　　コ

a（lk：e：　na
あったね

C　u：N
　　　うん

　　　　　　　　　ド　　コド　　コ

　SO　：daqke　na　：
　そうだつけな
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A ，
O
　
●

　zθ
「
e騨緊：

い

δ
うr

s
そ

　
e

d旺躯野繧s・
r ザ　　コ

ze　聾bO　　aqcu．betθ
ぜんぶ　　　集めて

ド　　コ　　　　　　　　　　　コ

mo　（1tθpaSl　　　　　　　　　　　　rudaqcjo：
持っていくんだそうだ

　　　　　　　ド　　コ　
疏aNcuqte　na二，
などといってね

ド　　コ
　　　　　　　リ　　　　　サ
So　rθqZJa・

　そ’れでは

r　　l

　se　souno
施主の

hi七〇nja：
人には

ド　　コ

ka　wa　rkSO：nadeq，CU⊆tt；e
　可哀想だからといって

y　dor 汲盾

　　　どこへ
iku　qte　moqt．s
行くつて？　ftれ㊨持σて

　　　ド　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド

AsO：kaga（lkainO　sa
　　　　創価学会のさ

hoNbui
本部へ

　　コ
iku　zura　p
行くんだろう，

r　　l
hu　z±no

　憲士の

taisekiziqdaka　ctokodaka
大石寺だか　　　　　　どこだか

　　　　1　　　　　　　　r　　　l
osame　ruzura　na　：
納めるだろうな

　　コ　　　　　の

arコa・　，
ありゃ一

soide
それで

ド　　　　　　　　　　　ヨ

80reqzja　：

それでは

ano二　　「11aNnf皿O　　narano二dadθ
あのを　　何にも　　　　ならないのだから

sono
その

「　　、
　　　　　ロ　　　　　　の
　Sθ　Sこ｝U．nQ
施主の

　　　　ロ　　　　　　　

arenJa．
あれには

　　　　　コ
narano：gtjU二七〇koqde，
なら茂いっていうとこで

kaq　℃ebano
勝手場の

　つ
ho　二ja簸anikani　，
方やなにかに

ド　　コ

ke　：kosaNga
　ケーコさんが

lrsa一
いれは．

　　　　　　　　　
SO（差C■・

そっちへ
koqso　ri
こっそり

iqte，
行って

saqdas±te　kita”　naNte
差し出して　　　来たなんて

コ　　　　　　　　　　　　

　　　　　コ3U・」’Oln．a
い．うような

sitomo
人も

r　，narujo　：一
あるよう

欄arO
　
　
．

ボ的n。
ﾍ

酬
女翻で

0．
書

「

θ
よ

集聰
だ

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ド　　コ
so二sit；ajo　二日a（lke　na　：　，
そうしたようだったな

　
a

　就

賦鵠
「
s
Q
盈

　　　　．一
anosi’ 狽盾翌

あの入は
鵯繍峯饗aq1〈ai

　デ
ja　metaga　，
やめたが

、
Q

　
皿

r
・
工N　

a
　
S

・
よ

s
に

．
．
講

「
Q
甲

養 haiよ’anQ
入らないな

1　．r　1
　：’　na

　　　　　　　　　コ
jameta（1kiri　de
やめたつきりで

sono一
そ’の

皿ama　N
寮まに

　　　　　　ド　　コ
naqcja（雀　ta
なつちゃつたな

na’ F　， soidamo　’N　d　e

それだから
konQ　：da

来ないよ

Y　ko：siNsaN　ha’　lqtemo
　　　庚申講に　　　入っても

r　　：

so　Nwa
損は

ド　コ　　　　　　　　　　　　ド　コ

na　idara：nコ．　ne　二
　左いだろうにね
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A ド　　コ

so　：qda，
そうだ

　　ド
sO　ida’ga
だけど

　　　　　　　　ド
。　ra　　皿○　：ciqto
俺は　　もう少し

コ

O　ra　，
俺

　　ド　　　　コ

ni　双2u　：○
人数を

　　　　　　　　　　　r
hosi　ku　naq　ta
ほしくkつた

　　　　r　．　1　．　itB　o’mosiro’　iwa’na：
　　　むもしろいよな

h．Joiqdemo　iroironakoto：
それでも　　　いろいろZz　aとを

ki：tekitai　一

さいてきだ

　　　　　　　　　　　　　　　ロ

JacO・
やつを

r
minasite
皆して

　　　　　　　　　　ダ　　コ
sjabθ　ru（lde　na　：　，
しゃべるからな

r　　　　　　　　nsolctamo
それだから

Ndade

　r　　　　l

a　remo
あれも

　　r　1　．rwa　ruka　：nai’ 鰍潤@，

わるくはないよ

ド　　　　　　　　　　　　コ

1ζ：O：ju：koto　ga
　こういうことフ郵

　　　　　　コ
aqtaqke　q．　tθ
あったつけと

ju：　1〈otoo　・・・・・…

いうことを

Y　soide
　　　それで

　　r　　l
hi　to　cu
ひとつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　コ

ano：　，　ki　kita主de　SUgane　：　，
あのう　　聞きたいんですが

r．　n

30　1〈u
よく

ano：
あのう

　e　　l
±’ka　wano
i鉾川の

he：dewa　ano：　，
方では　　　あのう

e：to
えXと

ド　　コ

da　reSQrθn．i　，
誰それに

na’ mka　，
何か

e：to
えxと

「
a

　
．
∂

c
は
r
て

磁
し

　　　コ
ikaN　to
いけないと

　　　　コ　　　　　　　　　コ

jしし二tO　kinMe
いう時にね

：ワ　皿a　二
　　　まあ

　　r，　1
七a　℃O
たとえば

　　　　　　ド
eba　　na　ku．，
　　　　泣く，

　　r
ko’　domonara
子供aら

kodomoni　，
子供に

　　r．　　　1
na’　kuna　　　　　　　q．te
泣くなって

　　．．　，　．f　1
ju11くoto。　捻e　二　，
いうことをね　つ

　　　　　　　　コ
teju二koもQ　：
ていうことを

　　ド　　　つ
na　isO　q．te
ナインつて

ju：hu　：ni
いうふうに

ma　：　，
まあ

　ド　　コ

i　ka　wazja：
井川では

A　narison 曹狽

　　　ナインつて

　　　　　ド　　コ
ju二wa　ja，　二
いうね

Y　kotkoraheNde”　mo
　　　ここtsへんでも

　　r　n　rju　：　ka　ne
lハうかね

A　naFiso　，
　　　ナイン，

jaka皿asゴ．：
やかましい

　　r．
na　ユSO　，
ナイン，

　　ド
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　の

na　■SQqcJa・
ナインとは

Jaqpa　「ユ
やつばb
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「
a

㌔
a
な

繁弗鵯edO
　
　
●

「
O

hO蕊
で芳

宝
の。

奥

。　i．　rk　an　：　no　s　j　u：r　wa

　　蜘1の　　　　入は

　　ロ　　コ
na：LSO　q七θ
ナインつて

juqke　，
云った

、
a

rn
％r

S
セ

ー
イ

　　．　．n　．　　．
naxsO　qcJa：
ナインつて

　
U

k
O
く

し
∂
よ

　　　ド

ju．qke
云った

B　narkaiso” 曹?ｊａ：

　　　ナカイソとか

　　　　じ
ju：（｝　zjanalka　，
云うではないか

。　n　a　rk　a　q　s　oi　q一　to　k　aqt　e

　　　ナカッソとかつて

B　roi　kunosjui：wa　，

　　奥の人は

　　r　　n
n．a　ku　naqcju：o
泣く攻っていうのを

　ド
na　kaqso
ナカフソ

　　　ドて
Y　　a　：
　　　あ＼

　　　コ　　　　　リ

響最a齢
　　ド　　　　　　　コ

na　kasuna　（｝Cju：
泣かすなっていう

　　　　　ド　　コ

kOtoda　ne　二
ことだね

B　rdi
　　　おへ

　　　　ド　　　　　　　コ
＝　　ku　zureno
　　崩野か

：daka
　　ド　　コ

na　ra　odakaq〔卑θ
樋罷かで

．．．　．r

3U：　na　，
いうな，

　　ド

na　kaq一
ナカッ

　コ　　　　　　　　　ド
SO　qteju二　〇　，
ソってレ、うことを，

　　ド

na　kaqso
ナカッソ

A　na　riso
　　　ナイン

　　　　ド　　　コ
B　na　iSO　qcja：
　　　ナインとは

　　ド
ju．qke
云った

huNtowa
：本当は

　　コ

ika　wano
井川の

sitoga
人が

　　コ
ura．№℃ｵ〇koni
俺の所に

　　　ド

ita　ga
居たが

　　　　　ザ

YkO　koraheNno
　　　この辺の

to¢ino
土地の

　　　コhito
人は

wa　so：ju：ko
　　　　そういうこと

　　　　　　　　　　ド　　コ
to　　j疑waNka　ne’：
　　　　去わないかね

　　　　　　　　　ダ　　コ
C　juwanai　ne：
　　　云わ左レ・ね

　　ド

ko　korano
ここらの

　．1　．　r．　n　．　．一　1
瀦二wa瓢駆iい甥u：da’：

ド　　コ

na　Nnja
どんなことでも

　r　　　　　l
ka　灘awa　zu
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Y　na　E　sotoi　ka　，

　　　ナインとか

　　ド
SO　：ju，：k：Oto
そういうこと

r　　　　　l
c　i：　pe　a　i　t　o’k　i’　n　i

小さい時に

　　　　　　コ
k：i：ta］〈Q　to
聞いたこと

　1　．
na　±kane
ないかね

　　　ド　　コ
A　　dO　：mo
　　　どうも

　　り　　　　　　　

or∂a・
俺は

O
「

．
．
も

、
○
う

d
ど

「

kono　ho：zja
この地方では

　　　　　　　　　　コ
ci：七〇　　 ju．qt；a　jo：一
／」＼し　　　云ったよb

　　ド　　コ
na　na　二　，

だなあ

　　ド　　コ

ko　no　gOrO
このごろ

　　ド　　　　　　　　　ド　　コ

ka　waqtade　na　 ：

変ったからな

　　　コ
kotO　bamo　，
ことばも

　　r．　1　．
na　lso　Ja　，
ナイソヤ

　　　　　　　ド　　ヨ
　　　　　　　　　　　：（；Ltθju．（11くe　！ユa

つて云ったな

，．．．r　．．1

3u：　　　nJa
云うことは．

B　ho：
　　　ほう

　　ド　　　コ

kO　no　hθNzja：
この辺では

　コ　　　　　　ド　　　コ
ju．　waエユa　 ：LIユa　 二

云わ攻いね

Y。織㌔j♂：
　　　あっちを

　ロ　　　　　　　　　　サ　　　　　ロ

M■　CJa．
みては

　ド　　　　つ　　　　　　　　　　　　つ
i　kaN　t；eju：℃Ok＝i　n＝L　，
いけないという時に：

r　p
mx　so　，

　ミソ

　r　．．　“1　．　．，1

aq　eJo　：　　　　　　　　　　　　so　　　　　　　　　Ml
アッチヨーミソ

C　so「西na漁翫kQtポニ

　　　そんなことは

　　　　　　ド　　コ

juwanai　na　：
云わないね

A　mlNna”qte
　　　ミンナつて

　　　ド　　コ
づu：Il・a　：

いうなあ

Y　rhei　Nka　rnen　：

　　　変ですか

A　nar　iso　，

　　　ナイン

　　ド　　ド　　　コ　　　コ

na　i　so　na　：　，

ナイソナー

耐
ん登

う

「

y　sor 窒?ｋａｒｅ　，

　　それから

　　ド

si　tOga
人が

muko：e
むこうへ

　　コ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ド　　コ

iku　q七eju：kotQ　O　，　pa　s■　一
行くつていうことを　　　　　パシ

ruq七eju：hu二ni
ルつていう風に

　　　　　r　　l
A　pa’　si’ 獅奄曹狽?　，

　　　バシルつて

　　ド　　　　コ　　　　　ド　　つ　　　　コ

i（l　pasi　r旦（1　七e　na　：

イツバシルつてね
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　　　　　ド　　コ

Cpasi　ruqteju：
　　　バシルつていう

　　　コ　　　　　　コ

ika　：zja　：
井川では

　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　ド
B　　pa　si　rU．q七θju：da，　jo

　　　バシルつていうんだよ

ik。湯iガw。
井川の人は

　　　　　ド　　つ　　　　　　コ

ApasirukOtoda，　　　バシルことだ，

　　ド　　　　コ

kO　kora　Zja
ここらでは

．　　　p
2qpasl　ruqte
イッバシルつて

　　　　ド　　つ
ju：de　na　：7
いうからな

　　ド

do　rodOroN
ドロト＾ロン

．　　　コ
ユq一玉）as：L　儀七e

イッパシッテ
misjo　：qte　ko：ju：qdajo　：
ミシヨーって　　 こういうよ

　　　　　r　　n　r　　　　　l　1　r　　7B　］　a’　st’　ruq　t．e　ig’　pas　1．’　ruqc　ju：daga　ma’　：　pa　’si　rugc　，」　u：　d．a

　　　バシルつていうことは（大川では）イッバシルっていうんだけれど，まあ，バシルっていわ

ika　：wa
んだ，井川では

A　hoidaga
　　　だけど

　　　　ド　　つ
：L（猛）a　si　ruq七e

イッバシルつて
ju：koto　wa　koko　demo
いうことは　　　ここでも

。．ukauga
使うが

aW「
er

は

，
。
れs

そ

　　　のanO．　，
あの5・

r

aN細ari
あんまb

　コ　　　　　　　　　　コ

蕊と塗。鹸ba
　　　　　コ
dθ　　na　imONde
　　　　ないので

「
浮霞恥

そ

rl
i　ma
　今

kokQnl
ここに

・
↓暴se

｢
　　　　　　ド
na儀℃eru　ra
なってるだろう

Q犠野a

　　　　　　　コ
Ozisa聾ga　：　，
冷じさんが　　　，

　　r
so　site
そして

r
dora　，
どA

ore遊O
俺も

　　r　　　　　：

lq　pasz
イッパシ

razuza　：一
ラズザー

　ド

q　te，
つて

r

wa　，

　は

　　　　　　　　　r　　■
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　れ

xwareno。αa　取a
云われないんだ左．

：　　jaqpa　ri　　anQ二　，
　　やつば匂　　　．あのう

ド　　　　　　　　　コ

多jo：sik：i
常識上

zjo　二， 　　r　　　　l　r　　一±q　pasi　razujaqte　na　：
イソバシラズやつてな

　　f

se　wanユ
韻話に．

　　　　　　コ
naq℃akθ　　ra：
なっただろう，

　ロ　　　　　　ロ

ZJa・
じゃあ

　　r　n．　r　　lma　taku　ra：qte　na　：　，
また来るよってな

ダ　　　　　へ

KO　’r　e　ga’

これが

　　　　　　　ド　　つ
hucU：qda　na　　　　　　　　　　　：

ふつうだな

B　ko　”noh　e”　Nzja

　　　この辺では

r　　　l
磁a　zu，
まず

naNda
何だ

　　r　1　　’　r　　l
lq　te皿isu　k：a　na　：
イッテミスカナー

　　　　コ
QremO　q『じe

オレモ：つて
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　　　　　r　：．
ju：wa　臓a　：
ラミうよ

A　uN
　　　うん

　　r　　　　1　r　　n
i儀　te工捻i　su－ka　na
イヅテミンカナ

Qre瓶O
オレモ

Y
ド　　■

sa．qki
さつき

　ド

O　zisa聾ga
お・じさんが

　　　　　　　　　　　　r　　l

悌嘆て鶴磨okini
　　　r　　l
±qpa　si　ruqte
イッバシルつて

　　　　　　コ　　　　　ド
ju．（1’tam◎　 Nde　nθ
云つ允のでね

A　」u　qr　t　aq　rk　ei

　　　云ったつけ？
orega
俺が

　　　r　　l
Y　’ ?ｕ’ 噤}daka
　　　審士だか

do　qkae　muko：e
どこかへ　　むこうへ

igpasi　ruqte
イツバシルつて

A　iqr 垂≠唐堰frute　r鰍普F　r鰍潤h

　　　イッバシルつていうよ

ura　：
俺

　r　　　　　　　　　l

ju　：zimade
湯島で

　　　　　　　r　　l
iwa，箪〇二da　ka，　i

云わkいのか？

B　±q［ 垂≠刀}：　ruqte

　　　イッバシルつて

　　　r　　l
ju：　sa　：

いうさ
koko　rademo
ここらでも

A　hoidaga　ku’zureno：ja　n4．　ra’ onoho：ga
　　　だけ．ど　　　　　崩野や　　　　　　　　　檎羅の方が

　
●
　
・　

e
k

「
　
　
く

の
多

．コ　　「
ju：　da　na
いうな

Y r　　l
：a

ただ

　　　　＋　　　］

da　iqpasl　ruto
　　　　イッバシルと

Juwazum
いわずに

r　　l

ta　da
ただ

　　　コ　　　　　　　　　　ム

1）as■　rUしowa
バシルとは

　　　　：　r　　l
，juLwaN　1〈a±　ne　：

歎わないだろうか

A　iwtanaida　：
　　ラミわ左い

　　　　r　　　　　　　　　　l
B　i’ w’awadaki　da
　　井用だけだ

ド　　コ

七a　da
ただ

　　　コ

pasl　ruq℃eju：wa
バシルつていりのは

Y　sorekarane”　：　，

　　それからね

　r　　l
a　me　ga
雨が

hu　ruqteju：kotoo　，
降るつていうことを

ko　koraheN一
ここらへんで

　　　コ

zja　：，
は

　　コ
ma　：
』まあ

　r　　l　　　　　　　　l

i　ka　wanoho　：de
井用の方で

ド　　コ

pu　ruqte
ブル，て

　　　　　　1　　　　　　1

ju：da｝（e　do翼ユe　：P

いうんだけどね
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ko　rkoraheiNzj　af　：
ここら辺では

P穿ノ蕩｝撃te
jur　waNl　ka：　’i　rn　e

黛わないか

A　p犠「ru，
　　　フンレ，

ド　　コ

pu　ru，
　ブル，

．　　．　．n
　　　　　：tlwano
云わ授．い

ド　　　　　　　コ
茎）uruna　聾cja：

　フっレなどとは

　　　　コ
iwano　：
いわない

Y　sorekara
　　　それから

　　　ド　　コ

si（1　pu　rutOka
シヅブルとか

hiqpu　ru
ヒツフル

「　　一韮．

　　　　　　SO　　．wa
そうは？

A P

［
・
帖

　r
a　鎚e
アメが

　
e

t儀
　
a℃

て

「
　
つ

・
工k

タ

　
e
キ

⑪
テ男q

ツ

・
よ

h
ヒ

a9
　　r
　　　　　　　　　　　ロ

sO　rJa．
そりゃあ

．．　．1

JU：　sa’，
いうさ

Ja　teja13a
ヤイヤイヤイ

1　r　　　　n　i　ko　rja：
　　　　コリヤー

　ド

a　meθga
アメが

ρaj望駐θ
キ

卯
テU

ツ

叫
フ

ー
ッ

h
ヒ

qte
つて

　　　　　コ
髪亀：避a：ja

　　　ド　　　　ド
〈◎りuN＞ame　hiqpuq．㌻e
　　　　　　アメ　ヒップッア

！y’　zLta．　：　jqqte

キ・ターやつて
」　u：　d　a　h　qi　d．　a　g　a

いう　　　だけど

　
e

t　
q

「
　
て

　
U
つ

　
rU

る
h
降

「 　　　　　　コ
ju：ユ〈〇七〇　 ：

いうことを
ko：
こう

　r
コ　　　　　　　　　　　の

：L　Se．WO
威勢を

cgk　．e　．　xucta：ja

つけるんだ　　よ

kokora　zja：　，，
ここらでは

　r　　　l

i　ku　qzja：
イクでは

hore　，
それ

T　n－1

xse：　ga
威勢が

waru　imoNde
わるいので

　　ド　　　　　コ

iq　pasi　ruqte
イッバシルつて

　　　　コ　　　コ

ju：tQ　na　：　，
いうと；を，

　　r　　　l
SO’ 汲n　二

そこを

ko；　，

こう

　r　　　l

i　se：　ga
威勢が

cukuqda
つくんだよ，

ド　　　　　　　　　　　コ

jo　darjo
　　　　惰力が

　　　　　　　　　　　ド　　　コ

kuga　　deruda　na
　　　　　出るんだね

　　　　　　r　　l

kotoba’ 獅

ことはに

　　　r　　　l
：　，　ho：　sa，

　　　　そうさ

　　　　　コ　　　　　　　　　　ド

iq．pas■　rU，qcJa・　na
イッバシルとはね

　　　　　　　　　　r
mi．Nna　juwa　：　，
みんな　　　いうよ，

r　　l

工ni　〔｝acja醤ra

ミヤちゃん達云わ

　　　　　r
iwano：　ka
友いか

　　　　　　r
C　ju二」○
　　　いうよ

　　　r　．　1
B　sorja　：
　　　それは

sjoNnaidana　jaqpa
しょうがないね　　　やつばり

si　．．．．．　，

　　ド　　　つ

hu　CU　：nO
ふつうの

kotobaq一
ことば
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rd5　na
だな

Y　sorekara　kono　har　sono，
　　　それから　　　この　　ハソの

　　r
ha’so
ハソ

k：UClnO　　皿a，　二

口の　　　　蓬あ

　r
a　ica：
あいつは

　　r
ku’ciga
口が

　　　　　　　　　　　　　　　　r　　n　　　　1．　1waru　’ 奄曹?ｊｕ：koto　o’　ne　：　，

わるいっていうことをね　　　　　　，

　　r　　　　　　　　　　　　n

ha　soga　waru　±qte
ハソJが　　　　 ワノレイ　つで

ju：hu”：ni

いうふうに

A　ha　rsoga
　　　ハソが

　　　l　　　　r
waru　iq　七e
ワルイつて

　　　　　　r　　l
ju：koto　wa
いうことは

　r　r　　：hi　natasju：　rf．a
日向の人が

コ　　　　　　　

コu・ga’・

いうが

　　r　　l
ko　ko　qzja：
ここでは

C　hirnatasju：da
　　　日向衆だ

　　　　ら　　　　　　サ

SO　rJa．
それは

hasuga　waru　i
ノ、スカ：　　　ワノレイ

A　hasoga
　　　ハソが

　　　　つ

waru　iqte
ワルイつて

　　　　　ド　　コ

ju：da　na
いう

　　r

ha　soga
ハソが

　　　「　　　　　　　　　「
　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　の

waru　工qc∂至λ・　na
ワルイつていうね

　　　r　．　．　．．　n　ff　1Y　　　　SO：ju．二ko　 七〇　 〇

　　　そういうことを

　　　　　つ
颯atane　：　，
またね　　　　，

pasoga　waru　iqte
パソが　　　ワルイって云わ

　　　　コ
juw　aN一
　ない

　　r
ka　ne
か

A ド　　て

pa　SOga・
パソが

OS「
＆
ソ

「
p
パ

Y r　l

pa　soga
パソが

warul
ワルイ
　　　　’

ド

　
「a

ア
C
ツ

．
↓
イ

a
ア

　1　　　　　　　　　　1

pa　soNwaru　i
／Cソンワノレイ

A　harso
　　　ハソ

　　r　　　　　　　　　　　　　　　l

h’　a　suqteju：dena　1〈u
ハxつていうでなく

　つ
pa　SO（lte
パソつて

ju二da，
nうんだ

ha　soga
パソが

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ

waru　i　　naNteju　二ka，
ワルイ　　　　なんていうか

　　　　　r　　n　1ano　o　ma　qcino　ho　：de
あの　　te前の方で

Y　ur　cino
　　　うちの

　　コ

hO　：demo
方でも

　　　r　　　l
加：ne　：
いうね

　　r
ha　soga
ハソが

waru．　iqte
ワルイつて

j1λ二kotOW3
いうことは
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A　ku　rc　ii　ga　war　u”　i，

　　　クチが　　　　　ワルイ

「
σ
も

サ　　　　　サ　　　　　　サ

JU・sユ　，
いうし　，

ar 獅盾鰍≠窒潤@：

アノヤロー

k．u　e　i．g　a

クチが

waruiijaro：daqrte
ワノレイヤロ『ダつて『

○，
「
」

「

ad
よ

の
　
ロ

u
う

3
い

警羅∂a‘

Y rso　：　ju　：・k　on　to　：

そういうこと．を
ma：　，
’まあ

arnojaro　：
アノヤor＿

pasoN　warg”　z’jacudaqc一
パソン　　ワルイヤツダ

ja　：．　j　uwa　N”　k　a　rn　ei　：　，

とは　　云わないかね　　　　，

　　r　　　　　l

pa　SUむO　wa
パスとは

A　jurwanoi
　　　云わないね

　　　　　　　　コ
：na　　pasu　qcja　，
　　　　パスとは　　　，

o：kawazja：
大川では

　　　　　　「ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

Juwa篇。・　na
云わないね

C　juwanai　rn5　：
　　　いわないね

B　h　i　rn　a”　t　a　at　a”

　　　日向あたりでは

　ヒ　　　　　　　リ　　　　　　コ

rxzJa・
　　r
ha　suno
ハスノ

　　　n　I　　F　n
warU　ijarQ　二　da　儀te
ワノレイヤローダつて

ju：ko一
いうとと

七〇　r

を

　　　　　ド　　　n
ju：wa’na　1：　，，

いうね　　　　　，

　　r　　　l

ha　su　ate
　　　　　　応
ハスつて

　　　　　ド
ju，二．da　zo　レ

いうんだぞ　，

　　r

ku　cino
Illの

waru　iq七e
わるいって

ju：koto：
いうことを

　　r　　l
ha　su　（1七e
ハスつて

　　　r．　1Y　　　do　：mo
　　　　どうも

ariga　to：
あねがとう

　　　　．　　1
gozalma
ござい震した

　　　　　　　ド
Si七a　　ma　七a，
　　　　　また　　，

　r
i　z．uremata
vaずれ　　また

　　　　10sewa
む世話に

N　na　rukamo
　　　fzるかも

streN
しれkい

の
　
●　

ん
「
U
う

A 　　　ロ　　　　　　サ

sOr3a。　，
それは

nanikano
イ嚇の

　　　　　　r　　　　　l

naNde　sewa　N
何で　　　世話に

　コ

na　rudakamo
左るのかも

　　　　　　　r
siNno：q　ze
しれないぜ

　　　　r　　　　　　　l　　　r
B　oi　mosiTo’　i　’ze
　　　面白いぜ

　コ
hi　natano，
日向の

　　r

hl　natamo
日向も

hucu：　，
ふつう

　　r
wa　kara一
わからない

　
Q

七
　
〇k

i
を

「
a
と

a
こ

●
　
　
，a

「

鯉握謝 amega　suda　rerutoka
アメが　　一スダ｝ノルと；か

r　　l

na　Ntoka一
魔んとかと
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　　　　　　ド
qCU（lte　na：
云って攻

amega　hu　ruqt．e　ju：jo：nakoto：　，
雨が　　　　降るつて　　　　いうようkことを

　ド

a　mega
アメが

　　　コ
suda　rθむe
スタレア

　　　　　　　　コ
kijaga（1七a　qte
キャガッタって

　　　　コ　　　　　　　　　　で

juljQ　：nako七〇　：
いうようなことを

　　　ド　　コ
ju：na　：
いうね

sakutacu
作贋は

ド　　　つ

wa　l，
　r
a　mega
アメが

　　　つ
suda　rθrU
スタレル

B　aii　cuga
　　　あいつが

　　r　　　　　　　　　l

hi　toridaki
一人だけ

ju：wakeqda
いうわけだよ

ド　　　　　　　　　　　　　　

jo　　hoiqda　ga　，
　　　　だけど

　　　　　　　　　　ド
a：jU：kO七〇ba　O
あ、いうことばを

　　　　ド　　　　　　　　コ

Ysonosi℃Omo　　　その入も
hoizja　：　，
それでは

　　ド　　　つ

ja　enθ　：q七e
ヤエ姉って

ju：daka　sono
いうのか　　　その

　ド　　　コ

Q　ba　：saNni　，
お・は．あさんに

　　ド　　　コ

ni　tQ　 rUq．cjUL二dLak：a

似てるっていうのか

B　erko：’zikadano
　　　エコジカだの（と作辰がいうの意）

　
，

㌔
んU

う

「A 　　r
so　no
その

　　　ヨ　　　　　ド

kuci　qda　na
口だな（ヤエ姉と同類の意）

　　　　　r　r’iY　so’no　kucida’ 獅?’@：

　　その　　　　口だね

A r　　　－1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

コae　ne．nO
ヤエ姉の

　　　　　r
kucida　na
口だな

　　　　　r　　　　　　　　　　l

Y　so’ Fju：sito　ga
　　　そういう八が

r　　l　r　　　l
o　ruda　ne
居るんだね

　　r

do　kodemo
どこでも

A　uN　do　rkonimo
　　　うん　どこにも

つ　

a　ru．qdLa，jo

あるね

B　h　i”　nat　ai

　　　日向で

　　　　　ド　　　　　コ
de　　ju　Wano　：
　　　　云わない

　　　　r　　　l

koto　ba　o
ことばを

cukau　qdajo・・・・・…　，
使うよ

Y「|：na耀
　　　コ
Ctane　：
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B鳴ε蝦湖’憂ぎ．d・」・ etq、
U㏄騨r

篠

A 「sヨqdOこ2uradano
シツドーズラだの

「駄「
x艦多鷲是麓…Nt・

　　　　　r　　　－
　　　　　na　’：sito二
人をね

ju：dai「na「二

云うんだな
curama’　itoite
捕まえてむいて

　　　じ　　ロコY　　　　sx　qdo：zu．rataニ
　　　シッドーズラとは

　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　l　　r　　．　．．　1
　　　　　　　　　tod　e’　suk　a’　rie　　　：　g’　u：　k　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：do
どういうことですかね

A rs　i”　q　d　o　：　z　u．　r　a　q　t　e

シット㌧ズうつて

　r
a　no
アノ

　　　　つ　　　　　　　　　コ

Stqdo　：ZUraga　qte
シッドーズラがつて

ko±de　ano：
これで　　あの

r　　　n

ma　zu　，
まず

r．　1jama　guqcaN
山口さん

　　　　　　　　　　　　r
koko　ni　iru　ra　，
ここに　　　　いる．だろう，

r

　sorDo
それを

r

klni一
気に

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

■．ranO．
入らない

　　　　　　　　　　　　　ド　　つ
tQki　ni　　ju．：d．a　工1a　：　，

時に：　　　いうんだね　　　，

　　r　　　l

ja　ma　guqeaNo
山口さんを

kiniirano：一
気に入らない

de　ano
で　　アノ

　　　r　　　l

siq　do二zuraga
シヅドーズラが

　つ　　　　　　　　　　つ
k二i　 t；ei’七eja　 ：　，

キティテヤ・一

　　　ド　　　ミ

sja　『be　rθqcju：一
シヤベレつていつ允ん

daqke
だが

ga， naNte
なんて

　　　　コ
ju：da　jO　，
いうんだよ　、

r

sorega
それが

　　　　　　　　　　　　　コ
k＝θqkjoku　　 jama　 。

結局　　　　　山ロ

gucisaNga
さんが

コ
エ
てk

来

　　　　　r　　　　　　l
te　ha　nasjo　：
　　　話を

sitekurjo
してくれつて

一　　　　　　　　　　　　　　　n

　：qte　ju：da　qej一
　　　　　　いうんだって

　　　　　　r
媒：盆oto　ga，
し（う～＝とカ：　・．

　　　のano．
あのう

r　　　n

磁O　S■
　もし

　　　つ

jama　gUCisaNO
山口さんを

ド　　　　　　つ

kinli　rano：
気に入ら左い

　　　　　　　　r　　　－
bajainida　na　：
場合にだね

　r
a　no
アノ

　　　　ろ
siqdo　：zu．raga　，
シッドーズラが

toka
とか

ド　　　コ

ga　qdol一
ガツドーズラ

rir　uraga
が

　．1．ki　　　te，
きて

r　　　　　n

sjabe　renaNte
しゃべれなんて

juqkega
云ったが

　　r　　　　　　　　　　R

ko　ziranoka　：
知らん顔を

　　　　コ
sitei　’むa，
していた

qte
つて

　　　　　　　ド　　　コ

ju：ko七Q　ga’
いうことが

keqkjO1ζ二u．

結局

ザ　　　　コ

　ano　Si七〇no
あの人の

　　　　　　　　r　　　l
kotobaqda’na　：　，
ことばだな

　　r
ko　ziranoka：
コジラノカー

siteita　qte　ju：ko　to：
シティsつて　　　　いうことを1
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．”．r
J規l　ra，
いうだろう，

　　　コ　　　　　　　　　つ

kozi　ranoka　：
コジラノカー

　　　　　　コ
si℃θita　qte，
しでいたって

　　　「　　　一1
ロ　　　　　　じ

JU・　ra
いうだろう

　　　1
hama　macuno
浜松の

　つ
hO　：qdθmo　，
方でも

　　r
l〈o　ziranoka：
コジラノカー

siteitaqte
シティSつて

　　　　　　r
ju：koto　wa　，
1ハうことは

dama（1七ei七a　q七e
だまっていたって

　　　　　　　　　r　　　l
j双：kO七〇dai　na　：
いうことだね

kokoraq一
ここらで

F　．　n
　zja　：，
は

　「
　　　　　　　　　ロ

。　r3al
俺は

　　　　　　　　　コ
k：Qziranoka，　ニ
コジラノカー

siteita　，
シテイタ

　　r　コ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　の

z■q　z∂a・
字では

「
　
う

Qα
ど

　　　　　　　　　　ド
：　　k：akud．ak：a　na

　　書くのか次

　1　　　　　　　　　　　1

ko　ziranoka　：
：コジラノカー

siteitaqte
シテイタって

　r　　　n

i　wa　no：一
いわなレ・か

r　l　　　　n　ka　ko　：ni　：ra
　　　幸兄ら

B　sorrja：
　　　それは

　■　　rロ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ロ

JU　・　コO
いうよ

koko　razja　koziranoka
ここらでは　　　　コジラノカーオ

コ　　　　　　　　　　　　　コ

　：O　　Sirじθita　・圃

　　　　　シテイタ

　　．．　r．

優Cj・　コO
つていうよ

　　　　　r．　1
A　ki　　　　　　：’ri
　　　　（不明）

　r
e　raku
だいへん

　　　ヨ
a．iSQ　：

愛想
CU猛aqte
使って

　「　　　　、
　　　リ　　　　　　コ

Q　rJa．
オリヤー

　　　　　　　　　（8）
　　r
k二〇　ZiranCka：
コジラノカー

　　　　．一

si七e：L　taq七e
シテイタって

ju：　dajo　，

いうんだ　　，

　　　ド

keq　kjokU．

縞
kokoe
ここへ

　ゆ　　　　　コ　　　　　　　コ

9JO・SコO
行商人が

：nj．N一

　　　　　　　ド　　　コ
ga　　1〈i七θ　na　．，

　　　きてね

　　ド

hu七〇N
ふとんを

kaqte
買って

　　　　　コ

kudasa　i七〇ka
下さいとか

じ　　　コ

　mO　：hu（）
毛布を

kaqte
のマ

鼠って

　　　　　コ
kudaSa　1七〇ka
下さいとか

「j。♂h伽n。

洋搬の

　フ　．

ka　zlo
生地を

kaq“tJe　　k二ud，asa　一

買って　　下さいつ

　　　　　　　l　　　　　　r
2qte　ku　’ 窒浮嘯普@ra
て　　　来るだろう？

ho：siruto　，
そうすると

　　r
da　maq七e
黙って

ko：　site
こうして

iruda”　J’o　，

いるのだよ

　　　ド　　　　コ
dO（≧　para　u
追い払う

wake’　da

識
rn｝oNze”　Nbaraidar 獅＝F　：　，

門前払いだな

　ド　　　　　　　　　つ
O　tr．　otowari　qte
オコトワりつて

　　　．n
孤a，C■

跡では

　　　　　　　　　　r　　l
zja：　ju：da　ga　na：
　　　　　戴うんだがね

r　　　　　n
　sonO　ka：rini一　，
その代塑に，
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　ド　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　翼teO　kotowarina
む断りなんて

ju：　1〈　otoba

いうことば

　　ド　　コ
kO　k：o　razja，
ここらでは

cul〈a：’no：damc一
使わft・va：がら

Ndade　，
r　　　　n

maei　karaqdemo
町からでも

jOme（lkodemo　　k：iteirja二
嫁でも　　　　　　　来ていれば

sore：
それへ

r　l
u　raho：demo
俺の方でも

　　　　　　　　l　　　　　　　　r
okotowari　qtejo：　o’o
オコトワりつていうよ

horja：
それは

螂老絡熟zj鞘

コ

a　：

c　rhon：zura
　　　そうだろう

A　’t’　’”：．　kite”　mo　，

　　　　（誰か）来ても

　ダ　　　　　　　　　　コ

Q　kO七〇wari　qtθ
オコトワりつて

ju：dajo　，
いうんだ

r

　so：suruto
そうすると

ikuda　jo　，
いぐよ

r

soNnakoto：
そんkことを

　　　コ
kOkO　rad．e
ここらで

　　r　　　　　　　　l

ka　etasito　wa
生れ育った人は

iwano：cta” 鰍

いわないのだよ
so±damoNdade　，
だから

seNnatoki　nja：
そんな時には

　　r
kQ　zirano一
知らん顔

　コka　： site！rudajo　koqei　：　，
しているんだよ　　　こっちへ

　　r　　　　り　　　　　の
Ra　n∂o．
何を

iqte皿O・
云っても

ド　　　　　　　　　　　コ

SQ：SU．ru’むO
そうすると

korja：
これは

　　r　i・1
da’　meda　naqteqte
だめだなって云って

iqejauwakeda　±　，
行つちゃう訳だ

　　ド　　　　　　　コ

SQ　nQ七〇ki　ni　，
そのときに

　　　　n　r　　　l
eukau　koto　ba　ga
使うことはが

　　r　　　　　　　　　　：

ko　ziranoka　：　，
コジラノカー

　　r
　　　サ　　　　　の

so　rJa。
それは

　　　　　　　　　コ
da｝魏1aq∫じeta　qte
黙っていたって

　　　　　　　　　ド　　　コ
ju：k：otoqd．a　na　：
いうことだな

ano　，
あのう

kaisecus±ruto
解説すると

「
・
・

　
a

．
∂r

は

♂
俺

　ド
ka’Uga
買うのが

　　　　　　　　コ

jadaqkθde
いやだったから

　　ド　　　　　　　　　　　　　コ

da　ma二qte＝Lta　q，te　，
黙っていたって

　f
a　iso：一
愛想をし

　　　　つコ
sinai　（差te
ないって

ju：koto
いうことを

　　　　　　　　　　　　コ
O　　　kOZiranoka　　：
　　　コジラノカー

B　maygu　do：ju：tokiga
　　　まず　　どういう時が

　　　r
e：da　na　，
良いかな　　，

r　　l

to　捻ika　ku
とにかく

　　　　　コ

kQ：siN　saNwa
庚申講は
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　．r
e：　na
良いな

A　rko：i　s　i±NsaATwa

　　　庚申講は

コ

θ　：　，

良い，

　ド
k二〇：　SiNsa蕪ni
庚申講に

ma’しa　　lく＝itθnユニLrja　：

綾た　　　きてみれば

　　　　　　　　　　　　　　ロ

θlwa　3a
いいよ

B　一一・一一
　　r　　　n
sa　kjo　：
酒を

naNsjo
とにかく

nomuqdena　：
飲むからfm

Y　nani
　　　何

　　　　　　　ド
sono　　ha　cigac旦
その　　八月

　　　　　　コ

jo：kade
八日ですか

　　r　　l
su　ka ko　Ndowa，

今慶は

　　ド　　　　　　　　コ

so　notOki　wa　，
その時は．

r．．　．1

kエ　temO
来ても

コ　　　　　ド　　コ

θ　：ka　ne　：

良いかねえ

　　　　　ド　　　　　　　コ

AsOnotok：iga
　　　その時が

ki　temo
来ても

　　　　1　l　　　　　　r
joika　qcju：ko　towa　na　，
良いかつていうことはね

ano
あの

ko：site
こうして

　　　：　r　　ljar簸　q℃ju二kGto　sa
やるつていbことさ

ozisaNga　ano　，
沿じさんが　　　あのう，

ド　　　　　　　　　　コ

　kQkQ（lz：3a　：

　ここでは

　　　コ
k：ami　juzimano　　ano：
上湯島の　　　　　　　あのう

r　　　　　n　1mori　sita　tadajosi　qtju：sitoga
森下忠善っていう入が

ザ　　コ

1く：Q　：siNsa互1aDQ

庚申講の
r　　l　1to　：baNrasi　：wa　，
当番らしい

　　r　　　　　l

Sl　MOjU
下湯島にも

　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　り

Z■皿an↓孤O

　ド　　コ

零縫あ㎡妻k騰i七〇難da
　　r　　　　　　1　　　　　　　1　r　　　l　1
hu　ta：cu　aruda　jo　miq　cu　aruda　jo，
ふたつあるんだよ（全部で）みっつあるんだよ

　　　　　　　　r　　　l

sono　mzq　eu　no
その　　　みつつの

　　　e－

UC■　nユ　，
内に

r　　l
憩a　da
まだ

r　　n
k＝i　 ：『しe皿ゴ．nai

きいてみない

r　・　．’g

do　ko　一

どとが

ga　t　o：　b　a　tN　d．　t：｝．　Ll〈a

　　　　当番次のか

　r　　l
o　ra
俺達の

ga　kumja：
　　　組は

　　コ　　　　　　　　　　　　コ

Qza　watadaici
小沢忠一っていう

qtju：

UCエga
　　　　　　　当番だが家が

r　．’　p　．　1ka）　ba　st　　　　　　　　kuna　ida
かんぱしくkいのだ

rtg”：baNdaga　sornoi　uci：　wa　do：mo　aNmcari
　その家は

rn
1　mahai

今もう

　　　　　どうも　　あんまり

　　　　　　　　　　　　　…
　　　　コ　　　　　　　　　　　　　

saqSU　rutokorO　ga　g　　　SQide
察するところ　　　　　　　　　それで
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　　r　　l
so　no
その家は

　　ロ　　　　　　UCJal damei　dade
だめだから

r　　l
魚a
まだ

dgc一　hutakucii
　　　ふた口の

，

・
工

　
n

r

i
の

㏄
家

On

N♂
ん

「
　
う

聖搬a二 鶴毅… 三巴器
　　　　　ド　　コ　　　　ド　　ネ
a　　aq　ta’　ra　na
　　　あったな

or6
撫れ

ザ　　　　　つ

de］葺wa，　dede孤O
電話ででも

hagal〈idedemQ
はがきででも

　じ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ド

si　てgasi’七e　jaruqde　na，
知らせてやるからな

ho：daga
だけど

　　ド　コ

aq　tθmona：，
あってもな

　　ド　　コ

aq．℃e　mo
あっても

　　ド
so　k：oje
そこへ

9
　
・

Oぱ
応i

一

　　　ダ　　コ　　　コ

juq　 tθ　mi　’むθ　，

云．．つてみて

　　　ド　　　　　コ

naq　toku　site
鰯して

k：ししコ〔一enaik：otOarユja：

くれ攻いことには

”sii　joN一

しかたが

　　　　コ
naida　de　，
ないんだから，

　　r
ko　no
この

kami　juzimano　are　daqtemo　kono
上湯臨の　　　　　　　あれだっても　　　　この

ozi6qNga　PanoNde　na，
　　　　　　　　　頼んでな澄じさんが

dade
だから

r

lrolrO　，
いろいろ

sono
その

r
hac±be：一
八兵衛の

　　　　　　　　ド　　コ
纂O　　ucida　ki
　　　　家だけ

P．　．anoNdej　aruqte
頼んでやるつて

　　　　　　ド　　ヨ
ju：kO七〇　mo
いうことも

　コ

kO　rja
とれは

　．　r．

e．　コ。

良いよ

sOr3a
それは

　　コ
kO：』獅堰Fraga，
幸兄らが

r　　　　　l

込an■
何や

　　　　　ダ
ja　　ha　cibe：ja
　　　　八兵衛は

aワ
「
」
U

「
No

夜
k
今

r

　　　　　　　　　　　　　　　コ

。　kjakusaNk：a　：
冷客さんか

　l　　　　　r
ta　d．哉q　七e　，

忠って

　　　ド

加畷te，
云って

　ド　　　　　　　ド　　コ

i．七aqPte　辺○
いたっても

．　1　．

JO　ユー
良いん

　　　ド　　つ
da：　na’：
だな

ano：
あのう

becuni　，
べiつに

　　r　　n

si　to　no
他人の

okjakusaNo　na　ze
お客さんを　　　　なぜ

tano　Ndata：
頼もだとは

juwareno：de　da：remo
云われないから　　　誰も

　　　　　つ
hazilne　s　a．Nd　aq℃erao
一（はじめ）さんだっても

p
ら

e
か
d
だ

砿
ん

一
いe

良

Or狙
℃e二野d

誰

min　ai　i　rt　oi

み准いと

　　　　　　　ド
daga　SO　noucie，
だが　　その家へ

　コ　　　　　　　　ド
エna　zu．ide　且a：　P
まずいからな

じ　　コ

so　 ：denakerja
そうで攻ければ

r

ko：sjo：site
交渉して

　　　　　　　　“

gjo：sjo：ka一
行商かkんか

na　Nno　kataciqde
の　　　　　形で

　　r　　一塁
sa’ 汲＝@nacurinl
魚釣りに：

k．itaga　iKiha　gureta一
来たが　　　　　　　行きはぐれた力弐
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　　　　　1　　．ga　d．　oA　　　　　　　．］笈。
　　　　どうも

ore
お・れ

ド　　　　　　コ　　　コ

　kuru　皿a　ga
　董が

pa聾ku，sita七〇ka　，
パンクしたとか

　　　　　　　　　　　　　　　サ

3are・
やれ

「do聾d♂Lユ（Q（le

どこかで

　　　ド　　コ
baq　七e　ri：ga
バッテリーが

　　　　　　　　　　r．　1　1
0waqtatokaq’　de　sa　：　，
終ったとかでさ

　rdo　：demo
どうしても

tomete
とめて

　　　．　．　．　．1
　　　　　　　　　qtekurjo：ja：
くれつて

iqte
exつて

　　　r　　a
ike　ba　：
行けば

　　　の　　　　　　る

sor，］a．

それは
daNmaqte一
だまって

　　r　　l
de　皿O
でも

　　　　　r　n
ikeru’ 鰍

行けるよ
hitonouci：
他人の家へ

ド　　つ

ko　nOheNzja：
この辺では

　　ダ　　　　　n

ko　nouei　：
この家へ

kt一　taqtemo　huNdaga　to　mete　kurjo：ja
来たっても　　　　だけど　　　　泊めて　　　　くれといって

：qcjuqte
r

　a：da一

あsだ

1口edame　qcjaこ
めだめとは

twa　naida　zeqta±　’，
いわないのだ　　ぜったい

ド　　　　　コ

dQko　nOuci
どこの家

Jama
山が

ga　，

　　r　r　　n
so　rga：　sa
それはさ

　　　1，
dame　qteju：
だめつていう

：Le斑○

家も

　　　r

aru　ga
あるが

koko　qrazja：
ここらでは

miNna
みんな

　ド
O　tasuk：e　，
オタスケ

　　　　　1　　　　　　　　　　r

翻浮居達瓢茗警蟹ou儀 cja　二 naNdaga　，sono：，
何だが　　　そのう

　　　コ　　　　　　　　　　ド　　コ

1〈oma　qtasi七〇　wa
園つた人は

tometejaru　，
泊めてやる，

　　ド　　　　コ

da　na：
だなあ

　　1
P，．v．a　ga

俺達の
ata
あたり

’r工鞠

　　　　　　　コ
demo　　ho　：qd．aga
でも　　そうだが

　　　　つ　　　　ド

Ydesu9：a，，
　　　ですが　　　　，

　　r　　　　　　　　　　l　　　　l

so　notokoro　ene　：
その所へね

　コ
ma　二・

まあ

　r
o　zisaNno　ano：
瀞じさんの　　　あのう

　　　　　　　　　　　コ
SOno　　nakama　no
その　　仲間の

ko：siNko：no
庚申講の

　　　　　■　　　r　　つ

tokoro　e　wa
所へは

OZゴ．sa’聾ga

勘じさんが

　　　　コ　ド
ゴ，kudθ　　sjo
行くでしょう

　　　ドコ
A　　u唱N
　　　うん

ikudaikuda
鴛く行く

Y　horkano
　　　蟻かの

tokoro
所へ

1　　　　　　　　　　　　　　　1

　e　ano：　ma　：
　　　　あのう　　まあ

　　　　　　　　　じ　　　を

iqtabaaini　ne’：
行った場含にね

　　　r
，　　O　裟iSa］冥卿

　　おじさん
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　　　　　　　　　　コ　　　　ド
wa　　ika翼wake　da　ne
は　　行かない訳だね

A　i　rkana　ii

　　　行かないさ

　　　　　　　　コ
sa　　ikanal　sa
　　　　行か次いさ

　　　ぼ　　　　　　ロ

婁撫a●

Y　4．r　k　j　ai　：

　　　行けば

　　　　コ　　　　　　r　　　　　n　　　　　「

墓零がga　憲醸聞錫ぜjau　ne

A職呈雛・轄δ・・
　　　　　　　ド
ikarenO：　ga　，
そうカ》れ丘し（が

　　r．

so　．Kowa
そこは

　　　　　　　　　コ
ilk＝areno：ga　一
行かれないが

．ja；qte　ju：kotowa　a　rusa
つて　　　　いうことは　　　　あるさ

　　　ロ　　　　　　サ

sorJa：
それは

　　　コ
haci　be：nara　　icio：
八兵衛なら　　　　　一応

ド　　つ

　si　Nsekidade　，
親戚だから

r　　　　l

naN　da
　kんだ

　　r　　　　l
ka　mi　ju
上湯臨の

z■皿anO ko：siNsaNe
庚申講へ’

kimi： 1〈　i　t　e，m　」　o　：　」　a　i　q　p　e　N　，

来てみよ　　　　　いっぺん

　　　1　．

teie　Da　，
といえぱ

oraga　，
俺の

r　　l
　ta　maci一
田鰯の

no rk　en　N　t　a　o　¢　u　r　e　t　e

健太を　　　連れて

　　　　　コ
ku＝rujQ　 ：na
くるような

　　コ
皿O　Ndθna　：　，
もんでも

「
・
■C「

a
ら

m
か

「

a
町

t
田

儀kara
一　　＝・

lcu　mo　oraいつも　　冷れ 餉江Z
が
N
数

デ
八r

n

　　　　　1，
SU．klししna　imO］19de
’少ないので

ド　　コ

ke　N七ani
健太に

　　＝　　1
no’ 汲

残って

qte　kur」o：”　qe」u：dai　je　．

　　　　くれつていうんだよ

ja　rr　o一　’：

野榔

　　r　　　　　1．

no　m±ta　imoNda一一
飲みたいのでな

　コ　　　コ
de　n．・a　　　　　　二

C　　「nδ鶏艮da∫k8
　　　飲むのか

keNn．i
健兄は

：wa

コ
aj

は
嘉A 　コ　　　　　コ　ド

ss　」　o　Nn．　a　　　　　　ida
しょうがないよ

sa．k．　eqkura±de
酒飲みで

C　h　or：　k　ai　’：

　　　そうか

A　ker　lfftaro：rsa　，
　　　健太郎さ

　　　　　　（9）

　　　　　　　　ド
kazl七akθ　滋O
カジタケの
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C　ru”N　kaz±takeno　keNtaro：saNrka
　　　　うん　　カジ9ケの　　　　健太郎さんか

Y r　　l

na　Nka
丘にか

　　　ロ　　　　　　の

waSJa・
私は

　r
O　zisaNn工
お・じさんに

　　　　　　　　　　　　　　　コ
iq七e　　エnOrai七aijo　 ：na　　k＝iga
行って　　貰いたいよう攻　　　　気が

　　　　r　　x
seru　ne　：　，
するね

　ド　　　　　　　ヨ

O　mosirQ　id．e
面白いから

A　o　rmos　ir　oi　ka：

　　　面白くは

　　　r　　l

nal　sa
ないさ

becun±　，
EllYC

　　ド

be　cuni　　ura
別に　　　　俺は

koto　ba：
ことばを

｝〈aete

変えて
cukaieno　：de　jaqpa　rl
使えないから　　　　やつばわ

r　l

±　ma

A　胃

コ　　　　　　の　　　　ヒ

JU．」O　nら
いよう友

　コ

wa　keda一
訳だが

r　　l　　　n

ga　sa　：
ね

B　ormosiroi　ida　r鰍潤@hoNto
　　　お・もしろいよ　　　　　　　　本i当に

　　　　　1　rr　1
konoda　iku　wa　：　，
この大．工は

r　　　　n
mazu　：　，
まず

r
beNmo
弁も

　コ　　　　　　コ

ta　CU．si　：．

たっし

　　　ド　　　　　　コ

A　　koemQ
　　　　　声

七a　CUka
　たつか

B
r

a，
「
σつ

や
r
i
い

　　　　　ド

bθNga　sa
弁がさ

Y　soreni
　　　それに

　　rn
ko　e
声が

　　　　　n　　　　　　　r

ga　to　：rusi　ne
　　　通るしね

B
ド　　　　コ

koe　ga
声が

　　コ　　　　　　　　　つ

tO　：q’じ（Sn　a　：　，

通ってな

soide
それで

r　：

be　Nsidade
弁士だから

　コ　　　　　r　　－l

jo　iga　na　：，
良いがなあ

ko：ju　：
こういう

Y　irkura
　　　いくら

　　　　　　コ
haエユasjo　：

話を

　　　1　　　　　　1　，

sユte　憩One　：　，

してもね

　　r　：

ko　e　ga
声が

：o：ra　Nto
通ら攻いと

B「k?８ cb：ra　naito
通らないと

　　　l　　　　　r

dame　gda　，jo
だめだよ
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A　ano：　korei　no　t．o：rana”s£o
　　　あのう　声の　　　　　通らないと

ロ　　　　　　　

JU．wa
いうのは

”kQma”　gtagleNdanan　：　，

　困ったものだkあ

rk　x：　mu　rasa　im　o　anO　，

木村さんの　　　　　あのう

　　　1　．　．　．　rrr
　sja’　te：qkozo：gana　：　，
弟がな

　rl
a　o　slma一
青島幸一って

」
エC註抽

な
qtena　二 響u瑞嬰鴬。ld・i糊。二k・実輩彙髪一

Nc4kugjo：k　u’　miaino
組合の

　　r　　．　1
ku’ 高奄

組含長は
icjo：wa　，

　
θ七㎞

・
a
てk

け

一
か

　
s
し

「

o
押

kita一
来ただ

qdagana　：　，
がな

ド　つ
to　　：me：蕊○　，

東名高速道路の
maNda　，
まだ

On
、

「
θ
の

i
家

　　r　　　　　　　　n

ma　Nnaka：
まん中を

Vo：qcjaqtada　jo　，
通ったんだよ

soidamoNdai　1〈o　＝Nda
それだから　　　　今度

　　　r　　　　l

hiq　kosi
引越しをして

oslte

　．　　　1

nqpa　na
立派な

　　ワ　　　　　　の

UC30．
駈

　　　　　　コ　　　　　　つ

CUku（lta　gana　：
作ったけれどね

ド　　　　　コ　　　　　　コ

sOre　ga，na　：，
それがな

　r　l
a　o　slma一一
青島幸一つ

　　　　　つ　　　　　　　　コ

kO：ici　Gtθna　：
てな

nqpa
：立派な

l　　　　　　　r

　na　ni　NgeNda
　　　　人間だ

ura　ta：
俺よりは

　　　コ
waka　iga　一一・

若いがね

na　：， sorede
それで

　コ
ha　二
もう

　　r　　l
ni　ki　daka
こ二期か

saNki　，
三期

sizo：ka
静岡

daikukeNclkugjo：ku　’imiaino
犬工建築業組合の

　　ギ　　　　ミ

盆umia
組合長を

ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　

三CJO・0
　　r　　l

nS　ki
こ二期

JarU一
やる

　　　つ
wak：e　dajQ　，
わけだよ

ド　　　　　コ　　　　　コ

SQre　gaと1a　：　，
それがなあ

mazu　，
まず

ド　　　コ

oja　ka七adadθ
親方だから

Jaqpan　，
やつばb

ha：　，
もう

sono　，
その

r　J　．　．
　9ユ　kaユga
会議が

hazimarja：
始まれば

　　　ド
，　　1　ki捻．a一

　　留頭に

ri　a　isaco：
　　　あいさつを

　　　　　　　　コ　　
Sユru　　wake　qdajo，
する　　わけだよ

ド　　　　　　　つ

soida　ga
だけど

kpe　ga
．声が

to：rana　kute
fa＿ら　ftくて

sijobl－na’i　，　sosite　ko：
どうしょうもない，そして　　こう

じ　　　　　　つ

sjabe　qte
しゃべって

±tena　：
いてね　　，

r　　　　　　n

sjabe　qte
しゃべって

　　コ
i七a‘ 曹狽?　・・・・・…

いたって（早口　不明）

　　　　ヨ
iki】na　sita’ga　，
いきましたが　　　　，
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q「’ 狽?ｊｕ：jQ－1二ni　　daNd，εこ1　N　　na　q七e　　k：U　rU．dajo　，

　　っていうように　　　だんだんに　　なって　　　くるのだ，
so：siruto
．そうすると

r　．．　”J　1
zibuNde’mo
　　自分でも

r　1・．　．．一　1　．
○工no　：rasi：da，　コ0

　気がっくらしいのだ
so：s±te　mata　，
そうして　　　また

r　　　　　　　l
omoicta　一

　思い出

itajo：ni　mata　o：k±’：
したように，　また　　大きい

　　　　　ド　　　　　つ

kOeSi　cja二　na　，
　　声をしてはね

ju：daga
云うのだが

r
　　の　　　　　　　ロ

so．s■一
そうす

ruto　　孤a，ta　　聡uko二no　　ho　　：e
ると　　また　　　むこうの　　　：方へ

sono
その

ド　　　　　　　コ

joNzju．　：niNmo
　　　　四十入も

sa：．q’te　一

座って

　　　　　　　　　1　r　　n
ru　’h｛anasi　zu　ra
いる　　　　話だろう

ho　re　，
それ，

　　　　　　1．
soidamo　“Jde
　　　だから

ド　　　　　　コ

孤aiku．　dθmQ
　マイクでも

kuqeuke　t．e　okuqde
　くっつけて　　　おくので

　　　　　　　n　r　1
nakerja：　na：
　　　なくてはね，

ano：
あのう

　　ド　　　コ

1くU　I且ia　icjo：no
　　　組合長の

haエ〕asi
　　話が

　　　　　　　コ
ga　　d．ame　qda
　　　　　　だめだ

soide
それで

　　　　　　コ
are（！aki　ga，，
　　あれだけが

　　ド　　　　コ

ku　mia　icjQ：mO
　　　　組合長も

r
孤〇二ciqt◎

　もう少し
koega
　声が

　　　　　r　　n
to：ru　七〇
　通ると

　n　1．jo　iku．皿±a　icjQ二
良い組合長

　　　　　　コ
daga雄a　l　q一
　だがなあつ

じ　　　　　　　　コ

七Q　　omQ　二dajo，
て　　　思うんだよ

r　　　n　rO瓢。　：qcjuニユく〇七〇　wa・
　　　思うっていうことは

　　r　　n
lq　pa　Np．o
　　一般の

　ら　　　　　　　　　　　　コSJuonx
象に

　　ド　　つ
　　　ko　enak：ja：ki
　聞こえなければ

　ド　　　　　　　　　コ

i　manaN七〇
　　今なんと

juqtadaqkeqte
　　云ったかって

ju：sitoga
　いう人が

　　r．　1
　　　to　r±demohi
　　　　一入でも

aqtazja　hana・si
あったんじゃ　　　　話に

　　　　　　　　　コ
ni　　nara葺O　：　，
　　　　ならない，

　r

a　re
あれ

joikumialcjo：daga　koe　ga
　良い組合長だけれど　　　　　声が

　　　　　　コ　　　　　　　　コ
’じQ　’r　an．0　：dak：i　ga

　　　通らないだけが
keq’じe　N，
　欠点，

　　　　　　　　ザ　　つ

daga　su　go
だが　　　すごい

i　　e：（！a翼nadena　二
　　　　良い旦那でね

　　　ド　　コ

siq　ka　risi七e　，
　　しっかりして，

r

sorega．
それが

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　

ki　ユnし毛rasa聾範O職a　：　，

　　　　木村さんのね

ド　　　　　つ

Ojaka　七ano　，
　　　親方の

　ド　　　　　つ

Q　jaka　taq【じe
　　　親方って

捧
・
e
健

r
k

cjallno
ちゃんの

　　　コ
kOZO　：　，
小僧

ド　　　コ

　n．aN　rじe　　ju：

　　何て　　いう

　　　　ヨ

kQZO　：daqta
小僧だったか，

r　　l

mx　sao
　　みさを
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C　uN
　　うん

A　a　r’　rega

　　　　あれが

　　　コロ

iqte　i七a
行っていた，

　　　コ

desi　ni
　弟子に

B　dersini
　　　　弟子に

　　　コ
i（｝te　ruka　　ano＝
　行ってるか　　あのう

ke　N，
健，

ド　　　コ

ke　NdainQ
　　健大工の

A　arre　d．a”　ikun±

　　　あれ　　　大工に

　　　　　　　　　　1

sirudaqejo：　wa
　するんだそうだ

B　dorreo”　ja
　　　　　どれを？

A　mirsai・　oqt」u：dage」o：”」o

　　　　　操っていうんだそうだ

B　r 汲?ｉ　Ndair
獅

　　　　　健大の

A　ko”’zo：

　　　　小僧

B　ano：
　　　あのう

　　　　r
A　vo sibo：no

トシボーの

　　コ

sjate：
　奮弟

C　dcr　rGg　a”

　　　　どれが
do’　：daka
　　どうか

A　tarfto　irude　wakarano：i　a－daja
　　　　沢山　　いるので　　　　わからない

。　tarNtoi
　　　　沢山

　　　　r
aruda　na
あるんだね

A　sor：site　juNbe　ore　sokoi　tomaqte
　　　　そうして　　　昨夜　　おれ　　そこへ　　　泊って

　　　　r　　l　1
kita　ga　see　：
　　　釆たがさ

　x皿ユ．　tiC　aWO　，

　　操

　．r
m±　sawono　，
　　　操の

oto”　qcjatsTno　，

　　　お父さんの，

naN　da　，
　なんだ，

　r　　　　　l
a　n．ide　一

　兄弟
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・・ga　ki七・k・ガ」a，
　　　　　　　　　　　　　今夜子が　　　来た

ド　　コ　　　　　　　　　　　コ

　rLi　呂ju：rQkしし　nO
　　　　　二十六の

ko　daN　，
子だが，

1〈a　wo一

顔を

　　　コ　　　ド　　コ
d．ase　q　te　qkja：
　　出せって云った

sO二sitara
そうしたら

　　　　　ド　　　　コ
k：ita，q　ke：　sa：　，

　　　　来たよ

　　　　　ザ
sO；si　七e　，

　そうして

ド　　コ

hO　N七〇：ri
　　　本通り

　　コ
kjU　：cjo二］範eno
　　　九丁目の

　つ　　　　　コ
ko　二1〈〇　二

　こうこう

　　　　　　　　　　　　ド　　　つ
kO：ju：Oi七aci（l　dθ
　　こういう生い立ちで

　　ド　　　コ　　　　　　　　　　　つ

∬1i　saO　qtju：工Rono　wa
　　　　操っていうものは

soreno　hikodaka
それの　　　曾孫か

Jasjagonl
　ヤシヤゴに

ataru一
議るん

　　r　　l
da　ZO　qtju：・kOto二　，
　　だそっていうことを

oye
おれ

　　　　コド　　コ

juq－ta　da　 jo　，

　云ったんだよ

　r

o　re
おれ

ojakatano一
　　親方の

「
。

6

a
ね

「
　　ロ　　　　　　の

a’rJa・
あれは

hi　1〈odaka
　　曾孫か

　　　　　　　　r　　　n

jasjagoda　jo
　　曾々孫だよ

ojaka　tano　，
　　　親方の，

ド　　　　　　　　　　コ

hoN’む。：ri

　　本通り

　　　　　　　　　　　じ　　コ
k＝ju：cjQ：mθZu　 ra
　　　九丁屋だろう

kimura　tacuzo：
　木村　　　　辰蔵

iNbeno
面部の

　　　　　　　コ

masaコasu　 wa　，

　　　正保は

SOSitθ　　k±　mu．ra℃aCUZO二
そして　　　　　　木村辰蔵

iNbenomasajasuq一
　　　　面部の正保っ

r
teju．二

ていう

　　　　　r
namae　wa　，
　　名前は

r　　n

　se NgeNsamano　husiNno
浅聞神社の　　　　　普請の

　　　r
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

s∂u．　．r工nO

　　　修理の

　　　　「　コ
七Qki　n■
　晴に

kimura　q．teju：
　　木村っていう

　コ
se　：o　，

姓を

moraqte
　貴って

　　　　　r　　l

aruda，　zo
　あるんだぞ

waqclraga
　　私らの

　　　　　つ
hlkOzi　：（iaka
　　　曾祖父が

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　

jasjagozi：　wa　q℃θ　ju：
　　　　曾々組父はっていう

hanas：L　o
　話を

　　ダ　　　つ

s二L　ta　dLajo　，

　したんだよ，
so：sitara
　そうしたら

　　r　　　　　－

si　rano　：qte
　　知らないって

　　　　ユ
ju：da　ja
　いうんだ

mユsaQga，
　操が，

o　rt　o”　q　e　j　a　NtlgO）a

　　　お父さんが

　　の　　　ロ　　　　　さ　

SO．JU．
そういう

hanasi　ga・
　　話が

ド　つ

a’（lcura
あっただろう

　　　コ

ozi　：cjaNka（1一
おじいちゃんか、らかって

tara
玄ったら

　　　　r　　　l
naNni’　mo
　　何にも

　　　　　コ　　　　　　　じ　　　　コ
siranO　：（雀cuq　keja　：　，
　　知らないって云ったよ

SO士dθ
それで

r　　l
ki　mura一一

　　木村

七aCUZO：
　　辰蔵

　　　　　　　　　　　　コ
iNbenOmasaja，su　qtθ
　　　　　三部正保って

．　．r
JU一　wa　，

いうのは

ド　　コ

　ki　皿ura
　　木村

　コ
ke　Ncj一
　健ちゃ
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aNno　，
んの

misaono　ojaga　keNi”　cide　，
　　操の　　　　親が　　　　　健一で，

rkeN　ii　’
モ奄獅

　　　健一の
OJazエga
親父が

kimuratoi　josakuqde　，
　　　　　木村豊作で

tojosakuno　ojaziga
　　　豊作の　　　　親父が

sjO：su．ユくedLa：　一

　　　庄助大

ikuqde　，
　工で

ド　　　　　　　　　　　　コ
SjQ二SU．k二eda　　　　　　　　　　　ikunQ

　　　　庄助大工の
Ojaziga　kimuratacu，
　親父が　　　　　木村辰，

　　　　コ
zjana　i
じゃない

　　　　　コ　　　　　ド
七aCUZQ　　：ZU．　ra　，

　　　展蔵だろう，

　　　　　　　　　　　　　コ
kimuxasjQ：suke　Ntoki　　ha1
　　　　　　木村庄助の時　　　　　もう

ド　　　コ

MJO　　・Z工9；aし

　　　苗字：が

　　　コ　　　　コ

aq一しa　da　jo　，

　あったのだ，

r　1　．，．　．sOno工na　enコa．　，
　　その前には

　　r　　　　　l
－ta　cuzo　：Nto一
　　　辰蔵の時

k　，j　a：　，

　は

　　r．　1　　　　　　　：
ta　euzo　：d2一．ki　daze
　　　　　辰蔵だけだぜ

a－rsa　，

あれは，

ド　　　コ
　　の　　　　　　　　　　ロ

　遊」○　　。z■ga

　　　苗字が

　コ　　

na　idajO
ないんだよ

sonoto　：ziwa　，
　　その当疇は，

ド　　　　　　　　コ

SOldake　N
　　だけど

ド　　コ

se　NgθNsaNno
　　　浅間神社の

aNtokini　，
　あの時に，

　　r　．1　”　，　．．r　．1
　　　si　Nv，o－tokl　nih－u

　　　　　普譜の時に

　　ド　　　　　コ

k1．　mu，ra　 qte　　　ju．：

　　木村って　　　　いう

Se　：Q　　皿Qra（亙te　，

姓を　　　貰って．，

　　　　　　　ド　　　　　　　　つ

iNbenoエita　 sa，jaSUL　qLt；eju，：

　　　　院部の正保っていう

irete
入れて

　．r

kユmura，
　　木村

na滋aeo　，
．名醜を，

　　ド　　　　　コ　　　　　ド　　つ

ta　CUZQ．：zu　ra
　　　　辰蔵だろう

　　r

ta　cuzo　：o　maNnakai
　　　脹蔵を　　　　　まん中に

hONtO二no　，
　　本当の

　r

o　sana　，
　幼ない

℃Qk：i　no　　捻ar丑aewa　，

時からの　　　名萌は，
1〈imurataeuzo：
　　　　木村籏蔵

ドコ

i　聾beqtθ　，

　　院部って

　　r
na　捻ina一
　なにな

　．p
mユ　Nno
　に院の

p　．一一　一　r
i　Ndad．e　na　　，

　　院だからな，
ko　zatOheNno　，
　　　こざと辺の

ゼ　　　　　コ

i】X’kO　　zina］盛t；e

　　院居士なんて

　コ

jok：u
　よく

．
6
う

U
、

．
∂
し
「

ドコ
工　聾，

院

ド　　コ

わetOju．：
　都という

ziwa
字は

　コ
bu’р≠鰍n

　　部だ

Y
ド　　コ

b1λ　：，

　部

　Thu　ix一

ふん

A　bu，
　　　部，

bu，
部，

rl　r　　li　Nbenoma　sa　jasuqte
　　　　　二部の正保って

ド　　　コ
　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

SコO　・七〇E｝U．

　　正という

　．　．r
zlnO　na　，
　字のな，
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　　　　　　　　　コ
iNbθnOmasa　jasuqte
　　　　院部の正保って u

う

．
「
」
し

na慾ae
名前

　コ　
搬O　qteru．，．
　持ってる，

　　　　　　．r
ar臼　　n　 qpa一
あれ　　　立派

　　r　　l
na　ze
　だぜ

コ

。　ra，］Nho：　，

　　俺の方，
so±de
それで

r　　l　r　l．so　reo　a　o
　それを

simako：tc　tn±
青轟幸一に

Y　sarmuraika
　　　　　　侍か

　1　1　r　　　lna　Nkami　ta±da　ne　：
　　　なんかみたいだね

　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　コ

AaOsimako：ici　slni
　　　　　　　　青島幸一氏に

　　　r　ll
juq　ta　dajo
　云ったのだ

juN－be
ゆうべ

ci：qto
　少し

ド　　コ

」Oqte
酔って

　　　　つ
itamQ　製de　，
　　いたので，

　　ド　　　　コ

su．　sjQ　：

　寿司を
moraqtari　nani　kasite
　欝つたり　　　　何かして

r　　n

ml　Jage
　　みやげ

moraqte　Zomaqte
　蜜って　　　泊って

　　　　　　ド　　つ

ki七aga　sa　：
　　　来たがさ

orJa：　，
俺は

SO：si七a　七〇kQroga
　　そうしたところが

r　　l

na　Nda
　何だ

omaesaN
　お前さん

　r　　　　　l
SO　kO王1ユa　de
　　そこ迄

keNkju：s±tei　rukaqte
　　　研究しているかって，

　　　　　　　　ド　　　　コ

keNkjUL：si　tθi　ru．qte
　　　研究しているって

zibuNno　，
　　自分の

　r
o　rga：
　俺は

　　　　コ
icida　重daik：U．（差dtc
　　　　一代大工だ

　　r　　l
ga　na　：　，

　がな
ore皿O
　俺も

r

daikude
　　大工で

ici　dai
　一一一ekt

ド　　コ

ーtQ　：rud－ade　，

通るんだから，

　r
o　reno
俺の

　ロ　　　　　　　　　ゆ　　ロ

03az■．wa
　　親父は

kimuratojo　sakuqdaga
　　　　　木村豊作だが

　　ド　　　　　つ

tO　jos哉　k：uno
　　　豊作の

ojazijori　koreo
　親父より　　　これを

soreo
それを

　　　　　　　　　　　　　　コ

iNよ）enoエnasa　jaSujOri
　　　　院部の正保より

r　　　　　l

　mada
　　まだ

　　　　　ド　　　　　　コ
sonO工’nu　ko：O　　　orJa
　そのむこうを　　　．俺は

r　　　　　　　　　x

siritaku　te
　　　知りたくて

kanawa　no：qte
　　たまらないって

加二da一
いうのだ，

jo，
　r　　　n

si　ri　takute
　　　知りたくて

　　　　　つ　　　　　ド

kanawa　RO：　ga　，
　　　たまらないが

　　ド　　　　　コ

si　ruko　tOga
　　　知ることが

deki一
でき．

　　コ　　　　　つ

nQ　：da，　jo　，

　ないのだ，

　　r

so　reo
　それを

siqta　qcju：
　知ったという

コ　　　　　　　　　　　　　　の

3aca，・

話は
ko：ni　：
　幸兄

juqta一
　云った

　　　r　1．
qke　ka　i
　かしら

　　　　　　　T
kuzureno　：no
　　　崩野の

oqsaNga　，
　　和尚が

ド　　コ

je　zumeNQ　，
　　絵図面を

r．　1

Je　z’a一
　絵図
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憩eNo　　kure七ajaCU．
面を　　　くれた詣

B r　．1　rSi　ra　no二
　　知らない

　　　　　　　　　　の

sorJa・
それは

A　so　rr　，j　o：

　　　　それを

　　n　．　ql）
lci’ 鰍盾唐奄唐≠mni　ima
　　　清さんに　　　今

　　　　　　じ　　　コ

kajaita　ga
　　返したがさ

　コ
sa　i，

ヂ　　コ

ka　jaite
　返して

　　　　　　ド
dO二　　a　rega
どう，　　あれが

　　　　　1　　　　　　．．　　　　　r
nakuna’　qtaqtjuqte　na　，
　　　なくなつたっ云ってな

　　り　　　　　　　

orja．
俺は

nUSU　qda（ie工nO，
　　　盗んだでも

ano：　，

あの

「t♂儀七aa鋤Q　naNdem・
　　取ったでも　　　なんでも

　　　　　　　　ド
nalmo聾d．a　ga，　r
　ないものだが

ド　　　　　　つ

kO：ju　：r
　こういう

waked．e　oreNtokof　ni　an　ruqte　rrf　N
　訳で　　　　俺の所に　　　あるって伝ったら）うん

rzicuni一　：Ntokoni
　　　実兄のところに

rai　’

窒浮曹狽?ｊｕ：　kocowa

　　あるっていうことは

　　　ド　　　　つ

siq　cja　：
　知っては

　　　　ド
ユruga　sa　，
　いるがさ

　　　r　　l
iru’ №＝@qte
　いるがって

ju：kotob；
　い．うことに

　　　　　　コ
naqtena　：
　なってな

axJo：
あれを

　．r
ml　6ete
　みせて

kurjo　 ：（1七e　　ju：kO夢

　　くれって　　　いうこ

toi　N　naqtazurra　，
とに　　なったんだろう，

hQrdamoNde
　　　だから

　　r　　l
tko　na　ida
　このあいだ

遊oqteiq七θ
持っていって・

　　　　　　ダぼ
辺iseta　コ。　，
　　みせたよ，

sore：
それに

　　　ド　　コ
su．（｝　ka　ri

　すっかり

r

ke：o：
　慶応

　　　コ
nisa　1，
　二才

n。

ﾌ

naNneNno
　　何年の

　　　　　　ド　　コ
naNgacu　n±
　　何月に

　　　コ
si－七a　q．te　　anO：

　したって　　あのう

　　r　　　　　　　　l

ku　zureno　：no
　　　　　崩野の

kaNno］’do　：　no

　　観音堂の

　　ド　　コ

zu　me　Nga
　　図面が

aqte　sa　soreo
あさって　　　それを

　r　　l
u　r．a　ga
　俺の

kozo：ga
　息子が

　　　　　コ
℃oqcjε．糞wa
　　父ちゃんは

．　　r

Ko　reo
　これを

ho　ide辺O　，
　それでも

　　ド　　　　　　　コ

sa　gasida　itθ
　　探し出して

kitaqdaga，
来たんだけれど，

．　n　．
Jera　工
たいへん

　コ
ta　isita
　たいした r　　l　nmo　Ndaqcjuqtena　：

　　ものだって云ってな
saN　n±N

　三入で

　　ザ　　　　　コ

jo’磁id．a　i一

　読み出し

tei七e
　ていて

　」　，　．．n
憩：L　七ei七a　dajO：　，

　　みていたんだよ，
so二si七eite
　そうしていて

r　lki 30sisaNga
清さんが
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　「
　　　サ　　　　　　　

o　rDa・
　俺は

コ

a　　rutoka　　：

あるところは

　　　　　コ　　　　　　コ

siqtei　tada　（圧：te
　知っていたんだって

r　　　　　　r
　　　ゆ　　　　　　の

orJa．
　　俺は

　　　　つ
ju．：da　jo
いうんだよ

ド　　　　コ　　　コ

aru　to『ka：，
　　ある所は

　　　r　　　l
蟻te　sa二
　　ってさ

　　　コ　　　　　　　　　　　　　つ

OreN　七〇kOni　　a
　　俺の所に

ruqdajoqcju：wa一一
あるよっていうわ

　　1

ke　de
けで

rkqte　，

いって

r　　．　．1
Z上CU．n■　　二　，

　　実兄

r　　l　r　　　n
do　：si　te

　　どうして
sorega　zicuni　：一
それが　　　実兄

　　　　1　　　．
Nl“oko　nエ
　のElfに

arudaka　qte
　あるのかって

ド　　つ　　　　　　　　　　コ

kO　：ju：ユζO℃O　N工＞aqte
　　こういうことになって

　r　　　　　　n

i　roiro
　いろいろ

hanasjo　：
　　話を

　　　　　　コ
sitaqda　jQ
　したんだよ

so：site
　そうして

　　r　　　　l

so　rewa
　　それは

　　ド　　　　　　コ

Qq　saNni
　　　和尚に

皿Qraqteki’ヒa
　　貰ってきた

　　　　　　　ド　　コ　　　コ

wake（｝da　ga　簾a’：，
　　　わけだがな，

　　ド　　　　　　　　　　　つ

ki　jQSisaNga
　　　溝さんが

iqpeNna　こ
いつぺんなあ

　　r　　　　　n

wa　r：La工
　　割合

ロ
　
る

。
う
k
こ

　　r
zu　ro：
ずるを

kime　tajo：de
　　きめたようで

　ザ　　　　　　　　つ

i　takoto　ga
　いたことが

a　ruda一
あるん

jo　anoko：　，
だ　　あの，，こう，

r　　　　　l

maci　：
　町に

　　　　　　　つ　　　　　　　　　つ

iqtekita．窒堰@　na

行ってきたり
nikasite　ko：
何かして　　　こう

　　ド　　　　　　　つ

hu　tekusa　像tajo二na
　　ふてくさったような

　　　　　　1
kataciN
　　形に

　　　　　　ド　　つ

嶽aqtako　七〇
　　なったことが

　　　　コ　　　　　　　ド　　つ

ga　　a　ruqda　n．a　：
　　　　　あるんだな

　コ　　　　　　　　　　コ
幽じa　 isjo二ga　 ：　，

　　　大将が，

　ド

a　notoki　エユi
　　あの時に

ano：　，
あのう，

r　1　　　1　r　　l
d鳥N七〇　SO　：daide　na
　　　　　壇徒総代でな

kuzure
　　崩

「　’一塞

ke nokubo
籔久保が，

ga　，

　　　　　つ

sore　ga
　それが

moq’teiqte
持っていって

　r　　l

o　te　rai
　　お寺へ

r　　　　　1　　　　．

　hiNja　qcjaqta
　　　　やつちゃった

　　　コ
wa，ke　daj翫：
　　わけだよ

　コ
ki　jQsisa】｝Jga　，
　　　清さんが，

koNnamona：
　こんなものは

ド　コ

。　rega
　俺が

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ

hOkaNsirumo　Nzja：na　iqcjuqte，
　　　保管するもんじゃないって云って，

　　r　　　　l

so　reo
　それを

kuzure　一一
　　崩

no：no　oqsaNga　tosjo：rino　mimiqto：
野の　　　和尚が　　　　年寄りの　　　　耳遠い

　　　　　　　コ　　　　　　　ヨ、

　iozi三saNga　sa：，
　　　　　　おじいさんがさ，

「　　等

　　　　lkusaN　da
　　大工さん

ote　rani
　お寺に

agtaqcja：
　あったって

　　　　コ
naNni　mo
　何にも

　　　　　1　．
narano　：ga　，
　ならないが
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　　　　　r　　　　　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　■

ano　　　orja：　ho　re　ko　：ju：da　　QqsaNni　mo　，　　ki　josisaNni一
あの　　　俺は　　ほれ　　　こういうのだ　　　　和尚にも　　　　　　　清に

　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　■　　　　　　　　　　　　　　　n

mo　　ko：ju　 ：d．adade　，　　　a，no：　，　　　　da　ikusaNga　　mO　q七eiqte
も　　　こういうんだから，　　　あのう，　　　　大工さんが　　　　持っていって，

　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ok：u．℃O，　nabぎzo　ja　raania　ukO七〇ga　aru　kamo　sirenaエdθ
　　おくと　　　　　何かの　　　　問にあうことが　　　　あるかも　　知れないから

　　「　　　　　　　　　　　　　　　　『1　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　、　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　、

mO　qte　ikinasa　iqte　kure．tawakθda，　a：　arigata　iq・
　持って　　行きなさいって　　　　くれたわけだ，　　　あ、　　　ありがたいっ

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　「　「　　　　　　　「

te　ju：kQtO　de鵬q．七θ，　sa：　瓢i℃眈okoroga　o憩ae，
て　　　いうことでもって　　　　さあ　　　　晃たところが　　　お前

　　「　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　「　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　一雀　　　　　　　　　　　ヂ　　　　「

期戯　kasino　　Zi　d，e　　jo　mena　iq七θju二　　wake　（lda　，　　jo　men　a　一
　　　昔の　　　　字で　　　　読めないっていう　　　　わけだ，　　　　　読めな

　　　　　　　　　　　　（12）　　　　　　　　r　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　hi　rajazi：　na　 ：　，　　　ore　エnO：　　SOnQ　，imoNde　　jak：usa灘。
　いので　　　　八二の　　　　　　ヒラや爺ね，　　　　　　俺も　　　その

　　「　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　「、　　　　　　　　　　　　　　一罷　　　　　　　　　　「一　　　「

　　　　　　　　　　：no　　ko’to　wa　　　　IK：iOCU．ke　ru　　　OtokQSQ　：iqtajO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dana　　　　hi　γa一

　そういったような　　　　ことは　　　　気をつける　　　　　男だな，　　　　ヒラ

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　r　　－1　　　　　　　「

jazi：ga　　iki　te　　i七aqda　：jo，　　i　ki　te　　l　ta（lzja：　naijo
　ヤ爺が　　　生きて　　　いたんだよ，　　　　生きて　　　いたんでは　　　ないよ

　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「コ　　　　　　　　　「　　　　　　再

kuzu　reno：　　ojaziN七〇kOi　　ki「じe，　　　Q　jazi　　ko：ju　：mono：
　　二野の　　　　　親父のところへ　　　きて，．　　　親父　　　　　こういうものを

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．「　　「　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

mora，qte　　ki　tajQq℃ara，　　k．e　Nziro：ni　：N　　tokoi　　ki　tesa　，
　貴って　　　来たよっていったら　　　　　健次郎兄の　　　　所へ　　　来てさ，

r　　「　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　、　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一董　　　　　　r　　一事

　ho　 ：k＝a　，　　　　Qre　　エRi　℃aq　 cja’：　　wakaranO　 ：ga　 sa　q∫じe　　ko．：ju：一

　　そうか，　　　　俺が　　　　晃たって　　　　　　わからないがさつて　　　　　こういう

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　つ

V7a’kθde　　ha　i　，　　　王ユaNdade　・　　wa　karano：　『t；e　　jU：d．emonaig；a　，

　わけで　　　もう，　　　何だから　　　　わからないって　　　　いうでもないが，

　　「　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　「

wa　karuko　ta：’wakaruga　soide　mo　ojazi　konOzio
　　わかることは　　　　わかるが　　　　それでも　　　親父　　　　この字を

r　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　r　　r

　jomii　ruk：a：q七e　　juqta！むokQrqga　　　uraQ　ja．z　imO　　ci（三　ta　：
　　　読めるかって　　　　　云ったところが　　　　俺の親父も　　　　少しは
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a

rW

ﾍ
f
字

　
Z jome　taqdajo　，

　　読めたんだよ，
soida
　だけど

　　　　　　ド　　　　　つ
9：a　　 jo　エneエユa　：tdajo
　　　　　　読めないのだ

nanユ．nanr6
　　何々

ino
の

so：ro：
　　候

n．a］瞳1ユeN　，

　何年
na　Nno
　何の

so　：　ro　：’　buNde

　　　候文で

　l　　　　　　n

ka　i七ea　ru
　書いてある

　　　　　　ザ
wakθqzu　ra　，
　訳だろう，

modoriM　naNka
　　　回り宇なんか

　　コ　　　　　　ド

ka　ite
書いて

　　　　　　　　　　　1　，

kimuratacuzo　：ga
　　　　木村辰蔵が

k　a”　i’　tada”zS

書いたのだぞ
OrJa：　，
それは，

soide
それで

　　ド
kO　rega，
　これが，

ザ　　　　　　　　　　　コ　　　　　つ

to：kaj　O豆1ita　igana・ニー
トーカヨミタイ体明）があ

qbjuQ．ta　tokoroga
っ云った　　　ところが

　1　．．
so　．　aemo

　そうでも
sorJa
それは

ド　　　つ

　dai　gakuno
　　大学の

　　　つ　　　　　　つ
seNse　　：一LOk：o

　先生の所へ

idemo　moqteqte　，
でも　　持っていって

ano：
あのう

r　l
．m．　i　t　emoraude

　見て貰うので

　　　コ

nake　nja
なければ

　
欄

qC
ﾄ

血
つ

、
e
だ

瀦
r

　　ド
juq　ta
云った

　　　　　　　　　　コ
to1〈oroga　　Zl　：ga
　ところが　　　　爺が

　　　　　rl　1，

sono　ke　Nziro：no
その　　　　健次郎の

zi　：ga，
爺が

sor3a
それは

　　r　　　　　　　n

ja　kusano
　　八草の

　　ド　　コ

h：L　ra　jasalPt二〇koi
　ヒラヤさんの所へ

moqteqte
持って行って

　　　　コ
エnisjo　’：qtju、：

　見せよっていう

1〈oto　N　’n．aqtaqCta　i　，
ことに　　　　なった：のだ，

　　　　　　　ド　　コ

sa：　　hi　ra　j鼠z1：no
さあ　　　　ヒラや爺の

tol〈oroe　moqte一
　　所へ　　　持って

　　　　　　　　　　ド
qtatOkQrOga　na　・
　　行ったところがな，

　
　
あ

「
s
a
さ

r r　　l
h±

　　ロ　　　　　　　　　　コ　　　サ

ra∂az＝L・ga
ヒラや爺が

　じ　　　　　コ

i　klcU　i　，．

行きつい

　r　　　　　　　　　l

1　kicukiso　：na
　　行きつきそうな

　　　　　　ド
tOkiqzu　ra　，
　　蒔だろう，

r

ko七acui
　こたつへ

saqte
座って

r　　　　　　　　n

　saQtei　一
　座ってい

rudajo　，
るんだよ，

ron　irkoNciwa：　qte

　　おい今臼はって

　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ
ju．qtotek：OrO　gana　：　，
　　　云ったところがな，

短
ソ

．
ロ
一U

ウ

～U
ウ

ibikj　on　：

いびきを

kaitenai　：　・，

　かいてな，

ド　　コ
s哉　：q　t．　akiride

　　座ったきりで

ド　　　　　　　コ

ibikjo　：
　いびきを

karte
　かいて

nG七e
寝て，

　　ロ　　　　　　コ

ar∂a・
あれは

rtosi　oi

　　年を

h　e　r　ut　o　a　：　n　a”　r　u　rd　a　n　ai　：　，

経ると　　　あtsなるんだなあ，

　　　　l
r　．1
ne：　qte一
寝入って

m
1　rusa
いるのさ

taf　da　，

　ただ，

solde
　それで

rosai　dasaNnl　，

　おさださんに

　　ロ　　　　　　　

Or．］a．

俺は

hir　raja・一’

　ヒラヤ
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saNni
さんに

　　　　nCi：tJ　O

　少し
tarnQmitan　ikotoga
　　　頼みたいことが

aqte　ki”　tadaga
あって　　来たんだが

榊「
O
う

犠
ど

q　d　a　r梶@ai　：

　だろう

Ba”　danei　：Qee
　　　　　　　　占　　さだ婦って

　　　　　　　　　　コ
juq七atokOro　ga　，
　　云ったところが，

rnn　．．q．　ragazl：．Wa
俺のところの爺は

darmei　qda　ha”　：

　だめだ　　　　もう

　　ヨ　　　　　　　　　ド　　コ
bO　kecjaq．　tθ　q’じe
　　ぼけちゃっていて

　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ

ko　：ju二kotoNna　qtada　，
　　こういうことになった，

SOlsi七e
そうして

　　．n　　　　．r
　　　rajasaNllihl
　　ヒラヤさんに

soreo
それを

r　　　　　lmlXe
　　見て

moraltaidajo　，
　　貰いたいのだ

dar　medam　en

　　だめだめ

　　　ド
to（l　temO
　　とても

dame　qda二
　　だめだ

ano：
あのう

zicu　ni：　，
　　実兄

噌磁
大

「

ikusaN　，
　工さん

　ド　　つ
u　ra　gazi：wa　　”na　：
　　俺の所の爺は　　もう

　　r　　　　l
ko　kona　：
　　ここね

ド　　　ミ　　　　　　　　コ

k：jo　neNata　ri一
　　　　去年あたり

qkara
　から

ド　　コ

bo　kθCこjaqtθ
おいぼれちゃって

naNniino
　何にも

　　　　　　　　r　　l
　tarneni　ta　da
後に（たたないウ　　ただ

r　n，
iki　o

　息を

sitelrudakede
　しているだけで

r
naNnimo

　　何にも

　　　　　コ
narano　：qte　，
　ならないって

r　　l　　r　　l
to　：　to　：

　　とうとう

mi　’狽??

みて

斑QraenO：
　貰えない

koto　Ni　naqt6　，
　ことに．なって，

ド　　　　　　　　コ

hQ±da皿o　Nd．e
　　だから

sil．o　．．　：　kai　m．o　qte一

　　静岡へ　　　　　　　　　　　持って

　　　　　　　r　：．
igte　ha　na．Murano
いって　　　　　花村の

jasumasa　qte
　　　康正って

　　r　　l
ha　ria　no
　　花の

seNse　二
　先生

i（｝七a

云った

　　　つ

sa　q．kin．Q
　さっきの

　　ド

PU　rQpaNno
　　プロパンの

　　　　：　g3）
hanas．i　・daqke　，
　　　話だった，

r

a藷1皇

r
hanano

　　花の

9
　
　
・se

ｶN
先

se
　　　　　　　　　　　コ

iq七aqkezjanai　ka
　（さっき）云ったっけね

B　uN　h　an　a”　inu　r　az　u　rr　a

　　　うん　　　花村だろう

A　hanamura
　　　　　花村

　r　．n　　　　　：a’ 窒

あれへ
mo（捗θ
持って

iq七♂sa：，
　いってさ，

　　　　　　ザ

a議襟ha辮u「a・

da「P愚瀞：■ decjannoi　：ga　ko．；，．．k，　．o　：．　wa

　出てはいないが　　　　高校は

　　　　　　r
deteiru’　ra　，
出ているだろう，

de　，
で，

一76r一



soreo
それを

　　　　コ
CU．：zi　七esa
　通じてさ

　　　　　　l　　　　　　　　r

60：site　sa　a
　そうしてさ

nohitono　，
こうの入の

r　　　　　　n

seNse　：一
　先生か

taka　na　Ndakaga　keqY，，」．oku
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結局　　　　　　　　何かが

　　　　　ピSQre「蛋「O・露，

　それを

p
■　憩anO
　今の

zide
字で

　　のzu・q『
ずうっ

　　　　　　ド　　　　　　コ

tO　　ka　k：inao　i“te
と　　　　’書き薩して

kureta
　くれた

　　ド

so　rega
　それが

sore　qdeaqte
　それであって

r

rno：hl一
　　もうひ

to　cu
　とつ

　　　　　　コ
aruwake　qda二
　　あるわけだ

orenosono　，
　俺のその

　r
o　reno
　俺の

　　コ　　　　　　　　　コ　

∂O　mu3aCU・　9a　，
　　読むやつが，

r

so：site
　そうして

l　　　　　　　　r
a　q七a（ヨLa　 jo　，

　　あったのだ，

so：　s’　ite　da　iz±　n．i

そうして　　　大事に
siteitara
　していたら

　　　　l

kijQ．sisaNga
　　　清さんが

1〈onoaida
　このあいだ

F　　　　　　　　　　l

　kaNnoNsa
　　　観音様の

　　　　　　　1　　　　　　　　r　　n

ma　　husi「Nsicしし　ra
　　　　　普請をしただろう

orega　，
　俺が，

r　　．1　．　　．　　．　r
Lq　Ju　．x＝　slcu　ra　，

　　　修理したろう，
anotoki　ni　，
　　あの時に

soreo　sirita一
それを　　知りた

　1
i　qte　，
いって， 紫

　　　　　　　　ド　　　　　つ　　　ド　　つ

hja　ku　rQ　kune　Nn1
　　　　　　　百六年に

ta　（よ七e

　建って

コ　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　

よra　　●コa　　　anQ

　いるよ　　　あの

　　　　　　　コ
kaNnoNsa　Nga　，
　　　観音様力～

　r　　：

i　ma　no
　　今の

　　　　1　r　　lkaNno　聾dO二　ga
　　　　観音堂が

　　　　　　　r　　　　n
hjal〈uro　kune　N
　　　　　　百六年

℃a　（1℃θirしし，

　たっている，

r．　1　．　rha　　　te　na　，
　　はてな，

r
neNgo　：

　　年号
wasuretaga　，
　　忘れたが，

ore
俺

　　　　　　　　　　r　　l
ka’itearuga’sa
　　　薔いてあるがさ

cjaNt，
ちゃんと，

　　　　　　　r　　　　rr
hjakuro　ku．nθ　王豆
　　　　　百六年

taqteiruga
　たっているが

ド　　　　　　　　　一1

s、onO憩aθ　　1／ユ．

　　その前に
kaNno　NsaNga　aqta　dajo，
　　　観音様が　　　　　　あったのだ，

　r
so　no
　その

　　　　コ
k：a聾n．O　N一

　　観音

saNOna　二　，
　様をな，

koqda
今度は

　n　　　　　　　謄　　　　　　　　r

ja　rinao　sutoki　ni　，
　　　　やり直すときに，

ima　， 1〈imura一
　木村

七aCUZQ：
　辰蔵

±Nbenomaavajasuto　，
　　　院部の正保と

　　r　　lbu　　　ra’　kuno
　　　部落の

sju：tonai　：　，

　　象とな，

ka　rkube　：i　qte

　　　角兵衛と

ju．：ie、　qda二ja二

　　いう家だよ

　　　　　　　コ　
kenokubo　wa，，
　　　家久保は，

　　r　　　　　　n
ka　kube：　qte
　　角兵衛って
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1．　LL　4　一　．m 戟@”

June　　　　　aa
いう家だ

kenokuboxva　，
　　家久保は

　　r　　　　　　l

ka　kube：　qte
　　　角兵衛って

ju：moNga
　いう者が

r　　　l
cjo　：一

　　長

itaqke
だった

sono　kuzure　no：no　，
その　　　　崩野の，

sono
その

r　　　l
cjo　：七〇

　長と
±Nbenomasa　一
　院部の正

3a，SU七〇

　保と

r　　　　　　　　l

　ke：jaku　o
　　契約を

’toqta　wake　dajo　zumeNo　，
職つた　　　訳だよ　　　　図面を

r　　　　　　　　n
ke：　J’　ak　uo

　　契約を

k　a”　1　c　j　a　q．　t　a　d　a　s　o　i　c　a：　，

書いちゃったのだ　　そいつは，

zu　r高?Ｎwai

　　図面は
zumeNde　zju：buNno
　図面で　　　　十分の

ici　no　zumeNo
一の　　　　図画を

rkai　itesa
　　轡いてさ

　　　　　　　　r　　　”　　　1

kono　zu’ 高?Ｎdo　：rino
　この　　　　図面通りの

　　　　ff

凪OnO　WO，
　ものを

1〈imuratacuzo：
　　　木村展蔵

　　　　　　　　n　　．　r
iNbenomasa’@jasu’ №＝@，

　　　　院部正保が，
ano：　，

あのう，

　　r　　　　l

hi　kiu　kete
　　引き受けて

　　　　　　．　　　　1　　r
cu’ 汲浮窒奄高≠唐普f　qteju：

　　　作りますっていう
sono
その

r．　1ke：jaku
　　契約を

。　kosaete　ru，
　　　　こさえてる，

soide
それで

r．　1
kO　’：k．ozukurt　． zJanal

じゃない

r　　n
ko　：ko　，

　コーコ

kO　二，
　コー一

G：　，

えx

r　　l
　ko　：一

kozukuri ：Lrx瓢Oコa，
入母膣

，

♂
．
あ

鍛
．
な

r
e：　．

えx

r

zeNineN　ano：
　前面　　　あのう

goha一

　　　　つ
izukl　qtθ ju：koto：

いうことを
utaqte　sa　，
　うたってさ：

so，re
それ

　　r

bu　Nsjowa
　　文章は

na　ga一
　長い

±de　wakarano：ga
から　　わからないが

　r
i　kinar±no
　　　留頭の

u七a　：

歌を
kata　，
　力夕，

　r　窪
U　七a　izO亘1e・一

　　　歌い始め

wa　sorede
は　　　それで

so二s工「じe　　zu：q七〇　　ka，1℃earu，．

そうして　　ずうっと　書いてある，
soide
それで’

r　　　　T
　：L憩a　皿0

　　今も

．
．
う

sO
ｻ

iqtadaga
いったのだが

ruf　milto

　　海野
are　，
あれ，

kir 鰍盾堰@sisaNga

　　　清さんが

　　や　　　　　の

ar∂Q．
あれを

ka　rjas　a”　n　oi　：na？　qte

　　　　返さないなって

・　一一　．　1
ju：koto
　いうことに

　　　　　　コ
naqtesa　：
　　なってさ

　r　　l
■　ma　箆■

その内に
±’qte
行って

mor 窒≠№狽?ｋｄｉ　nja

　貰って来なくては

sj　oNnaiga　rna　：i

　しょうがないがな

　　響一　　　　　　　■

jo’kosumo’　Ndaka
　　　よこすものか

do：daka
　どうか
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Y　sorre
　　　　それ

　コ
ze　Nbe
錦

．　　　　1　，

JOme　va
　読めた

　　　コ
wake　（Le8uka
　　　訳ですか

A r．　n

Jo　meru
　よめる

Y r　　l

ze　Nbu
　全部

　　　コ
jOme　ta
読めたの

螢
ん

「
U
う

「A ．　嘔

∂O　田eru，
　　読める

ド　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ

」Ome　r鷺（kcju二kO七Q　wa
　　読めるっていうことは

r　　　　　　　　l

sonozlo
　その字を

1〈eqkjo一
　結局

ku，
今

ドコ

工辺a，
　今

r　n
da　．ikuga
　　大工が

k9：う艘e狙u鑓響・ mune　，
　棟

F　一T，rcup．　a　ageo
　　棟上げを

　．　　　r

slru　ra　，
するだろう，

　　ド　　　　　　コ

田U　naage　o
　　棟上げを

Sユruto　　asOkQi
すると　　　あそこへ

　　r
狙u　na岡
　棟

　　　　　　　　　　　r
huda’　o　kaku’　ra　，
　礼を　　　書くだろう，

　　ド　　　　　　　つ

mu　nahuda　mo
　　　　棟礼も

kakv－si　so：site
書くし　　　そうして

　　r　．：

nO　rl　一
祝詞

鉛
を

ageruwake　qdajo　，
　　　あげるわけだ，

　　ド　　　　　コ

ko　noie　ga
　　この家が

sono　，
その

r　n，　saina　No
　　　災難を

nogarete
　　逃れて

sono　，
その

　　r　　l

ma　su　masu
　　ますます 　1　1’ha　lx’zjo：slrujo　：niqcju：ko一

　　　繁昌するようにっていうこ

towa　，
とは

ド　　　コ

to　：Tjo：wa
　　　棟梁は

　　r　l
so　ma　n3a
　読まねば

narano：
　ならない

wake　qzura　，
　　わけだろう，

　　　　　　　r　1　，　一1
sono　no　rito　mo　a
その　　　　祝詞も

ruwake　qda
あるわけだ，

ド　　　コ

cjo　：1｝O　　hazime
チヨーの始め（つまり）

l　　l
鳩二樒

iqte
行．って

s±gQto：
　仕事を

hazlmeruhig；a
　　始めるllが

コ　コ　ロ

∂o　ユq七e
　良いって

sigO・七〇：

　仕事を
haz　ime　’ru一
　　始める

七〇kユn∂a
　時には

rcjoi’ Fno　hazimeno
　　　　チヨーの始めの

　　　　　コ
箆ori“to　mo
　　祝詞も

arusl　，
あるし

　　r　　l
nユu　ne　一
棟上

ageno
　　の

norito’　mo　arusi
　　祝調も　　　あるし

sosite　，
そして，

sosite
　そして

　　rt　　　　l
ra　kuse　：s．iki一
　　　　落成式

nQ
ﾌ

「 　　　．．　一T
n．ori’to’　mo
　　祝．詞も

　　　　1　　．
arud．a　jo　，
あるのだ，

　　r　　　　　l

SO　re皿O
　　それも

　　　　コ
O「θno　ga
　俺のが

　1ka，　i七e一
書いて
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　　　　　　　　　　　　コ
a，rしし　］簸ora，〔1tea

ある　　　貰ってある

　　　　　　　コ
ru　　 wak＝θ　dajo
　　　　　わけだよ

oqsaNni　，
　和尚に，

　　r　　　　n
so　remo
　それも

Jome　na一
　読めない

icta

のだ

コ　　　　　コ　　　ロ
∂aq玉）a　　r■　，

　・やっぱり，

sokdamo”Nde　zuqto　konoku．rai
　　　　だから　　　ずっと　　　この位

　
一　

θ

t
て

愈k

　　　r．　1
aru　JO
あるよ

　　　　コ
oreno　ga
　俺のが

noritoga　，
　　祝詞が，

soide　kors：
それで　　これへ

zu：qto
ずうっと

魚oritO：
　祝詞を

k6　i兄e’
　　書いて

sDree
それへ

憩ata
又

r．　．　．　．　．　．　．1

mo：xqcDo：
　もうひとつ

kana：
かなを

huqCajaeuto
　　ふったのと

　　購　．　　　．　　．　つ

辺0・ユqcコ○・a　　　　　　　　　　ru
　　もうひとつある

wake’　dajo　，
　　わけだ，

Sore磁O
それも

ima
今

　　　　　　　　　　　　ザ　　つ　コ
s：L　ma’q七earuga　sa
　　しまってあるがさ

通ata　　kO二ni：
又　　　　幸兄

r　　　　　　　　　　　l

a　rem　naあれに
rumoNdade
なるから

ano：
あのう

　　コ
　　　　　ロ　　　　　　　　

CU　90・nユ
　　都舎に

コ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ

30qCJa・
よっては

ano：　，

あのう

　　ド

hi　cujo：エnQ
　　　必要も

　コ
na　i］丑O短daga
ないもんだが

　　r　　　　）

ha　nasユ　nO
　　　話の

七aneni
　種に

　コ
na，　rude
なるから

r　　　　　＝’

mite　憩O
　　見ても

　　　　　　　ザ

磁Orauga　na　，
　　貰うがさ，

・r

　sore：
　それへ

　　　コ
rojQ　 ：n．a、遣Q）ga

　　　通じた番が

ダ　　　　　　　コ

soqcjo　l
　そっちを

mireba
　みれば

　つ
jQ　nユeru（iξヨし3Q

　　読めるのだ，

rjoraei　rudaga

　　　読めるが
ima　pre　siNgjo：o
今　　掩　　　．．心経を

an．o　　 nユakahaNエユja　　 hara一・
あの　　　．摩詞般若　　　　　波羅

mita　siNgjo：　kaNzeo）｝bo　saeuqte
見陀　　　心経　　　　　　観世音菩薩って

　　　　　　「
や　　　　　サ　　　ワ

JU，jac規WQ，
　いうのを

r

hazimja二
　　始めは

jo”　rnenakute
　　読めなくて

i魚a：

今は

jo”　meruqdefna”
　　．読めるからな

　　　　　．　1
　　　　　　　：s＄oraqcte
　　そらで，

r

　are七〇
あれと

iqsjode
　一緒で

t　o　k　1　d　o　k　i　d　a　ii　t　e　m　i”　t　e　1．　r　e　b　a　r　n　a　，

　　時1々　　　　出して　　　　見ていればな，
soNnamono
　そんなもの

　の　　　　　　　　　　　る

m■no・qte孤O
　見なくても

kucidakede
　　口だけで

m♂認。。」。，。。ゴsa，

　　文句ではないさ，

ザ　コ

　　meru．dajQ　，∂O

　　読めるのだ，

　　　r．　1
aru　Jo
　あるよ

sorega，
それが，

　　　ロ　　　　　ゆ

sorJa．
それは

na　gal
　長い

aruga　ima
　あるが　今

　　p
UCユ　一
家

一sa一”



　む　　　　　　サ

nJa・
には

　コ
na　i
ない

r　　l　n　o：　kawa　isaNtokoi
　　大川井さんの所へ

温亘
今

・
ユ 　　　のa，n．0．

あのう
aNtaga
あんた（山〔｝）が

sak：a　noka工ni
　坂ノ上の

ano：　，
あのう，

「　　　　働「

mijosvke　qte
　　美代助って

ju：sito　no
　　いう入の

　　　　　コ

zaisjo　i
　在所へ

il〈u　qteju：　，
行くっていう

kaNke：zjo：　，
　　闘係上

ザ　　　　　つ

　狙ijO　SUk：esa聾no
　　　　美代助さんの

r
　ni：paNga　，
　　兄さんが

koqci”　n±

　こっちに

ir礒d8　jo
　いるのだ，

　　　　　　．　．．1　．．r”　．
　　　　　mlJO　nエ・　　　　　　　　　　　　nona：
なあ　　　　．美代兄の

ni”　：saNdaqke
　兄さんだったね

rk　am　ii　z　i　mo　sa　Nw　a　，

　　カミジモさんは，

　　　　　　　　　　　　コ

SOrenO　koga
　それの子が

ima　iruwake　da　，
今　　　　いるわけだ，

r
soニー
そう

　　　　　　コア
ju．：kO－七〇　 ga　　 arU　，

　いうことが　　　ある

く4）

　　　　　r
B　so　rja：
　　　　それは

hoizja：
　それでは

　1
1〈±　josisaNga　rnotowa
　　　溝さんが　　　　　もとは

　r　　　n
a　zuka　qte
　　預かって

　　　　　　r
ICamoN　da
いたものだね

A r　　l
ho　：da　，
　そうだ，

　　　i　（15）　r　i　i

1〈aku　be：　ga　na　：
　　　　角兵衛がな

B r　l
o　：

おs

　　　　コ　　　　　　じ

kaku　be：（l　de
　　　角兵衛で

　　　r
sosth　te
　そして

一81肝



A ド　　　　で
kaku．　㌃）e：ga
　　角兵衛が

rdaidar　l　nai：　，

　　　代々ね

　　　　ano．　，
あのう，

　r　rr．
o　ee　rano
　　お寺の

　ド　　　　コ

。　jaka　一
　親方

tadamoNde　，
　　だから，

r　i　（16）
ke　nokubowa
　　家久保は

　　ロ　　　　　の

ar3a．
あれは

r　1．
ke　nokubo

　　家久保
icib＆Nno
　一番の

ltaisaNdo：no
　　開山堂の

　r　　n
i　ci　baN
　　一番

　　　コ　　　　　　　　ドつ　　　　コ

コuwe　d．aqke：na：，
　　　　上だったな，

　　ド

sO　rega，
　　それが

　ザ　　つ

O　te　raga
　　お寺が

　　コ　　　　　　

arJa・　，
あれは，

　ド　　　コ

。　te　raga
　　お寺が

taiheNkerja：
　　　大変なら

　ド
zi　b資Nd．e　，

　　山分で

　　　コ

kome　Q
米を

kurete
呉れて

　　　つ
Qqsa，　No
和尚を

　　　ド　　　　つ

穰な三吟茎鷲謝nO sito　daq．cjo：一
　　人だそうだ

de　，

から，
kenokubowa　，
　　　家久保は

rsoldan　moNde：
　　　　だから

sono　kakuL’Pe：qeju：一
その　　　　角兵衛っていう

mona：
ものは

cja：Nt
ちゃんと

　つ　　　　　　　　ヤ

ka　i‘tearu．
書いてある

　　　　　コ
1ζa　ku　「【）e：

　　角兵衛
sewaniN　kaku　be：一
　燈話入　　　　角兵衛

toka　，
とか

kocjo：
　戸長

　　　コ　ヒ

kakU　be：七Qkaq七e
　　　角兵衛とかって

づU：kO七Q：
いうことを

　ド　　　　　　　コ
u　ta（｝tθa’　ru　一一

　　うたってある

wakedajO
　わけだよ

　　　　ド
sO：8i　七θ　，

　そうして

　　　　　　　　　　　　じ　　ミ
ki通urataCU．ZO．：　辺O
　　　　木付辰藏も

　　　　　　ヨ　　　　　　　　　コ

u七aqtea　ruwake　一
　うたってあるわけ

da　sono　de
だ　　その　　で

ド　　　　　　　　　　　　　　　つ

kQ：ziseklni　】亘sjada工准QNde　，
　　　　　工事責任麿だから，

r　　　　　　　　l

　SQremO　　na二
　　それもなあ

　　　の　　　　　　る

sorSO．
それを

ano
あの

oremo　ko：site　asug，
億も　　　こうして　　遊んで，

naNda
なんだ

　　　コ

na　gakunaru一
　　　長くなる

a
玉

男 r　　l　nkO　二ju：k：Q　todaqk：e　jO　，
　　　こういうことだったよ，

ド　　コ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ

ke　NzirO：zi　：garia　：
　　　　．健次郎爺がな

一、
器

r
夏
俺

　　　．1　．

gazエ　　　　　．ga
　　爺が

Ckarar　q．　aga

　　　　体が
　　　1　1　rrwaru　itokini　n．a　：
　　　わ’るい時には

　　ザ　　　　ヨ

ni　jasa　Nn．icino，
　　　　二丁三山の

　　ド　　　　　　　　　　　コ

ni　jasaNnic：L　qte
　　　二夜三日って

aN’taqcja：
あんた方は

　　ド　　　　　　　　ヨ　　　コ

si　ramaiga　na　：　，
　　　知るまいがな

　ド　　　コ

oq　sa　N一
　和尚

ga，
が

　　　　　　　r　　　　　　l

hucu　hu　tabaN
　　　　　　　　二晩

　　　r
m±q　ka
　三日

　　　：　　　　　　　　　　　1

kaka　q七ei七ena　：
　　　かかってな

konobjo：一
　　この病
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　　　　　　　ド　　コ
niNo　　na　Q　site
人を　　　　直して

　　　　　コ
kud．asa　工q．te
　　下さいって

an．〇二　，

あのう

　ド

O　kjo：d－aka，　，
　　お経だが

sir　Nz　in　・ mo
　　信心を

siruda　jo　，
　するんだ，

　　ド
ni　jasa］｝蔓nicinLO
　　　二夜三日の

　　ド　　　　コ

ki　to：　qteju：wa一
　　祈構っていうわ

ke　da　，
けだ，

r　　　　　　　　n

ki：tako　toga
　　聞いたことカ；

arukaま，
あるかい

　　ド

ni　jasablnicinO　　ki℃Q：　一
　　　二夜三日の　　　　祈癬

薩te
って

ju：kotowa
　いうことは

ド　　　　　　　コ

kQ：ni　：nara
　　　幸兄なら

kO：籠i　二ga
　　幸兄が

r．　1．，　．　．1

hQN七Q：m
　　本当に

karadaga　waruk：ute　dO二mo，
　　体が　　　　　　　　　　わるくて　　　どうも

　　ド　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　つ

r！Q　orlin．O　：qcju：wake　dajO　，
　　　藏る力がないっていうわけだ

r　　　　コ　　　　コ
son．〇　七〇　kini

　　　その晴に

　　　1　　　　　　　　　　　r
七anG　通U．tO　　　h．U．

　　頼むと
cu．ka孤i（差ka

二日三日

　　ド　　　　　　　　　　　コヒ

hu　taba，Nka，ka　（lte
　　　二晩かかって

　　r．　1
　　　　　　：si七eki　七〇
　　祈薦をして

　　　　　　　コ
kureruda　jQ　，
　　くれるんだ

ザ　　　　　　　　コ

　SO：site
　　そうして

　　r　　　　　l

so　rewo
　　それを

　　r
磁a　kura一
　　枕

mo七〇　no
　許の

slta　haqte　na：
下に　　　貼ってね

sosite
　そして

soicte
それで

　　　　　ヂ　　　　　コ

kioja　8ume　ru
　　気を休める

　　　　　　　　ド　　　つ
wake（lda：　na　：　，
　　わけだな，

　　　　　　　r　　l
sore　　捻a　Q　ruk二a工no
　　　　それ直るかも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

S■re】30．コO
知れないよ

　　　コ　　　　　　の

SOrJa，．　，
それは，

　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　コ

SO沿O　　ni　jasa醤nici　no
その　　　　　二夜三日の

1〈i℃〇二〇　　ura　ga

祈麟を　　　俺の

　　コ　　　　　　　　ロ　　　　　　ロ

SO．r∂O・wa
惣領（兄貴）は

　　r　　n
七a　no　一
　　頼

Ndadajo
んだのだ

oqsa聾n1　，
　和尚に，

SO：si七e
そうして

　．r
Zl　CU　，
　実よ，

，

　
・　

et
よ

犠「
s oqsaN一

和尚

鼠
に

nir鰍≠唐＝DN＝　niclno　kitO：o

　　　　二夜三日の　　　　　祈薦を

　　卜　■

ta　no　Nde
　　頼んで

aruqde　，
あるから

ha　i
もう

cjo：do
　T度

」
エk　

a
　
9
玉

　
　
カ

コ
ユ
臼

h
「

teiruqdade
来ているから

ド　　　　　　　　　　　　コ

moraq’tek：Q　iq．七e
　　：匿ってこいつて

ju：ko’to　一
　いうこ，と

de，
で

orega
　俺が

r　　　　　　．1

morai　：
　貴いに

iqtadajo　，
行ったんだ，

ano
あの

oJazlga
　　親父が

r　　　　l

slnl　一
　死に

so：nadade　，
そうだから，

so：s±teiqte
そうして行って

　　　　　　　　　　コ

mora（｝te　sa　r
　　　貰ってさ，

ano：
あのう

　r　　　　　l

o　sevva　一
　お世話
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S。Nd。qke，　ki「t。：tan・「Nd・d・。「hud・：n　m・「・ai・i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貰いに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お礼を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頼んだからさんだつた，　　　　祈蒋

・嚢連・鶉轟・繹欄・・糠譜謝…　h珊ぞ

　　　　　　、　　　　　　　　「　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　「

mOraqte　sa，　Oritekitatokoroga，　otθra　nositaqka二nQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お寺の下側の　　貰ってさ，　　　　　　下りて来たところカ～

　　　　　　　「　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　「　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

ano：　　ka　Me　P．ozjO　：sa聾no　　　kl　neNhiwo　　siqteiru　ra，
あのう　　　　　亀之．丞さんの　　　　　　　　記念碑を　　　　知っているだろう，

　「　　　　■　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　、

a　SOkQ　de　　　kO：to　　maga（lte　　ha，1　　　kenOk：U．　bOl〕Loho：e　　±k二Lka｝
　　あそこで　　　　こうと　　曲がって　　もう　　　　家久保の方へ　　　　　行き

　■　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　「　　　　　　　　■

ka’rudajo　，　　a’　sokoma　de　　ki　℃atok：orQga　　QqsaNga　，　　anO二
　かかるんだ，　　　　あそこまで・　’　　来たところが　　　　和尚が　　　あのう

ド　　ヨ

　hQ　NdO：nQ　　anO　　iriguCini　　℃a（1七ei七e　　kO：Siteite　，　　a二
　　本堂の　　　　あの　　　入口に　　　立っていて　　　こうしていて　　　「あ》

「　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　「　　　　　　　　　　　　コ．

七θod，aSte　a：qcjuq．七θite，　」O　ba二rUαajo　orjo：
　　手を出せ　　あ刈って云っていて　　　　呼ぶのだよ　　　　俺を，

r．■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　■

　Jo　ba，：rudajo　　sonOtOki　箆O　　SOrOO：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】皿Oraqtato　k：ino
　　　呼ぶのだよ　　　　　　その時の　　　　それを　　　　　貰った：時の

圭ユaエユa，sjo「：

　　話を

　　　　　　
siru．七〇　sa　7
　　するとさ

（パンパンと手をぎ丁つ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　コk・：・ite「tei・t♂t・kud・na　。q・aNw・b・kani：，pita一
　こうして　　　手を　　　　　叩くんだな　　　　　和尚は　　　　ばかに，　　　　ピタ

　　　　　　　　て　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　コ

P±℃apita：　（lte　　te　O　　tataite±te　員a　：　，　　jO±kaNna　　ka皿joニ
　　ピタピタって　　　　手を　　　　叩いていてな，　　　　　ほどほどの　　紙を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

mO儀tθkite　　kO：siruda　コO　，　　a　re　，　　korja　　！11a　da　　Qhu．dao
　持ってきて　　　こうするんだよ，　　　　あれ　　　これは　　まだ　　　　お軋を

　　　■　　　　　　　　　　　　　「　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　「「　　　　　　　　　r　　　　　　　　「　　　　■　　　　　　　　響1

　　　　　rurasi：　づa　：q七ju：　　to　k：odena　二　，　　　辺a　ta　　Q　hu．dao　，kure
　　　　くれるらしいなっていう　　　　　ところでね，　　　　　また　　　　お礼を

　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

siNbuNgami：，　Ohuda　qte　kaitajaeo：　kaka　etre　iqtawa一一
　　薪聞紙に　　　　　　お札って　　　書いたのを　　　かかえて　　行ったわ
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ke　da
　けだ

　　　つ　　　　　　　　コ

O（ISa　N’toko　i
　　和尚の所へ

　　r．　．，　n，．　．1　r
so　：sita　tokoro　ga　±
　　　そうしたところが

ma3u：oacuo
今いうのを

kureta　qkeda　，
　　くれたのだ，

ド　　コ

da　ik：usa，N
　　大工さん

　　ド　　　　コ　　　　　ヂ　　　コ

kO　 ：jモユ　 ：mglSぎ　ga

　　こういうものが
ano
あの

　　1

ucx　m
　家に

ド　コ　　　　　　ド

a　r1ユga　捻a　，
　　あるがな，

　　つ　　　　　　　ド　コ

Otθ　razja　：
　　　お寺では

hicu　jo：no
　　　必要の

r　　n　n
na　imo　Ndade　，

　ないものだから，

r．　1hae　：
もう

　　「　　　　　■　　　　　　　　　　　「　　ゴ

bo　keko　：baidaqke　na　：
　　　　ぼけ気味だったな

　　　　つ　　　　　　　　コ

ano「じO　kja：漁a　：　，
　　　あの時はな，

　　r
bo　ke一
　　ぼけ

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　コ

kO：baidemona　iga　hai
　　　気味でもないが　　　　　もう

ド　　　　　　コ

zeNkO：saNga
　　　善光さんが

　　　　ヨ

jaqtθ　：damONde
　やってるんだから

hore
それ

　　　コ
oqsa　聾wa，，
　和尚は，

so：site
　そうして

r　　l

ku　roi
　隅へ

　　　　　　　ti　1　1
iq－te　na　N　daja　：q一
行って　　何んだろうっ

　　　　　　　　コ
cuq．tθ　h±rogete　m⊥tatokQrQga
て云って　　　　広げて　　　　みたところが

sokode　hoNdo　：de　，
そこで　　　　本堂で

akete
蘭けて

　コ

mi　tatOkorOga
　　　みた所が

」鳴翻・賦課喫，・・ ano：
あのう

　　　コ
kami　wO　，
　　紙を

r　　　　　　一雪

　daika　ini
　ダイカイに

slrukamlo
　　する紙を

　：．　　　r

cu　ide　na二
　　継いでね

　1
一　　一　　一　一　　一　　一

．　看　o　■　0　8

n。

ﾌ
　コ　　　　　　　　　　ザ

ka　zunosaN　ga　，
　　カズノさんが

sore：ka　ite　arudajo
それへ書いて　　　　あるんだ

r

zju：buNno
　　十分目

一　．i　．

ユCユ　m
・一ﾉ

　コka　itearudade　，
　　書いてあるから

じ　　ヨ

mi　ta七〇korOga’
　　　見たところ

r
七a聾to
たくさん

　　　　　　　　　1，

zlmo　Jome　mo一
字も　　　読めも

　ロ　　　　　　　　　　　リ

s■nO・ga　，
しないが

r．　．1　．n　　　muratacuzo：　n．aNtju：koto：ki
　　　　　木村辰蔵なんていうことを

　コ　　　　　　　　　コ

ka　itearu　qdajO，
　　書いてあるんだ，

korja：
　これは

hoMaga　tonikaku
　だが　　　　　とにかく

Y．g．ui　meN　mitadakeqde　，

　　図面　　　　見ただけで
korja：
これは

tal　isitamoNd．aqtju：de　horja：
　た：いしたもんだというので　　　それは

”ka”　Nda：ja：　，

　　勘だよ，

hda”　ga

　だが

darita”i　hore
　大体　　　　それ

oremo　bai　ka　，

俺竜　　　馬鹿，

　　“

su’　Nmino
　　完全な

ba　kaqzja：rユ．aide
　馬鹿ではないから
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waka”　qtada　，

　判ったのだ，
korja　kaNnoNdo：no　，
これは　　　観音堂の

　　　ド　　コヒ

seq　ke：zud．aqteju：一
　　設計図だっていう

kotoga
　ことが

　　　コ
waka　q七ad－e
　　判ったから

　　　r
do：　mo
どうも 聖賭弓寵充

　　　n　　．

waru　xna　　悪いね

　r
o　re
　俺

　　　　　　コ
瓢Oraq．te　（1℃emQ
　貰って行っても

」Oi（ユaka　q．七ara
良いのかって云ったら

　r　　　　　一門

e　：　e　：desu
ええ　　良いです

コ

θ　こdesuq七e
良いですって

　　　　コ　　　　　　　コ
　　　　　　：wake　（差dakO：ju
　　　こういうわけだ

　つ
ho　re
それ

　　　コ
oqsa　Nga，
　　私尚が，

。
。
》

a
あ

！エ10raq七esa：
　　貰ってさ

do：〔烹e
｝　t　一　一　一　一

ド　コ

Oρaaga　　親父が

　　コ　　　　　　　　　　　コ

SU　：SU．二site　rejacui
　　　スヤスヤしてるのへ

　　　　ド
エn±se　七e　，

　みせて，
zma　sa　一
　さっ

qkino　hanasiga
きの　　　　　諾が

　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　l

ha　i　mata　ku　rikae　sukotoni
もう　　　又　　　　　くりかえすことに

naruga
　なるが

　　　　r　　n
so：si　te
　そうして

七e　ni
　手に

　コ　　　　　　　　　　　　コ

ha，　iq七awake　da，
　　入ったわけだ，

r　　　　l

　so：　sitara
　　そうしたら

ko．　qda
今度は

rkjon　neN　zjanai
　　去年　　　ではない

「k♂tos垣da　kaNn。NdQ二nQ
　　　　今年だ　　　　　観音堂の

ロ　　　　　　つ　　　　　

3an・ega　es■ru一
屋根替えする

to　k　in　n　i　，

　ときに

「zic取nゴ：
　　実兄

aroo一
あれを

　．r　nmx　se　七e
　みせて

，Q
　
，

j
れ
r
く

Uk ore鵬。
俺も

or 窒?ｐｏｄ．a”　ini　ko：site　．jaqtadamo’Ndade，
　　　俺の代に　　　　　こうして　　　　やったんだから

soide
それで

soreo
それを

ki　r窒盾堰f 汲浮獅堰@nokoi　site　okitaide
　　　記録に　　　　残して　　　置きたいから

　　　ド　　コ

．ciqto
　　少し

　　　つ
魚ise　“tekurjo：一
　　みせてくれっ

q七e　，

て
soizja　：
　それでは

ci：q．to　mise　tejaru，
　少し　　　　みせてやる，

　　r　　　　　　　　　l
c±　：qtomise　te一一
　　　少しみせて

jaruqte
　やるって

　　ド　　　　　コ
Cゴ．　：qtO　qcju．：
　　少しっていう

kucja：
　□は

k　ik　an　Q　：　a．　ke　g　a

　　聞かなかったが

　　　　　コ
≦∋oユzja　 ：　，

　それでは

　r
a　re8工jo
　　あれだし

so　；．sitatokoroga　sOrjo：
　　そうしたところが　　　　　　　　　　　　　　　　　　それを

uci：
家に

r　n，
do　ko：
どこを

s蟹a『

itemo　doko：sagaitemo
しても　　　どこを探しても

　　　　　　コ

saq　pa　rエ
　さっぱり

　　　．n　．

nanl　Jo　，
　　何さ

ド　　コ　　　　ド

　ha．tθ　na
　　はてな
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do’1〈oi
　どこへ

　　　　　　　　　　　コ
8uqtam［oN2：ura　qte
失ったもんだろうって

ju．二七〇kod．e

いうところで

r　　l

Sl　MIZUI
　　清水へ

　　n　a7）

ml　noruq一
実（みのる）

ko　6r　o：ga　ho　re　，
　小僧が　　　　それ

kju：sakuno
　　　久作の

　　ド　　　コ　　　　　　ヨ

sa　to　：sjo　：．z1Ntokoi
　　　　佐藤庄次のところへ

de　rs　i”　’
獅

　弟子に

　　　コ　　　　　ド
iqte　：zu　ra
行ってるんだろう

sigotoni　，
　仕事に

翫
あs

さ

「　　　つ
sjo　 ：ziNt；Ok（）i

　　　庄次の所へ

iq　t　a：　：　」　a　m　i　：i　b　o”　：　，

行ったのさ　　「ミー坊
ano：
あのう

r　　　　　　n

kaNno　Ndo：no
　　　観音堂の

seqke　：zuo
　　設計図を

ド　　コ

狙Q搴T空寒芽θ　a轟三門撃ぞ塁繋達警£禦・
　
O
　
．

　
aj

は
r
俺

、
Q

r 　　　　　　1．
狐oq．七eki　一
　持ってき

cja：
ては

　　ドコ
na，　i　qte
　ないって

　　　　コ
ju：da　jO　，
　いうんだ，

　　　r　　　　　l
mod難て駅ai　wa舗は謙i

　　コ　　　　　　コ

uci　nina　：Lqcjuq＿tara，
　　家にないって云ったら

　　　　　　　　コ

so　izja　：
　それでは

　　コ
0℃o　qcja二
　お父さん

oy．ega
　俺が

　　r　　　　　　　：

ka　midana　i
　　　神棚へ

an．o：　，

あのう

　　　　　コ
agθCea　ruq℃θ
　あげてあるって

じ　　　つ　　　　　　　　　コ

ko：　ju：wake　da，jQ，
　　　こういうわけだよ，

　　t　　　l　rki　℃e皿i　七a七〇korOga　　ka
　　　来てみたところが

mi　s　aNmo
．神様の

　　　　コ　　　　コ

talユ．ae　na　：　，

　　　棚への
zibu］箕no
　　自分の

hamamacuno　kuNreNzjono　ano：　’，
　　　浜松の　　　　　　訓練所の　　　　あのう

naNda
なんだ

隙0的帆85：
証Q

業

齢
卒㎝so

demo　naNdemo
でも　　　何でも

rzeNbf
　　全部

sore：　．ma　tomete’　na　，
それへ　　　　整めてね

　　rr　　　l
ma　　■te　籍a　，
　　巻いてね

ko：
こう

rkamjo　：”

　　紙を

　　　1cucu
　包む

mu　ire．rumo　Nga　a　ruda
　　　　　入れるものが　　　あるんだ

　　　　　　　「
　　　　　　　　　りSOnO　　　 SQ　　re．

その　　それへ

irete　na　，
　入れてね

　　r　　　　l
ka’ 高撃р＝@nai
　　　神棚へ

　　　　n．
⊥re七e　na
入れてね

　　r　　　－

ho　ko　rio
　　ほこりを

　　　ド　　　　　　　コ

短a頼ﾃ：？ku

　　　つ
℃atθ　七eiru．d＆　，
　　立てているのだ，

r　　　　　　　　　　　　　l

　a：　kokoni
　　　あXここに

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

a　（1七aqcju：七〇kO　dθ
　あったって云うところで

　　　　コ
da1㌻e　一
　出して

Sa　　　ho二Site
さ　　　そうして

一　一　一　t　一　一

〇　●　麟　●　●　o

t；okoi　　　nユoq．七θiq，te

ところへ　持っていって
jaqcjaqta　，
　やつちゃった，

JaqC3a一
やつちゃ

一一 W7幣



儀七　a「
№＝C

　つたが，

rsan　qklmo　konosito”　nimo　ki：taqkega
　　さっきも　　　　この入にも　　　　聞いたんだけど

a・
9

N
a
ミ

s
カ

ー
んs

さ

⑩
清

コ
↓kr 　　　　　　　　コ　　　コr　　｝1

　　　　　　　　　　nja：　　　ruwaketo
　　　壌る訳には

　　　　　　ド　　コ
ika憩ai　na　　：
　行くまいな

areqderna”　：

　　あれでな

B　oq　”s　a”　’Nn±

　　　　　和尚に

　　　　n　．　1　　　　　　　　　　’Ndazurade　　　　　七amoazuke
　　預けたもんだろうから

A　arzuke”　tamon　Ndade
　　　　　預けたものだから

rk　±n　j　o　s　i　s　a　N　t　o　k　o“

　　　清さんの所へ

　　　　ド
±　　i　ku，
　　　行く，

ド　　コ　

㌻O　q七aq一
　　取った

r．　1七emo
　ても

　コ　　　　　　　　　ド
jo　ゴ．エnoN（1a　na

　良いもんだな

B　joiqrda”　na　，

　　　　良いんだな，

　r
o　rJa：
　俺は

　　　　コ
aZUke　tadaqkeq七eju：　，
　　　預けただけつていう

　　　コ　　　　　コ

kQ7tQ　聾na　一
　ことにな

rja：
れば

A r
hoide
それで

　　　コ
Qqsa‘ mga
　　和尚が

　つ　　　　　　　　　　　　　　　コ

ko　：da（lcju：wa，　jO二，
　　　とうだ．っていうよ，

sono　，
その

sorjo：
それを

ZICU　，
　実，

　　ド

Zi　CU（｝d3iga
　　　実大工が

　　　　つ
　ロ　　　の　　　　　　サ

mユコQ・　wa
　兇ようは

　つ　　　　　　　ド　　　　コ
na　i（iaga，　na：　　，

　　ないのだがな，

ano．：　，

あのう

korja：　，
　これは

ano：
あのう

　ド　　　　　コ

O　tera　（lzja：
　　　お寺では

ano．：　hicujo：wa　naiga
あのう　　　必要は　　　ないて

　じ
　　　ロ　　　　　　　

Q　rJa・
　　俺は

ano　hicujo：no
あの　　　　必要の

arumoNde
あるもので

　　　コ
○（≧sa層

和尚さん

ko　x’　jo　：

これを

　　r
ka　sl一
黛し

te
ﾄ

kurjorr　：qteju：de

　　　くれっていうから

ド　　コ

da　　ikusa聾］鼠i

　　大工さんに

　　r　　l
ka　se　七e
　貸せて

jaqta　qCe　，
　やったって，

　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　ド

juq　Va　q七jUL：da　na　，
　　云ったっていうんだな，

r　　l
ki josisaNni

清さんに

　　　　ド　　コ
k：ike　ba　：　，

　聞けばね，

　　r　．　1
so　rja　：
　それは

　　　　コ　　　　　　　　　　コ

cigau　qcuqtada　jO：，
　　違うっていったんだ，

　　r　．　1’
og　saNga　ko
　　和尚が

：j疑：wakede　　ano二　，
こういう訳で　　　あのう

一88”



ro：i”　cuqte

　おNいって

　コ
ku　retaq℃e
云ってくれたって

ju：koto：rna　，

　いうことをな，
oqsa蕊七〇
　和尚と

　　　　コ
鐵eNko　　：一

　善光

saN七〇
さんと

ぐ　　　　　　て

saNni　Nsitatokode
　　三人集まった：ところで

sono　hanasjo　：
その　　　話を

r　．　．．　．1
slzutomo　q一一

　しょうと憩、っ

　　　　　　コ
ーtra，daqke　jo

　たんだよ
oremo
　俺も

　　　　　　　　r　n
joqtatoki　ni　na
　　覇1つたときには

　　　　　　コ
soidake　N
　　だけど

sonohana一
　　その話

　コ　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

s■　maz∂a。
　　までは

Si9’i〈O　Si
　しないで

　　　　　　　ド
si職aqta　ga，
　　しまったが

　　リ　　　　　　コ

arコa・
あれは

ド　　　　　　コ

’tO：na　NhiN飢i一一
　　　盗難品み

tainamoNde　1〈eqkjoku　oqrsaNga　o］reni　±kui　i　q　kur．etaq一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俺に　　いくら（実際には）呉れたってたいなもので　　　　結局　　　　　　和尚が

temo　o
ても

ド　　　　　　　　　　　　　　　　づ

　rega　　1鷺id．asa　rθte
俺が　　　　見つかって

　　　コ
tora　rerja：
　取られれば，

r　　　　　　l

ko：ni　：ni
　　幸兄に

torarerja：　，
　骸られれば，

r　　　　　　l

ko：ni　：no
　　幸兄の

mo’ mnara　，
　ものなら

ザ　　　　　　コ　　　　　　　　ド

ko：ni　：qte
　　幸兄って

keno一
家

kヨbono
　　久保の

　　　　　ダ　　コ
moNda　jo　na
　　もんだよな

　　コ　　　　　　の

arJa・，
あれは，

hoNto：wa　：　，
　　本当は，

r　　　　　　　　　l

dokQek二ξし

　どこぺか

ma：七eq七θ　辺a：t＄q七e　ldjo　sisa耽QkQi
廻ってって　　廻ってって　　　清さんのところへ

osa瓢a　（蔓七ajaCO：
　おさまったやつを

ド　　　　コ

nan∂O：
　何を

ore　osa　，
俺　　おさ…　，

　コ
ma　『じa

　又

r
jokose
　よこせ

　　　　　コ
joko8e　qcja：
よこせといっては

tora一
取る

　　　1　　　r　　＝
reno　：　na　：
ことはできないな

皿Oqto
もっと

　　　じ
arja　l，
あれは．

r　　　　　：

soko　1
　そこへ

ikuし七〇　　QqsaNga　，
　いくと　　和尚力～

r　　　　　l

cumi　o
　罪を

kin　，」　a：

着なければ

　　　　　コ
naranO　　：kotoni
　　ならないことに

　　　　ド　　コ
naru　d．e　n．a：　，

　　なるからな，
azukari一
　預かり

mono：
ものを

sitoni
　人に

jaru　qte　kotowa
　やるって　　　ことは

B r　　　　　　　　　l

　soNnako　ta：
　　そんなことは

nai
ない

　　ロ　　　　　ゆ

OrJa・
俺は

亘1Qraq七a　憩oNdade　，
　　貰ったものだから

orja：
織は

　ヨ
tO　rukeNriga，
　　取る権利が

ド　　　　　　　コ

zju：bu　N
　じゅうぶん

aru．dしa　 q．℃ju：k二〇t；Oエユi

　あるのだということに

　　　　　r　　l
エユara：　na　　：

　なるよね
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ziqcai　：　，

　実さん
rnusui　qdamoNzja：rnai　，
　　　　盗んだものではない

i

tm・qtek♂儀cj鷺qte
　　持って行けって云って

A　rnusui　qdamoNz　ja：
　　　　　　盗んだものでは

naide　orenl　kureru
ないから　　　俺に　　　　くれる

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

B　oreni　kurjo：itok＆　kar＄．jo”：qcjuqtazj．a：nai　murko：d．e
　　　　俺に　　　　　くれとか　　　　　　貸せって云ったのではない　　　　　向こうで

　．　．　．＝　．．．一．　．．”一．．．i“一r．1．

　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　moslno：monoS二Lm
　　　知りもしないものを

age辺asゴqtθkdi
　上げますって

　　　　　　　　r一　1rθ七a融oNda　　　　　　　　　de
くれたものだから

●
　
騨

a
は

均
俺

「
。 mo”　raqtamoNdaqkerde　，

　　　　貴つたものだから

　　ロ　　　　　　ロor3al
俺は

kajaseei　naiq　rteju：
返す（しとができないっていう

ko’じONnarja二　，
　　ことにならシ禺

rsijoi　Nnasdade　sonositono
　　仕方がないから　　　　その人の

　　　　　ド　　コ「

keNri　wa，
　　権利は

　　　　　r　　n
aruda’　na
あるんだな

　　　　　ド
hoiq（烹a　ga　s
　　だけど，

ド　　　　　　　　　　　　　コ

　k：eNriwa　　na
　　権利は

　　　　　　　　　　ド
ikOta：naida　jo
ないことはない

daga　moraq．tasito’wa
だが　　　　　貰った人は

A　rk　en N　r．　i　r 〟@a”’ 氏@a”　：　，

権利がね，

ド

8uNmi
ぜんぜん

　コ
ke　Nriwa
　　権利は

　　　　　　つ　　　　　　ド

naikQta　：nai　ga，
　　ないことはないが，

rmuko”　：qz」a：

　　　むこうでは
zemzx
一時

　　つ
ote　rae
　お寺へ

azuketamono：
　預けたものを

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

Z■CU，　n■・9；a
　　　実兄が

sagaite　moqteqtaqcju：
　探して　　　持つで行ったっていう

　　　　　　　　ド
k：OtO嚢naru　“tO　，
　　ことになると

r

muko：nimo
　　むこうにも

ke．Nriga
　　権利が

　　　　　ド
a’ru（lda　na　，

　あるのだな

冠
ん

、
u
う

r　rr　r　　n　1，e、　罷隅ユ．k：e　　ta魚OllQna　　ra　 】〔〕La　　：

　　　　　預けたものならな
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注

P　14　（1）たどっていけば血筋にあたる，の意。

P　G4　②　人名「みや」のことか。

P　’t8　（3｝　ガドーは「がんこ」の意。

P　29　（4）　sitaの部分の不鮮明により推定。

：P　50　⑤　イコジカは「せむし」の意。

P　40（6｝地名。キリクイともいう。fキリクイの組」の意。

P　45　（7）　「小当」というあて字のしかたもある。湯島には，オードーコ

　　　　　　ドーヤシヤゴドーと云う，三つの組がある。「民俗学辞典」

　　　　　　“頭屋　｝｝の項などを参照して考えると，これらは「大頭屋」

　　　　　　「小頭屋」「ヤシヤゴ頭屋」の意味だと思う。ヤシヤゴは，

　　　　　　「曾孫の子」のこと。

P59⑧　そういえば，私も方言調査で家を訪問するとき，この方法で断

　　　　　わられた経験がある。

：p　64　（9）屋号。

P　69働　お父さんから，のいい損ない。・

：P　72　｛11）崩野の入。

：P　74働　大拐村地内の部落名。本川根町へ通ずる道筋にある。

IP　76⑬　この録音の前に出た話で，今から何年か以前，プロパンガスが

　　　　　村に普及しはじめた時，静閥市から売りこみに来ていたプnパ

　　　　　　ン盤の「花村」が，その宣伝活動のさい，サービスとして生花

　　　　　　の講習をしたこと。

P　81働　美代助さんは現在，薪居町に住んでいて私とはじっこんの間柄

　　　　　　　　　　　　　　　一9歪一



P　81

P　82

P　87

萄
舳
切
㊨

α
α
α

である。この美代助さんに教えて貴って大川村坂ノ上のあるお

宅を訪ねる道すがら大森さんと知りあった。

大川井清さんの先祖。

大川井清さん宅の屋号。

大森さんの子。
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